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「どうか考え直して頂けませんか？」

　目玉のついた髑髏どくろにしか見えない久く世ぜ遠えん水すいを布ふ団とんから助け起こしながら、妻の千ち代よが尋たずねた。

　部屋の隅に置かれた燈とう明みよう皿の上で、貧弱な灯火ともしびがゆらゆら揺れている。その炎ほむらの先から立ち昇る黒煙は、安油を使っているせいで、ひどく魚臭くさかった。

「くどいぞ」

　語気強く言って睨にらみつけ、激しく咳せきこむ。よれた夜着の隙すき間まからのぞく、醜みにくく浮き出た肋ろつ骨こつが、その衝しよう撃げきで今にもへし折れそうだ。千代が手をまわし、肉の薄くなった夫の背を優しく摩さする。

「ほらまた、そのような悪い咳せきを。せめて、もう少し具合の良い時を選ばれたらどうです？」

「良い時など来ぬ。どのみち、もう助からん」

「お気の弱いことを、おっしゃらないで下さい。必ずご快かい癒ゆされますから」

　とは言うものの、千代の言葉に力はなかった。それだけ夫の衰すい弱じやくは著いちじるしい。

「いらぬ気づかいはよせ。儂わしも蘭らん学がくにのめる前は、医者だ。治る病と治らぬ病くらい承知しておるわ」

　遠水は寄り添う妻の手を払いのけ、よろけつつも、娘の前に座りこんだ。

「もう得心しておるな？」

　背筋を切ないぐらいに、ぴんと伸ばした少女が、こくりと頷うなずく。幼いながらも、その黒目がちな瞳には、強い意志の光があった。膝ひざに添えられた手は、綺き麗れいに先の先まで揃そろえられている。

「伊い織おりさえ死なずにいてくれれば……」

　吐と息いきが漏もれるような声音で言い、千代がうなだれる。看病疲づかれが隠せぬ乱れた鬢びんから、髪が一筋頰ほおにこぼれ落ちた。かつて萩はぎ城下一と謳うたわれた美び貌ぼうも、面おも影かげは乏しい。夫が改易の憂うき目にあって以来、まだ三み十そ路じとは思えぬほど老ふけこんでしまっていた。

「詮せんなきことを言うな」

　遠水は首を傾かたむけるのも億おつ劫くうなのか、血走った眼球だけを妻に向けた。すがるようにして千代が尋ねる。

「やはり養子をもらい受けるわけには、いかないのですか？」

「いつまで夢を見ておる。どこの誰が好き好んで、いわくつきの貧乏浪ろう人にんの娘に子を添わせる？」

「でもこの通り、器量の良い子です。高望みさえしなければ、縁えんに恵まれましょう」

「縁があったとして、どうせ捨て扶ぶ持ちで飼われている碌ろくでなしだ。久世家が再興出来ても、この国難の時に何一つ藩はん公こうにお返し出来ん。自じ慢まんの娘を、そんな輩やからに安く売れんわ」

「ですが──」

　言って、じっと遠水の目を見み据すえる。

「ただの妻にならねば、久世の血が絶えます」

「家が絶えねば、それでいい。養子を貰もらうのは立身してご恩に報むくい、我が汚お名めいをそそいだ後だ」

「では、この子の幸せはどうなるのです？　女として誰にも愛されぬまま、一生を過ごすのは余りに不ふ憫びん。家は養子の方に継いで頂き、この子にはどこか嫁とつぎ先を探してやりましょう。身分にさえ拘こだわらなければ、きっと良りよう縁えんがあるはず。近頃、商家に嫁ぐ武家の娘も少なくはございません。どうか娘の幸せを第一に、考えては頂けませんか？」

「もちろん、考えてのことだ。儂わしとて、己おのれが名めい誉よと家のことだけで、このようなことはせぬ」

　遠えん水すいは落ちくぼんだ目を剝むき、声を荒げた。

「疑念を持つならば逆に訊きこう。裕福な商人と添い遂げることが、それほど幸せか？」

　そうだ、と大きく頷うなずきたかったが、千ち代よは堪こらえ、口をつぐんだ。病床に臥ふしてからの夫は一度言ったことを、絶対に譲ゆずらなかった。無理に説き伏せようとすればするほど激高し、手がつけられなくなっていく。これ以上食い下がっても何の益もない。

　娘の手を取り、逃げだそうとしても、きっと応じてくれないだろう。頭の良い子だが、父を盲もう目もく的に尊敬し過ぎている。悲しい顔で首を横に振り、一緒に行けないと答える姿がありありと脳のう裏りに浮かぶ。余りに無力な自分が情けないのと、娘の不幸を嘆なげく気持ちで胸が一杯になり、音をたて張り裂さけそうだ。

「よいか、千代。娘の器量を、はき違えるんじゃない。見目の美しさが天下国家の何に役立つ。こやつには伊い織おりどころか、儂をも遙はるかに超える天てん稟びんがあるんだぞ。その才を生かして、生きることこそ真の幸せよ。誰かの妻めで終わる一生など、させてたまるか」

　自分の人生を父にそう決定されても、そよぐほど長い睫まつ毛げを伏せぎみにしたままで、少女の表情に何一つ変わりはない。

「これも定めなき世の運命さだめ。娘が受け入れておるのだ。お前も了りよう見けんしろ」

　下した唇くちびるを嚙かみ頷いた千代の頰ほおを、涙が伝い落ちた。

　木こ枯がらしが安やす普ぶ請しんの雨戸に吹きあたり、カタカタと鳴っている。

　遠水は視線を娘に戻し、髑髏どくろに皮を張り付けたような顔を引き攣つらせ、不気味に微ほほ笑えんだ。

「お前が久世家を継げば、儂が冥めい府ふで迷うことはない。何の憂うれいもなく、この世を旅立てる。後のこと全て頼んだぞ」

「はい、父上。お任せ下さい」

　凜りんとした声色で応じると、少女は身を翻ひるがえし、はらりと両の肩から衣きぬを落とした。露あらわになった柔やわ肌はだは、瀬せ戸と物もののようにきめが細かく、真白い。

　遠水は片かた膝ひざをつき、一歩前へと乗りだした。娘の背中に節くれだった人さし指をあてがう。

「大いなる虚きよ実じつの円、群をなす天界の従者。テュールに仕え、この世界で命めいに従うこと知るべし──」

　血の気のない唇の間から発せられる奇き異いな言ことの葉は。それが幾いく多たも紡つむがれ、呪じゆ文もんを織りなし、朗々と室内に響ひびき渡る。遠水は小さな背に、白銀の燐りん光こうを放つ指先を走らせた。

　古いにしえの文字と模様が複雑に交差する魔ま法ほう陣じんが、少女の肌に深く深く刻み込まれていく。
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　突風が吹きおこり、陽炎かげろうの立つ街道に土つち埃ぼこりが舞った。

　手で遮ろうとしたが間に合わず、砂粒が目に入りこむ。滲にじみ出た涙が、長い睫まつ毛げを濡ぬらした。異物感がなくなるまで、瞬まばたきを繰り返す。

　伊い織おりは細い手首で涙をぬぐい、薄ぼけた視界のまま、松まつ江え城の天守を望んだ。山のように盛り上がった入道雲を背に、無骨な黒くろ瓦がわらが鈍く輝いている。

　目測するに、およそ城下町まで、

「一里もないな」

　ぼそりと呟つぶやき、また目元をぬぐった。出雲いずも国松江を目指し、はるばる大おお坂さかからやってきたにもかかわらず、声に感かん慨がいの響ひびきがないが、これは常のこと。伊織は深しん淵えんを思わせる黒の瞳に似つかわしい、冷めた性格の持ち主だった。
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　やや目元に険はあるが、人形のような端整な顔立ちで、肌は陽にかざせば透すけて見えそうなほど白い。年は十七。美青年というより、美少年と評した方が的を射ている感がある。旅先でありながら頭からつま先まで装よそおいはきりりとし、とても浪ろう人にん者には見えない。とりわけ、背に軽やかになびく舶はく来らい物ものの外がい套とうと膝ひざ下したまである洋よう靴ぐつが、すれ違う人々にその印象を強くしていた。髪は蘭らん学がく者らしく総髪に結いあげ、腰には大小を差している。太た刀ちも脇わき差ざしも共に定じよう寸すんだが、身の丈が四尺五寸と小こ柄がらな為、やたらに長く感じられた。

　結ゆう城き秀ひで康やすの三男にして、名君の誉ほまれ高き松まつ平だいら直なお正まさを開祖とする十八万六千石ごくの城下、出雲松まつ江え。山さん陰いん道どう屈くつ指しの繁はん栄えいを誇る親しん藩ぱんの都が迫り、にわかに街道が混雑しはじめた。これまで何里もの間、杉林しか見受けられなかった沿道に、銭ぜにの匂においを嗅かぎつけた茶店が並びだす。

　城下まですき腹を抱えていくか、それともこの辺りで簡単なものを抓つまんですませてしまおうか。考えながら歩を進めているうち、好物である「白玉団子」の幟のぼりを掲かかげた茶店を見つけ、足が止まった。

　蒸されたもち米の濃く甘い香りが、鼻び孔こうをくすぐる。合いの手を打つようにして腹が大きく、ぐうと鳴った。華きや奢しやな体たい軀くには、そぐわぬ音高さだが、これにはわけがある。今朝発たってきた宿で、朝飯が出なかったのだ。

　味み噌そ汁しるや米を炊たく匂いが部屋に漂ただよいながら、ついぞ膳ぜんが運ばれてこなかった理由は、無論承知している。昨晩、宿の主人から、当宿場町では、旅客はあてがわれた酌しやく婦ふ（官かん許きよを得た娼しよう婦ふ）を買うのが習いだと聞かされていたのに従わず、飯を食い終わるなり、狸たぬき寝入りを決めこんだからだ。

　肩を激しく揺さぶられようが、耳元で叫ばれようが、相手が諦あきらめて部屋を出ていくまで、頑がんとして瞼まぶたを開けなかった。そうやって、落とすべき金を落とさなかった意趣返しに、朝飯を抜かれてしまったのである。相手も生活がかかっているので、侍さむらいであっても容よう赦しやがない。酌婦とは寝ずに金だけ払い、朝発ちの不便を回かい避ひする手もあったが、その奇特な行為を、そらぞらしい噓うそを交え、弁解するのが面倒だった。ありつけなかった朝飯の分は、昼に埋め合わせればいい。そう思って宿を出たところ、ここまで一いち膳ぜん飯屋はおろか、茶店の一いつ軒けんすらなく、あてが完全に外れてしまったのである。

（城下も近い。腹を満たすついでに、ここで用心の為、草鞋わらじに履はき替えておくとするか）

　旅に適した長ちよう靴かのつま先に視線を落とし、伊い織おりは心を決めた。外がい套とうの留め具を外し折りたたんで腕にかけ、「ひさご屋」と茶店の名が染め抜かれた暖の簾れんをくぐる。お盆を片手に、くるくると立ち働いていた茶汲くみ娘が、長腰掛けの間を軽やかに抜けて伊織のもとにやってきた。

「いらっしゃいませ」

　小さな額に玉のような汗が浮かんでいる。笑顔が中々可か愛わいらしい。

　茶店のかき入れ時である昼七つ（午後二時）を迎え、店内は客であふれていた。どの腰掛けも埋まっていたが、娘は手慣れた様子で他の客を詰めさせ、伊織の場所を確保した。席を譲ゆずる形になった隣の侍に、目礼してから腰を下ろす。

「どうぞ」

　傍かたわらに湯ゆ吞のみが置かれた。八や重え歯ばをのぞかせ、娘が愛想良く問う。

「どちらから、お越しになられたんです？」

「白玉をくれ」

　壁に掛かった品書きを見ながら、伊織は、ぞんざいな言い方で返した。もちろん、娘の問いは耳に入っていたが、生来の愛想の悪さに空腹の不機嫌さが加わり、無む駄だ口ぐちを叩たたく気になれなかった。餅もちを食うのに、どこから来たかなど答えて何の意味がある？

　無視されたのが、余程意外だったらしく、瞬しゆん間かん、娘は頰ほおを引き攣つらせた。人を寄せつけない雰ふん囲い気きを纏まとっているが、所しよ詮せんは自分と年頃の変わらぬ少年。天真爛らん漫まんな笑顔で接すれば、いとも簡単に心の囲いを解くと考えていたに違いない。

　しかし、そこは客商売。二に瞬しゆんの間を置かず、娘は元の笑顔に戻った。

「おいくつお召し上がりになりますか？」

「五皿だ」

　またもぞんざいな言い方で返した伊い織おりに、娘が当然のように問う。

「いくつ、お持ち帰りになられます？」

「持ち帰りなどはせん。全部ここに持ってきてくれ」

「これからお連れ様が、お見えになられるんですか？」

「連れなどおらん。食べるのは私一人だ」

「五皿もですか？」

　目を丸くし、娘が念押しに訊きいた。麦茶をすすりつつ、こくりと頷うなずく。

「無理です、無理。うちのは一皿に梅くらいの大きさの白玉が、十個も入っているんです。食べ切れるわけありません」

　娘が両手を突きだし、十本の指を伊織の眼前にかざした。

　朝食を食べ損そこねた経けい緯いを、説明するのが煩わずらわしく、ただ一言で答える。

「好物なんだ」

　別段、面おも白しろいことを言ったつもりはなかったが、娘が手の甲を柔らかそうな唇にあて、くすりと笑う。

「よっぽどお好きなんですね。でも、その小さなお体のどこに白玉が五十個も入っていくんです？」

「お糸いと！」

　と、店の奥から声が掛かった。店の主人らしき中年男が、餅を熱湯で茹ゆであげながら、娘を咎とがめるような目で見ている。この忙しい時に、無駄話に花を咲かせているとでも思ったのだろう。娘は違うのだと首を小さく振ってから、こちらへ向きなおった。

　伊織は道中財布を取りだし、白玉五皿分の代金を長腰掛けの上に置いた。娘が慌あわてて、弁解する。

「食い逃げされるとか、そんなつもりで言ったんじゃないですよ。誤解しないで下さい」

　そんなことは分かっている。意味のないお喋しやべりはやめ、銭ぜにをもってさっさと立ち去ってもらいたいという、伊織なりの意思表示だった。気まずい空気に追い打ちをかけるよう、目線を逸そらし、口を真一文字に結んで押し黙だまる。

　やっと、とりつく島がないと悟さとったらしく、娘は、

「それじゃあ、すぐにお持ちしますね」

　と言って銭を集め、足早に店の奥へと消えていった。

　伊い織おりは硬い表情は崩さぬまま、ふうと息を吐はき、湯ゆ吞のみを口に運んだ。渇かわいた喉のどを流れる麦茶の冷たさが心地良い。直前まで、井戸の中で冷やされていたのだろう。客をもてなす主あるじの行き届いた心遣いに感心しつつ、店内に目を配った。街道沿いにある茶店なので当然、客の大半は旅装をしている。

（それにしても──）

　耳に入ってくる方言の種類が多い。松まつ江えの好景気を聞きつけ、各地から人が集まって来ている証しよう拠こだ。

　嘉か永えい七年に結ばれた日米和親条約を皮切りに、多くの港が諸外国に向けて開かれた。結果、主力輸出品だった生き糸いとの価格が、国際価格に近づくよう上昇。つられて国内の物価は高こう騰とうし、財政破は綻たんする藩はんが続出した。そんな開国に伴う不景気が蔓まん延えんする中、松江藩は例外的に繁はん栄えいを謳おう歌かしている。

　これはひとえに、藩主松まつ平だいら定さだ安やすを補佐する若き執政、神かん藤どう治じ部ぶ少しよう輔ゆうの功が大きい。彼は逼ひつ迫ぱくする財政を立て直すべく、藩庁の権限を独占、藩政改革を断行した。紙かみ屑くず同然の藩札を回収、信用度の高い新藩札の発行、専売制の導入、下級武士の屯とん田でん制など、列挙すればきりがない。

　中でも周囲の猛もう反対を押し切り、戦国期に掘り尽くされたと思われていた、出雲いずも銀山を再掘、新たな鉱脈を発見したことは特筆に値する。湯水の如ごとく産出された銀が、破綻寸前だった財政を瞬またたく間に潤うるおし、藩の蔵くらは財物で満ちあふれた。今や松江藩の収入は百万石に匹敵すると噂うわさされている。

　感心するのは、成功の上に胡坐あぐらをかくことなく、魔法学を積極的に導入し、軍事力の増強と産業の近代化に余念がないことだ。家中では剣よりも魔法を学ぶ者が多く、隣国が羨うらやむほど大人数の魔ま法ほう士しを抱えていた。神藤治部も執政の身でありながら、稀き大だいの魔法士として名高い。彼一人の才で、松江藩は一いち躍やく、旭きよく日じつ昇天の勢いの雄藩──薩さつ摩まや長ちよう州しゆうなどと並び称される存在になっていた。

　当然、この性急な流れに対する反動もある。生来の魔力が低過ぎ、魔法を修得出来なかった不平家臣たちが、過激な攘じよう夷い志士となり、神藤らを目の敵かたきにしていた。西洋の術なら何でも取り入れようとする開明派の藩士や彼らの手足として働く蘭らん学がく者、魔法士たちが粛せい清しゆくの対象となり、血の雨が降った。かのシーボルト門下の高弟にして、松江藩の改革に尽力した金かな森もり鳶とび巣す殺しの下げ手しゆ人にんも、未いまだ特定はされていないが、十が十、攘夷志士の仕業と噂されている。

　ただ、人の縁えんとは不思議なもので、伊織がここ松江にやってきたのは、今から二ヵ月前に起こった、この暗殺事件が発ほつ端たんにある。神藤が鳶巣の死によって途と絶ぜつした、魔導書の翻ほん訳やくを出来る人物を送ってくるよう、蘭学塾じゆくとしては日本一と呼び声高い、大坂適てき塾じゆくに依頼してきたのだ。塾長の緒お方がた洪こう庵あんは、松江藩から多くの蘭書や魔導書を、翻訳作業と引き換えに提供されている関係上受けるしかなかったのだが、派遣する塾じゆく生せいの選出に頭を痛めた。

　その翻ほん訳やく途中の魔導書は、魔法学の共通言語であるルーン文字やエノク文字で綴つづられておらず、大崩壊で絶ぜつ滅めつした亜あ人じんたちの言葉──エルフ語とドワーフ語が混在する難読の書と手紙に注記されていた。厄やつ介かいなことに、両方の言語に通じる塾生はたった一人を除き、皆が教授格にあたる塾頭とう、もしくは助教授格にあたる塾監かんだったので、その立場上、長期間の遠出が出来ない。しかも、有能な人物だけにこれまたその一人を除いて全員が藩はん費ひで留学してきており、他藩である松まつ江えへ赴おもむくことに支障があった。

　そこで、たった一人の例外、久く世ぜ伊い織おりに白羽の矢が立てられたのである。入塾年次が浅い為、その才能にかかわらず、塾頭どころか塾監でもない。また、適てき塾じゆくのある過か書しよ町界かい隈わいで、雑多な仕事──病人の治ち療りようや、蘭らん語ごやルーン語の翻訳で金を稼ぎ、学費に充あてているので、出身藩の長ちよう州しゆうの紐ひもがついていなかったのである。最若年、たった十七歳の塾生を送ることに松江藩の大坂留守居役は異論を唱えたが、洪こう庵あんが、幕府講こう武ぶ所しよの教授を務めた同郷の村むら田た蔵ぞう六ろく以来の出来物ぶつと説き伏せ、伊織の派遣が決まった。

　当人としては、勉学の妨げになる上、得意先にひと月ばかり大坂を離れる無理を聞き入れてもらわねばならず、極力、出雲いずもくんだりまで出向きたくなかった。しかし、師の洪庵に頭を下げられ、藩の役人に過分な前金を積まれなどするうち断れなくなり、流されるまま今この松江で茶を飲んでいる。

（──まあ、おかげでまとまった金きん子すを母上に送ることが出来たわけだし、良しとするしかないな）

　そんなことを取りとめなく考えていた伊織の元へ、娘が盆を両手に戻ってきた。白玉を盛った小こ鉢ばちが、腰掛けにところ狭しと並べられていく。餅もちは薄い透明の被ひ膜まくに覆おおわれ、見るからに美う味まそうだ。

「食べ切れなくなったら、私にそうおっしゃって下さい。お持ち帰り出来るよう、笹ささの葉に包みますから」

　と、娘が言い終わらぬうち、伊織は、やかましく鳴る腹の求めに応じて、砂さ糖とうがいい塩あん梅ばいにかかった白玉をポイポイと小さな口へ放りこんでいった。

　良い餅米が使われているらしく歯応え、風味共に抜群。しっかりと冷水でしめられていて、舌した触ざわりも良い。恐ろしい速さで白玉が消えていく。

　娘は二枚重ねにした盆を両手で抱え、その食いっぷりに見とれていた。隣の侍さむらいも、楊よう枝じを刺したまま餅を食う手が止まっている。

「よう繁はん盛じようしておるな。結構、結構」

　破われ鐘がねのような声が、店内に響ひびいた。客の視線が、一いつ斉せいに声の主へと集まる。

　熊くまを想起させる巨漢の侍が、暖の簾れんを背に仁王立ちしていた。眉まゆ、瞼まぶた、鼻、唇、耳、顔を飾る全てが異様に分厚い。固かた太ぶとりに肉が引き締まり、たいそうな貫かん禄ろくである。そのくせ用心深い性格なのか、迅じん速そくに抜き放てるよう、蠟ろ色いろ鞘ざやの長刀を落とし差しにしていた。

　子分らしき侍さむらいが二人、遅れて入ってきた。どちらも金のかかった身なりに反して、人相がすこぶる悪い。

「お糸いとも変わらず綺き麗れいだ。お主ほどの小こ町まちがおれば、ここの白玉が流は行やるのも道理よ。結構、結構」

　下へ手たな世辞を受け、娘が顔を雲らせた。伊い織おりの時と違い、小春日のような陽気さがすぐには表情に戻らない。男たちが肩で風切り、店の奥へと進む。

　彼らの醸かもしだす不穏な空気を感じ取り、客は皆黙もくし、身を縮めた。手と口が動いているのは伊織だけ。見つかると厄やつ介かいの種になる洋靴も、前に置かれた腰掛けが死角を作っているので、慌あわてる必要はなかった。我関せずとばかりに、白玉を次から次に口へ放りこんでいる。

　熊侍が帯に挟はさんでいた鉄てつ扇せんを引き抜き、店の柱をコンと突いた。

「吉きち次じ、精が出るな」

「これは河かわ田た様。ようこそおいで下さいました」

　揉もみ手をせんばかりに腰低く、主あるじが調理場から姿を現した。お糸に、早く席を用意するよう命じたが、それを河田が制する。

「構わん、構わん。今日は餅もちを食いに来たわけじゃない」

「と申しますと……」

　言いながらも、何か良くないことを察したらしく、顔色が優れない。吉次は湯気と汗で濡ぬれる額を手て拭ぬぐいでぬぐった。

「他でもない。かねてより申しつけていた軍費を受け取りに来た。ほれ、証文だ。受け取れ」

　河田が懐ふところから一枚の紙切れを取りだし、吉次の手に握にぎらせた。

「何もかも攘じよう夷いを成功させ、天朝様に報むくいんが為だ。尽じん忠ちゆう報ほう国こくも金がなければ始まらん。さあ、早はよう軍費を持ってきてくれ」

（押し借りの口上は、どこに行っても代わり映えせんな）

　もくもくと白玉を頰ほお張ばりながら、伊織は呆あきれた。

　不ふ逞てい浪ろう士したちが攘夷を果たす為の軍費と称し、商家に談判、金をせびり取ることを「押し借り」と呼ぶ。相手が渋れば天朝様の御おん為ために働く我ら壮士に金が出せぬのか、と啖たん呵かを切り、刃をちらつかせ、時に振り下ろす。借りるという名目上、証文は置いていくが、もちろんびた一文も返さない。

　奪い取った軍費が何に使われるかというと、妓ぎ楼ろう代、酒代、飯代の順で消え、後には何も残らなかった。無論、強ごう奪だつした金で刀を買おうと遊興費にあてようと、たかられる側の迷惑は同じだが、呆れた使い道が広く知れているだけに攘夷志士の評判を大きく失しつ墜ついせしめている。

　ただ、この茶店の客を含む世間としては、異人を斬きると公言する彼らに期待する気分が少なからず、刃にん傷じよう沙ざ汰たに巻きこまれるのを忌き避ひする気分が大いにといったわけで、彼らの狼ろう藉ぜきを糺たださない。被害に遭あう商人たちを気の毒に思うものの、対岸の火事と決めこみ放置しているのである。

　この世間一般の風潮と理由は異なるが、伊い織おりも、攘じよう夷い志士を名乗る不ふ逞ていの輩やからと関わりを持つつもりは毛頭ない。商人の町──大坂は攘夷に伴うこの流行はやり病の最大の罹り患かん地である為、その現場に居合わしたことは一度や二度でなく、日常茶さ飯はんのことに近かった。不快には思うが、これについての怒りや正義感は麻ま痺ひしてしまっている。

　しかし、珍しいことが一点ある。いくら繁はん盛じようしていると言えここは茶店。押し借りするのは豪商を狙ねらうのが常道だ。本場の京や大坂では、こんな文字通りの小遣い稼ぎにしかならぬことはまずお目にかかれない。しみったれているにも程がある。

　押し入る豪商が乏しいのが原因だとすれば、この世の栄華を誇る松まつ江え藩はんに隠された、ある一面が透すけて見える。どうやら集まる金の大半は藩庫に納まる寸法で、商人たちを利用すれども肥え太らせぬ仕組みが出来ているらしい。藩政の全てを取り仕切る神かん藤どう治じ部ぶは、相当のしたたか者のようだ。

「さあ、各おの々おの方、餅もちをどんどん食いなされ。銭ぜには我ら攘夷志士、天てん魔ま党が軍費として頂いていく。我らは剣で、各々方は餅で尽じん忠ちゆう報ほう国こくだ。腹がくちて下帯がほどけるまで、さあさ、どんどん食いなされ。矢や弾だんは怖こわいが、白玉は美う味まいぞ」

　河かわ田たが節をつけ謡うたうように言い、金きん箔ぱく地じに朱色の日輪を彩った鉄てつ扇せんをひらひらと舞わした。盗人ぬすつとが自ら追い銭集めに拍子をとる中、吉きち次じは糞くそを塗られたかのように顔をしかめさせると、侍さむらいたちの視線をかわすべく首を折った。一方、客たちは義ぎ憤ふんよりも滑こつ稽けいさの方を感じたようで、苦笑いを浮かべ、再び餅をつつきはじめる。

「どうした？　各々方。手の動きが遅いぞ。そこの小こ僧ぞうを見習いなされ、あれよあれよと餅が消えていく。負けじと気負うて、早う食いなされ」

　そう煽あおった河田に扇おうぎで指し示された為、店中の目が伊織に集まった。見ず知らずの男から小僧呼ばわりされ、腹が立ったが、阿呆あほうに関わるほど愚おろかではない。表情は凪なぎのまま白玉を食べ進める。

「吉次、何をしてる？　ここは我らに任せて、お前は早く証文に書いてある通りの金を持ってこい」

　凄すご味みを利きかす河田の子分に、主は頭をたらし、小声で何事か申し開きをしていた。それを娘が傍かたわらで心配そうに聞いている。客たちは苦にが瓜うりを食うような顔つきで、もくもくと口を動かす。遠くの油あぶら蟬ぜみの鳴き声が、いやに大きく店の中に響いていた。

「何だ、河田じゃねえか」

　吐はき捨てるような一声が、伊織の鼓こ膜まくを打った。

「最近、城下で見かけないと思ったら、こんなところで盗人の真ま似ねかよ。攘夷志士の名が聞いて呆あきれるぜ」

　若い侍さむらいが一人、暖の簾れんを片手でかきあげ、店先に立っている。そんな彼を横目で見た伊い織おりは、訝いぶかしげに細い眉まゆを吊つりあげた。

　悪童の面おも影かげを多分に残した顔は鋭く、美男とも言えなくはない。癖くせの強い黒毛を雑にまとめた総髪と、だらしのない襟えり元もとの着崩し方が、いかにも浪ろう人にん風だが、大小の拵こしらえは悪くなかった。袖そでからのぞく革かわ小こ手ても色濃く洋の趣おもむきがあり、食い詰めものではなさそうだ。身の丈はざっと見て六尺。若わか駒ごまの如ごとくすらりと引き締まり、奇抜な模様の入った小こ袖そで袴はかまが嫌いやみなく似合っている。しかし、伊織が驚いたのは、このどれもが理由ではない。

　男は異相の持ち主だった。重度の眼病らしく、瞳が鮮せん血けつの色に染まっている。頭の中の医学書を繰くってみたが、似たような症しよう例れいが出てこない。

（白目ならいざ知らず、充血しているのが瞳とはな。あれで物が見えるのか？）

　と疑問に思ったが、見えるらしい。河かわ田たたちを睨にらみつけている双そう眸ぼうは、違たがうことなく焦しよう点てんが合っている。

「冬とう馬まさん……」

　娘が消え入るように声を漏もらした。それが若侍の名前のようだ。

「盗人ぬすつととは聞き捨てならんな」

　言った河田の口元は笑っていたが、眼光は斬きりつけるかのように鋭い。扇を閉じて帯に挟はさみこんだ。

「だったらこそ泥どろと言い直してやろうか？」

「何だと！　貴様！」

「我ら天てん魔ま党に、そのような口を利いて五体満足、無事ですむと思うなよ！」

　刀の柄つかに手をかけ、いきり立つ子分二人を押しとどめ、河田が前へ進みでた。自分の大気を見せつけるかのように、あえて丸太のような腕を胸の前で組み、抜き打ち出来ない姿勢を取っている。

「惜しい花でもないくせに、散り急ぐのはやめておけ」

　冬馬が鼻で笑って河田に返す。

「闇やみ討うちしか出来ない卑ひ怯きよう者が偉えらそうなことを言うもんだな。自信があるなら、ここでその花を散らしてみせろよ。俺は三人まとめてで構わねえぜ」

「胴から首が離れた後では、その減らず口を後こう悔かい出来んぞ」

「それは俺の科白せりふだぜ」

「よし、いい機会だ。やってやる。ただし、お前の汚い血を店の中にまき散らすわけにはいかん。おもてへ出ろ」

「のぞむところだ」

　踵きびすを返し、冬馬が店を出た。その後を悠ゆう然ぜんとした足取りで、河田たち三人が追う。客は皆、息をひそめて硬直していた。

　伊い織おりは最後の白玉を口に放りこみ、たった二回嚙かんだだけで麦茶と一緒に喉のどの奥へ流しこんだ。一瞬息が詰まったが我が慢まんし、食道に落としこむ。

　あいも変わらず硬い面おも持もちのまま、ふうと一息ついて席を立ち、娘のもとに歩み寄る。

「あの男、ここの用心棒なのか？」

　張りつめた沈ちん黙もくを破る唐とう突とつな問いに、娘は戸惑うだけで声が出ない。埒らちがあかぬと見て、伊織は視線を吉きち次じに振った。

「いいえ、違います。あの方はよくここに見えられるお客様ですが、決して用心棒なのではありません。我々親娘おやことは全くの無関係。天てん魔ま党の方々に対して、刃向うつもりなど滅めつ相そうもない」

　吉次はまるで伊織が天魔党の一味かのように、見苦しいほどの狼ろう狽ばいを見せた。

「ならいい。後は任せておけ」

　吉次の誤解を解かずにそれだけ言い、伊織は折りたたんでいた外がい套とうを肩に掛けると、背を向けた。

　天魔党なる攘じよう夷い狂いたちを無駄に刺激するのは分かっていたが、洋靴を草鞋わらじに履き替えている暇ひまはない。阿呆あほうに関わると碌ろくなことがないとは知りつつ、何な故ぜか体が動く。

（美う味まい餅もちを食った店への礼か？　いいや、金を払ったからそんなことをする義理はない。だったら何で私は、こんなことに関わろうとする？）

　自問するが、答えは出てこなかった。

　中天を少し過ぎたばかりの陽射しを受け、四本の刃が燦さん然ぜんと光り輝いている。男たちは三さん間げんばかり離れて向かい合い、漲みなぎる殺気をぶつけていた。

　街道に旅人の姿がない。難を恐れ、近くの茶店にでも逃げこんだのだろう。

　伊織は、「あの小僧、洋よう夷いかぶれじゃねぇか」と不快げに呟つぶやいた河かわ田たには一いち瞥べつもくれず歩いていき、冬とう馬まの前に立ちふさがった。身長が頭二つ分も違う。伊織が大きく見上げなければ、紅くれないの瞳と目線が合わない。

「何だ、お前？」

　刀を肩に担かついだ冬馬が邪じや魔まだと言わんばかりの声音で問う。

「やめておけ」

「お糸いとに止めてくるよう頼まれたのか？　だったら店に戻って伝えてくれ。万に一つも俺の負けはない。心配するなってな」

　伊織は違うと首を振った。

「私は誰に頼まれてもいないし、貴様の心配などもしておらん」

「なら餓が鬼きは引っこんでろ」

「いいか、よく聞け──」

　むっとして言った伊織の襟えり首くびを、冬馬が片手を伸ばしむんずと摑つかんだ。そのまま猫を抓つまみ上げるように軽々と引き上げ、無造作に投げ飛ばす。

　伊い織おりは猫のようにはいかず、空中で身を翻ひるがえせないまま地面に倒れこみ、したたか腰を打った。

　貴様と、声を荒げて顔を上げた瞬しゆん間かん、目の前に火花が散った。鼓こ膜まくに響く、鈍い金属音。交差する刃と刃。

　いつ後ろに迫っていたのか、伊織は全く気づかなかった。冬とう馬まが河かわ田たの長刀を、額の前で受け止めている。豪風を思わせる斬ざん撃げきにより毀こぼれた刃が飛散し、彼の頰ほおを切っていた。傷口に血が盛り上がり、赤い糸のように顎あごへと伝い落ちる。

「図体の割に、踏みこみは速いな。でも、いいのか？　お得意の不意打ちはあてが外れたぞ」

「向かい合って、不意もあるかよ」

　言って、河田が分厚い唇の端を引き上げる。

「これはほんの挨あい拶さつ代わりだ。鱠なますにしてやるから、覚悟しろ」

　両手に血管を浮きだたせ、鍔つば迫ぜり合いを演じた後、互いに後方へ飛びすさった。

　間合いが開いたのを好機と見て、伊織が冬馬の腰に抱きつく。左手で右の手首を握り、魔ま法ほう陣じんを描く手を空けた。指先に青い光がほとばしる。

「小こ僧ぞう、外げ道どう使つかいだな！」

　それに気づいた河田が、刀の柄つかを握りこみ吠ほえた。

「なっ、何しやがる。邪魔すんじゃねえ」

「いいからじっとしてろ！」

　言い合い、重なり合う二人をまとめて貫つらぬかんと、河田が刃を水平に構え、猛もう然ぜんと突進してきた。迫りくる足音に伊織の詠えい唱しようが重なる。

「──ロディウムの飛将軍、汝なんじの印を行使して天を駆けよ。飛翔ロツド！」

　何もない宙に描かれた青の光こう芒ぼうを放つ魔法陣から、突風が吹きだす。街道に大量の土つち埃ぼこりが舞った。

「天てん誅ちゆう！」

　裂れつ帛ぱくの気合をこめ、繰りだされた剣先は空くうを突いた。天を仰いだ河田の頭上に、標的である二人が浮いている。跳び上がり、刀を振るが届かない。

「お前餓が鬼きのくせに、魔ま法ほう士しなのか？」

「餓鬼じゃない。十七だ」

「十七!?　噓うそつけ。俺と歳としが同じなわけがないだろ」

「もういい、黙れ。さもないと舌を嚙かむぞ」

　外がい套とうの裾すそをなびかせ上昇するにつれ、速度が増していく。河田の遠とお吠ぼえを振り切り、二人は染まるほど青い夏空の彼方かなたへ飛んだ。




「早く降ろせ、糞くそ餓鬼。ぶん殴るぞ」

　腕の中で暴れる冬馬の望み通り、伊織は彼の腰に回していた手をほどいた。一時は森を見下ろし飛んでいたが、今は梢こずえに触れるほどで、地面から二に間けんも離れていない。

「おい、ちょっと待て──」

　溺おぼれる者が藁わらにもすがるように、伊い織おりの袂たもとを摑つかもうとしたが摑み切れず、冬とう馬まは落下していった。

　手にしていた刀を投げだして、空中で鮮やかに体勢を立て直す。一いつ旦たん両足で着地したが、勢いに負け、前のめりにつんのめった。そのまま踏ん張りきれず、くるりと背中から地面に落ち、土煙をひいて車輪のように転がる。小道を外れ、太い樫かしの木の根元にぶつかり、ようやく止まった。

　そんな彼に目もくれず、伊織は天から鷲わしが舞い降りたかのように、長ちよう靴かの踵かかとで颯さつ爽そうと地を踏んだ。右手の上に浮かぶ魔ま法ほう陣じんが朧おぼろになり、やがて跡形もなく消え去った。険しい目つきで、辺りを見渡す。

「ここまで来れば、追っては来んだろう」

　武者の兜かぶとに似た雄お々おしさのある松まつ江え城の天守が、東の空に小さく見える。

　伊織は水面を静かに波うたせている広大な湖のほとりに立っていた。誰かに問わずとも、自分がどこの湖岸にいるかは分かった。松江が「水の都」と称される由ゆ縁えん。その眺ちよう望ぼうの明美さで世に聞こえた宍道しんじ湖こに違いない。

「攘じよう夷い狂いどもに、いらぬものを見せてしまったな」

　独りごち、自らの短たん慮りよを悔くいた。攘夷志士に命をつけ狙ねらわれたくなければ、正体がバレないよう、人前で魔法を使わないのが鉄則。よりによって、彼らの目の前で飛んでしまった。これで城下を歩くのに、せずとも良かった用心が必要になる。

　鬱うつ蒼そうと生い茂しげる木々から降り注ぐ、蟬せみの鳴き声がけたたましい。地面に打ちつけた後頭部を押さえ、冬馬が立ち上がった。

「いてぇじゃねえか」

「降ろせと言ったのは、貴様だ」

「落とせとは言ってねえ。それに、そもそも、あの場から逃がしてくれと言ってないぞ」

　そう不満顔で言いながら、冬馬は太た刀ちを拾い、鞘さやに収めた。袴はかまについた土と石粒を払い、歩み寄ってくる。

「まあいい。今は無む駄だごとを言い合ってる場合じゃねえ。戻るぞ」

「戻る？」

「一々訊きき返すな。早く戻らねえと、ひさご屋の親父たちが泣くことになる」

「断る」

　言って、伊織は松江城へ向け小道を歩きだした。ちょっと待てよ、と小走りで追いつき、冬馬が肩を並べる。

「ひょっとして、あれか？　魔ま力りよくを使いきっちまって、さっきみたいに飛べなくなったのか？」

　全くの見当違いだったが、伊い織おりは黙だまって歩き続ける。答えぬのが答えと解釈した冬馬が、乾いた舌打ちを一つした。

「それならそれで、早く言えよ」

　言うなり、冬とう馬まは駆けだそうとしたが、伊織に草鞋わらじの踵かかとを踏まれ、つんのめる。今度は素早く足を前に送って難を逃れた。

「何すんだ、てめえ！」

　振り返って、冬馬が吠ほえた。

「馬ば鹿か。余計なことはするな。貴様が戻った方が、あの店としては余程困る。分らんのか？」

「分かんねえよ。何で俺が助けてやって、ひさご屋が困るんだ」

　伊織が足を止めていた彼に、追い抜きざまに問う。

「貴様、あの店の用心棒ではないのだろう？」

「確かにそうだが、それがどうした？」

　再び肩を並べて、冬馬が問うた。

「店の主の身になって考えてみろ。貴様があの場で馬鹿者どもを始末して何になる？　明日には奴やつらの仲間がやってきて、恨みつらみをからめて一層激しく金をせびり取ろうとするのがオチだ」

「心配ねえ。そいつらからも守ってやるさ。自じ慢まんじゃねえが、俺は北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの本目録だ。相手が何人で来ようが、見捨てやしねえよ。最後まできちんと始末をつけてやる」

「その最後の始末まで、どれほど血を流すつもりだ？」

「攘じよう夷い狂いどもが、諦あきらめるまでだ」

「仮にそこまで斬きったとして、店の主が喜ぶと思っているのか？　店先に屍し山ざん血けつ河がを築かれた茶店が繁はん盛じようするわけがないぞ」

「じゃあ、人の難儀を見過ごせって言うのか？」

「そうだ。人は人でも商売人。彼らほどしぶとい人種はない。あの主人も自分にかかる火の粉の払い方は心得ているはず。それを貴様が煽あおりに煽って大火事にしようとしたから、私が消し止めたんだ。もう少し世慣れた目で、ものを見るようにしろ」

　一いつ瞬しゆん、間を置いてから口を尖とがらせ、冬馬が言う。

「悪事を見逃すなんて、正義じゃねえ」

「正義じゃなくても仕方ないだろ。青あお臭くさいことを言うな。この世には、どうにもならないことがごまんとある。皆、何かを堪こらえ、諦めなきゃ生きていけないんだ」

「どうにもならなくても、俺は諦めたくないね」

「なら好きにしろ。その代わり、あの茶屋とは関係ないところでやれ」

「ああ、そうしてやる。河かわ田たは仇かたきでもあるからな。俺が果し合いでけりをつけてやる」

　と言った冬馬を、伊織が睨にらみ上げる。

「呆あきれた奴やつだな。貴様、偉えらそうなことを言っておいて、私わたくし事ごとに人を巻きこもうとしたのか？」

「聞こえの悪い言い方をすんな。それはそれ、これはこれ。ひさご屋の親父を助けようと思った気持ちに噓うそはねえぞ」

　さてどうだか、と伊い織おりは肩をすくめた。

「もういい。義を見てせざるは勇なきなりだ。魔ま法ほう士しのくせに逃げることしか思いつかなかった臆おく病びよう者に、何を言われようと屁へでもねえぜ」

「馬ば鹿か、何度も言わすな。逃げることしかではない、逃げることが最善だったんだ」

「噓つけ。怖こわいから逃げたに決まってる。どうせ今でもあれを縮ませてるんだろ？」

　冬とう馬まはそう言うなり、伊織の股またぐらに手を伸ばした。パンパンと股こ間かんを叩たたき、勝ち誇ったように、にやりと笑う。

「何だ、情けねえ。こんなところまで逃げておきながら、触れねえくらいに縮み上がってるぞ。自分の意い気く地じのなさを棚に上げて、他人にごちゃごちゃと説教してんじゃねえよ」

「……き、貴様」

　うつむき、声と肩を震わせる伊織の顔を、冬馬がのぞきこむ。

「おっ、耳まで真っ赤だな。そんなに恥はじてるなら、今でも間に合うぞ。一緒にひさご屋へ急ごうぜ」

「許さん！」
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　ぎりっと歯を嚙かみ鳴らし、伊い織おりは頭を上げた。目め尻じりが鬼の如ごとく吊つりあがっている。

「許さんぞ、貴様！」

「ちょっと待て、どうしたんだ？　落ち着けよ」

　冬とう馬まはそう宥なだめながらも、尋じん常じようならざる気迫に押され後ずさる。伊織の左右の五本指が、それぞれ意思を持つ生き物の如ごとく別々に動き、数瞬で魔法陣じんを描きだした。

「逝いってこい。この痴しれ者！」

　両手を前に突きだし、狙ねらいを定める。

「──古鉄の縛いましめを破り、コルディアの馬を駆れ。行使せよ、颶ぐ風ふうの王。轟嵐ゴーバツシユ！」

　数条の竜たつ巻まきが突とつ如じよ出現し、冬馬に襲いかかった。大きく横に跳び逃げようとしたが、間に合わず、旋せん風ぷうが体を包みこむ。足が地面に着かぬまま上昇を続け、あっと言う間に天高く舞いあがった。

「畜ちく生しよう、覚えてやがれ────」

　冬馬の怒声が尾を引きつつ、遠のいていく。

　伊織は踵きびすを返し、松まつ江えの城下を目指して再び歩きだした。その背後、群ぐん青じようを溶かしこんだような湖に空高く水柱があがった。




　ようやく武家屋敷が居並ぶ殿との町まちまで辿たどりついたが、くだらないいざこざに巻きこまれたおかげで、陽は大きく斜めに傾かたむきはじめていた。

　今にも茜あかねがさしかねない空色に気をとられ、危あやうく若い娘とぶつかりそうになる。伊織が不注意を詫わびると、花のような笑顔が返ってきた。

　松江藩はんが我が世の春にあるせいか、この殿町に限らず、城下を行き交う人たちの顔は皆、明るい。大坂と比べて活気は劣るが、猥わい雑ざつさがなく、瞳の輝きに邪念がなかった。

　良いところに来たな、としみじみ思う。が、またも宍道しんじ湖こに投げ入れた冬馬の顔が、瞼まぶたの裏をちらつき、怒りがふつふつと腹の奥底からこみ上げてきた。普段であれば時と共に潮のように引く感情が、どういうわけか消え去ってくれない。

　彼とはまず二度と会うこともないし、あのことに気づかれた様子もなかった。だから早く忘れてしまえと、心の中で繰り返す。

「やはり阿呆あほうとは関わるべきではないな」

　漆しつ喰くいの囲い塀を眺ながめながら、自じ戒かいの念をこめて呟つぶやいた。

　ほどなくして、扉の豪壮さがひときわ人目を引く武家門の前で立ち止まる。門番に来訪を告げると、一人の青年が姿を現した。

　中肉中背、年齢は二十代中頃だろう。細ほそ面おもての顔立ちで、おっとりとした雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。

　伊織が名乗り、用向きを話すと、青年は人好きのする微笑を浮かべ、深々と頭を下げた。

「私は、ここ神かん藤どう家で用人を務めておりまする小お田だ切ぎり一いち路ろと申します。この度たびは遠路はるばる大坂からお越し頂き、誠にありがとうございます。さあ、どうぞこちらへ」

　一いち路ろに先導され、伊い織おりは屋敷の奥へと進んだ。

　音に聞こえた権勢家の私し邸ていだけあり、流石さすがに途方もなく広い。おそらく四方三町はあるだろう。今までに通り過ぎた部屋数だけでも、優に適てき塾じゆくのそれより多かった。下男や女中が山ほど働いているのは間違いないが、余りに広いせいで、声や咳しわぶき一つ聞こえてこない。

　門から中庭を抜け、長い廊下をかなりの時間歩き続けたが、中々神かん藤どう治じ部ぶの待つ座敷に到着しなかった。居心地の悪い沈ちん黙もくが続かぬよう、一路がしきりに話しかけてくる。

「──しかし、意外でした」

　伊織は声には出さずに、何が、というような顔を向けた。

「鳶とび巣す先生のことは、お聞きになられておられますよね？」

「もちろんです。攘じよう夷いを掲かかげた何者かの手にかかられたと」

　目元に無念さを滲にじませ、一路が頷うなずいた。

「恥はじを承知で申しますが、家中に天てん誅ちゆうと称し、百害あって一利もない殺人を繰り返す愚おろか者たちが、天てん魔ま党と称し徒党を組んでおります。厳しく取り締しまっているものの、初代以来の藩はん政せい務む役（閣かく僚りよう）の子息も幾いく人にんか行動を共にしているので、捕ほ縛ばく出来ても十分な詮せん議ぎが出来ぬまま解放されてしまうのです。鳶巣先生を斬きった下手人の目星は、おおよそついているのですが、犯行現場を押さえぬ限り、手が出せないのが実情でして」

　そう言い、首筋に手をあて伊織を見やる。

「かかる事情を承知した上で、お越しになられると聞いたものですから、てっきり錦にしき絵えに描かれる荒武者のようなお顔の方だと思いこんでいたのです。それが実際お会いしてみたら、とてもお優しい顔立ちをされていたので驚きました」

　伊織としては、よく聞かされる感想だった。嬉うれしくもなければ腹も立たない。ただこういう場合、どんな表情を返せば礼を失することにならないか、悩みの種だった。愛想笑いを浮かべるのが一番妥だ当とうなのだろうが、どうしても苦手で逆に顔が引き攣つってしまう。

「伊織どのには、驚かされてばかりです」

「他にもですか？」

　そう尋たずねたが、内心はうんざりしていた。黙ってくれとも言えず、また聞き手にまわる。

「殿が執しつ政せいになられて以来、藩士は老いも若きも蘭らん学がく、とりわけ魔法学の習熟に余念がありません。鳶巣先生が藩政の実務の傍かたわら、大変熱心に指導して下さっていたので、他藩が羨うらやむほどの人材がいます。それらをもってして読解不能だった魔導書を解読出来る人物が、たった十七歳と聞いたおりは、我が耳を疑いました。凡ぼん才さいではありますが、私も魔法学をかじっております。ですから、古代語の難解さがどのようなものかは知っているつもりです。伊織どのは、天てん賦ぷの才をお持ちなのですね。本当に羨ましい限りです」

「天てん賦ぷの才など持っていませんよ。ただ、他の方より魔法を学んだのが早かっただけです」

　伊い織おりは本心からそう答えた。理由を付け加えるならば自分は魔法にすがり、生きていくしか他になかっただけである。その特とく殊しゆ技能を研けん鑽さんし売ってきたおかげで、父の死後も、母子共々飢うえ死にせずにすんだ。

「謙けん遜そんされないで下さい。いくら磨きこもうと、その石が玉でなければ光りませんよ」

「いいえ、父遠えん水すいは石を磨きに磨いて光らす人だったんです。普段は優しかったですが、こと魔法に関しては容よう赦しやがありませんでした」

　さぞかし正直者なのだろう。遠水の名が出た瞬しゆん間かん、一いち路ろの表情に後こう悔かいの念が過よぎった。

　伊織の父が政務をとり仕切っていた長ちよう州しゆう藩はんと、ここ松まつ江え藩は山さん陰いん道に連なり、情報の伝達は極めて密である。それに魔法学の住人とくれば、久く世ぜ遠水の失政を知っていて当然だった。誰もが伊織と話をする時、不ふ名めい誉よな過去が話題にならぬよう気を回す。けれども、悪あしざまに父が語られるのと同じくらい、まるでこの世に存在しなかったかのように父のことを避さけられるのも業ごう腹はらだった。これは相手に悪気があろうとなかろうと関係ない。

「申し訳ない。自分の未熟を棚に上げ、知ったような口を利きいてしまいました」

「謝る必要はありませんよ。気になさらないで下さい」

　と世慣れたことを言う自分に、嫌悪感が募つのった。

　一路が機嫌を取るかのような声色で、話題を転じる。

「しかし、そのお歳としでルーン文字やエノク文字だけではなく、古代語を解かれるとは凄すごい。いったい、何種くらい翻ほん訳やく出来るのですか？」

　旧世界の遺物、悠ゆう久きゆうの昔に絶ぜつ滅めつした亜あ人じんたちの言語──古代語の翻訳には、習得が比較的容易な語学力以外に特とく殊しゆな技能を必要とした。強力な魔法が記された魔導書が万人に容易たやすく読み取れぬよう、古代語は複雑に暗号化されている。どれだけ単語の意味や文法を理解していても、字じ面づらを追って普通に読んでいては、意味の通らない文章が綴つづられているだけで、何の情報も得られない。数千、言語の種類によっては数万の暗号法式。その中からどれが使用されているか的確に見極め、該がい当とうする法式にのっとった魔法処理を行って解読し、平ひら文ぶんと呼ばれる元の文章に織り直さなければならなかった。

　暗号法式を見極める作業には、知識と経験の他に、直感力としか言いようのない、天与の才能が不可欠だった。それ故ゆえ、学んでもものになる人間は少なく、古代語の翻訳家の価値は極めて高い。

「エルフ語、ドワーフ語、ホビット語、黒エルフ語の四種です」

「何と四種も！」

「松江より頻ひん繁ぱんに送り届けて下さった魔導書のおかげで、習熟することが出来ました。尊藩のお力添えがあればこそです」

「いやいや、それこそ伊織どのの修練の賜たま物ものです。高位魔法に多く使われている黒エルフ語まで習得されているとなれば、塾じゆく頭とうにおなりになる日も近いのではないですか？」

「さあ、どうでしょうね。若じやく輩はいの身ですし、学ぶべきことが、まだ沢たく山さんありますから」

「それは謙けん遜そんにも程がありますよ。伊い織おりどののご実力に適てき塾じゆく塾頭の名誉が加われば、まさに虎とらに翼つばさです。どれほどご栄達なされるか、私などには想像も出来ません」

　一いち路ろの言葉は決して大おお仰ぎようではない。適塾の塾頭という看板には、それだけの価値があった。短期間であれ塾頭に任じられた者は、安くても二百石こく、小しよう藩はんの家老と同列の知ち行ぎようで取りたてられている。魔法に関する特殊技能を持つ人間の値が暴ぼう騰とうしている現在、適塾の塾頭は太平の世では考えられなかった途方もない高こう禄ろくが適価とされた。

「やはり適塾は良いですな」

　一路はそう羨うらやむと、真剣な眼まな差ざしを伊織に向けた。

「実は私も用人の職を辞して、適塾に入塾しようかと思っているのです。鳶とび巣す先生がご存命のおりは、ここ松まつ江えで十二分に学ぶことが出来たのですが、後任として参られた方々は先生に遠く及ばず、一向に勉学が先へ進みません。殿もそれにお気づきになられ、あとひと月のうちに希望者を募つのられ、藩はん費ひで留学させようとお考えなのです。私としては今すぐにでも大坂へ向かいたいと思う一方で、殿のお傍そばを離れることも辛つらく、決めかねておる次第でして」

　と打ち明けたところで、主の待つ座敷へ到着したらしく、足を止めた。互いに皆まで言わずに正座すると、一路が障しよう子じの向こうに声を掛けた。

「お連れ致しました」

「入りなさい」

　と、男の声が応えた。玲れい瓏ろうな響きに威い厳げんが伴っている。

　戸を開け、後ろに下がった一路と入れ替わるように、伊織は前へ進み出た。征まさ目めのすっきりした杉板の廊下に両手をつき平へい伏ふくする。名を名乗った後、来着について決まりの口上を述べた。

　書き物机を前にして座っている神かん藤どう治じ部ぶ少しよう輔ゆうが手招きし、二人を座敷の中へと導く。

　三十半ばと伝え聞いていたが、外見は遙はるかに若い。艶つやのある切れ長の目。光の当たり方が違っているせいか、左右の瞳の色素が同じ黒でも、若干異なって見え、何とも言えない魅み力りよくになっていた。六尺近い長身は秀麗な顔に似合って、逞たくましく引き締まりながらも、たおやかな線を描いている。

　傍かたわらには蘭らん書しよと魔導書が数冊、広げたまま置かれていた。政務の間をぬい、魔法の研究に努めているのだろう。政治家は魔法を重宝すれども、専門職である魔ま法ほう士しに任せきりにし、自分は距離を置く傾向が強い。徳とく川がわ幕ばく府ふ、二六六を数える諸藩の中で、神藤治部のように魔法学に造ぞう詣けいが深い人物が、藩の重臣を務めている例は極めて稀まれである。

「散らかしていてすまない。ここのところ藩庁での仕事が多くてな。中々、自分の時間が取れないのだ」

　伊織の視線に気づき、神藤が弁解した。

「しかし、その若さで古代語の達たつ者しやとは末恐ろしいな。翻ほん訳やくについては開かい塾じゆく以来、最高の出来物ぶつと洪こう庵あんどのが文ふみで評していたぞ」

　伊い織おりは内心苦々しく思いつつ、滅めつ相そうもないと短く答えた。師の洪庵は、やたらに弟子のことを褒ほめ過ぎるきらいがある。紹介の手紙で言葉を尽くし、弟子の有能さを綴つづったに違いない。

「謙けん遜そんは美徳ではないぞ」

　そう叱しかってから、神かん藤どうが事もなげに切りだす。

「君は今、浪ろう人にんの身らしいが、どうだろう。六百石こくの知行取りとして、松まつ江えに出仕する気はないか？」

　背後で控えている一いち路ろの口から、感かん嘆たんの声が漏もれた。実質百万石と言われる松江藩はんであるが、六百石とは豪ごう胆たんの一言に尽きる。百人の蘭らん学がく者がいれば百人、飛びつく申し出であるが、伊織は別だった。

「もったいないお言葉ですが、お受けすることが出来ません。郷里におります母が、父と妹の墓から離れたところに住みたがらないのです。それに亡き父の宿願も、私が長ちよう州しゆうで久く世ぜ家を再興させることでしたので」

　神藤が驚き、問う。

「宿願？　築きあげてきた功績に合わない仕打ちを受けながらも、遠えん水すいどのは最さい期ごにそう言ったのか？」

　伊織は、烏からすの濡ぬれた羽を思わせる、長い睫まつ毛げを伏せぎみにして頷うなずいた。神藤が深く考えこむような顔で、細い顎あご先さきを抓つまむ。

「遠水どのに非があるとするならば、そのお人の良さだな。非情でなくては政治が出来ないと悟さとりながら、非情に徹てつせられなかった。有ゆう為いの人であっただけに惜し過ぎる」

　まさにそうだと、伊織も思う。最期も精神を狂わさなければ、情を消せない人だった。それが為、母に暗い記憶を背負わすことになったのは、返す返すも無念である。

「この件については、よく考えておいてくれ。長州に帰参を果たしたい気持ちも分かるが、あちらの攘じよう夷い狂いは尋じん常じようじゃない。君はこの時世に必要な人材だ。ゆめゆめ、自身を粗末に扱あつかわぬようにな。遠水どのの轍てつは、絶対に踏んではならんぞ」

　伊織はこれに返答せず、黙もくしたまま一礼した。

　当世、攘夷の卸おろし問どん屋やと言えば、長州藩を指す。藩士の上から下まで過激思想に染めあがり、一個の火の玉と化していた。事実今年の春、無む謀ぼうにも下しもの関せきで外国の商船に砲ほう撃げきを加え、攘夷を決行している。幕府の要人や蘭学者に多い開明派の人間にとって「長州」は乱らん臣しん賊ぞく子しの巣そう窟くつと同義だった。

「さて本題に入るか」

　神藤は異色の双眼を、伊織の背後に向けた。一路が立ち上がり、水すい墨ぼく画がの掛かけ軸じくがかけられた床の間の前へ進む。

　睡すい蓮れんを生けた水盆の脇わきに、漆うるし塗ぬりの手文庫が置かれていた。一いち路ろは、その箱を恭うやうやしげに持ち上げ、神かん藤どうのもとへ運んだ。

　蓋ふたが開けられ、革表紙の装丁が施ほどこされた一冊の魔導書が取りだされる。

「ただの魔導書であれば、適てき塾じゆくで翻ほん訳やくしてもらうのだが、これは特別で、藩はん境きようを越えさすわけにはいかなかった。だから君の方から来てもらったんだ」

　蟹かにが這はったような金文字の字体を一いち瞥べつし、伊い織おりが答える。

「かなり古い時代のエルフ文字ですね。この線構造や綴つづり方の特徴から察するに、おそらく大崩壊以前、エスタンディア朝第三紀のものとお見受けします」

「正解だ。ひと目でそれが分かるとは噂うわさに違たがわない男のようだな。ますます気に入ったぞ」

　そう上機嫌で言った神藤が、魔導書を差しだす。

「表紙の題を解読してみろ。肝きもを抜かれるぞ」

（ミスリル──）
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　伊織は、目の前に置かれた本の表題を念入りに二度、三度と読み解き直した。感情が奔ほん流りゆうの如ごとく溢あふれて渦うずを巻き、胸の中を駆け巡る。

　エルフ語とドワーフ語がこの魔導書に使われていると聞かされた時は、気乗りがしなかったので深く考えなかったが、今ではそれが何な故ぜかよく分かる。魔法と金属の錬れん成せい。亜あ人じんの中で最も、それらに長じていたのは、この二つの種族なのだから……

　伊い織おりが長い睫まつ毛げを一度瞬またたかせてから、震える声を抑おさえて神かん藤どうに問う。

「こんなものをどこで……まさか、真書ではありませんよね？」

「いや、その可能性は高い。どういう経けい緯いで手に入れたかは明かせないが、偽ぎ書しよであるならば、説明が出来ないほど複雑に暗号化されているらしい。少なくとも、その製法を試してみるだけの価値はある魔導書だというのが、鳶とび巣すが出した答えだ」

「となれば、これに記された錬れん成せい炉ろを建造されるおつもりなのですか？」

　そう訊きいた伊織の瞳に、不似合いな熱がこもっている。

「当然だ。この錬成炉を建造する気がなければ、翻ほん訳やくなど頼まんよ。仮に失敗したとしても、我々には豊富な銀山収益がある。それしきの建造費など、痛くも痒かゆくもない」

　と、豪気に言ってのけた神藤を見つめているうち、伊織は新たな符ふ号ごうに気がついた。

　亡くなった金かな森もり鳶巣は、洋式高炉の原典である『鐵てつ熕こう鋳ちゆう鑑かん図ず』を翻訳したことで特に世に知られている。そんな彼を蘭らん学がく御用として召し抱えたのは、ゆくゆくこの魔導書を手に入れ、目当ての錬成炉を建造させる為だったのかもしれない。

「まあ遠慮せずに、中を自分の目で確かめてくれ」

　神藤に促うながされ、伊織は魔導書を手に取った。革表紙に触れる指が、いつの間にか滲にじみ出てきた興奮の汗で滑すべるくらいに濡ぬれている。

「大坂の留守居役から君の名を聞いた時、因いん縁ねんの深さに驚いたよ。亡き遠えん水すいどのが引き合わしたようにしか思えないな」

　神藤の言葉に応じるのも忘れ、伊織は魔導書に集中していた。読み進むほどにエルフ語、ドワーフ語が複雑に入り混じり、容易に暗号化が解けなくなっていく。確かに偽書にしては、手がこみ過ぎていた。

　ジョン・ディー、エドワード・ケリー、レーブ・ベン・ベサレル、ヨハン・バレンティン・アドリーエ──綺き羅ら星ぼしの如き魔法士たちが確立させた古代語の暗号解読法により、魔法革命が起こった十七世紀。魔法学が飛ひ躍やく的な進歩を遂げた世界の潮流にすれ違うようにして、徳とく川がわ幕ばく府ふは国を閉ざした。

　その為、およそ二世紀半の長きに渡り、鎖国貿易という小さな穴からしか入ってこなかった魔導書は、常に品薄状態にある。大崩壊以後の比較的手に入りやすいものですら、諸しよ藩はんが争うようにして買いあさり、今では五十両、百両の高値で取引されていた。中でも、亜あ人じんたちが絶ぜつ滅めつへの道へと踏みこむほど数を減らし、数多あまたの魔法文明が失われた大崩壊以前の魔導書は、難度と威力が格段に大きく、徳川幕府の魔法研究機関・蕃ばん書しよ調しらべ所しよにも両手で数えるほどしかない希少品だ。適てき塾じゆくで指折りの翻訳者である伊織ですら蘭語で書かれた研究書を見たことがあるだけで、原書を見るのは初めてだった。

　松まつ江え藩には、喫きつ水すいの深い大型の外国船が寄港出来る美み保ほの関せきという、風待ちの名めい津しんがある。おそらく、そこで抜け荷（密貿易）をやり、直接手に入れたのだろう。

「鳶とび巣す先生の翻ほん訳やくは、どれくらい進んでいたのですか？」

　伊い織おりが問うと、神かん藤どうではなく一いち路ろが答えた。

「大崩壊以前の書と分かり、資料を集め終わっただけで、本格的な翻訳作業は一行も進んでいないのです。我々弟子たちが鳶巣先生の半分でも力があれば、伊織どののお手を煩わずらわすことはなかったのですが……本当にお恥はずかしい限りです」

　袴はかまを握にぎりしめ無念そうに語った用人に一いち瞥べつをくれてから、神藤がみなぎる自信を隠さず、念押しに訊きく。

「やってくれるな？」

　言わずもがなの質問に大きく頷うなずいたが、伊織の表情は晴れない。問い返さずにはいられぬ気掛かりがあった。

「前金とは別に、報ほう酬しゆうとして翻訳書を写し取らせて頂くというお約束、本当に宜よろしいのですか？」

　新着の魔導書が有益なものである場合、同学の士に広めるという慣習がある。とはいえ、今回の書は万金を積んで手に入れたであろう虎とらの子である。翻訳の報酬としては、度し難がたく高い。

　自然、前のめりになる伊織を神藤が制し、腰を落ち着けさせる。

「そう思いつめた顔で訊かなくていい。写し取らせなかったとしても、君ほどの秀才に、中身を全て忘れろというのは無理な話だからな」

「では……」

「好きにしたまえ。徳とく川がわの世に仇あだなす、尊そん皇のう攘じよう夷いの熱が冷めればという条件は付くが、それを元手に長ちよう州しゆうに帰参しても咎とがめるつもりはない。他の二百余藩全てが異国に攻め滅ぼされ、我が藩だけが生き残っても仕方がないからな。もっとも、君がこのまま松まつ江えに仕えてくれるにこしたことはないが……」

　言って我ながら未練がましいと思ったのか、神藤が苦笑する。

「まあとにかく、今は翻訳に専念してくれ。それで訳すのにどれくらい時間がかかりそうなんだ？」

「ひと月といったところでしょうね」

　魔導書を親指でざっと繰くりながら、伊織が答えた。

「ひと月!?　鳶巣先生は生前、半年はかかると漏もらしておられました。いささか大たい言げんが過ぎるのではないですか？」

「大丈夫です。集中してかかれば、問題ありません」

　伊織はたしなめるように問うてきた一路に自信をこめて言った。神藤が口元に笑みをたたえて頷く。

「頼もしい限りだ。必要なものがあれば何でも言ってくれ」

「鳶巣先生がお使いになられていた書庫をお貸し頂ければ十分です」

「それは構わんが、書庫のある鳶とび巣すの別宅は、城下から、ちと遠い田園の中にあるぞ。翻ほん訳やくをするのに、ここでは集中出来んと言ってな。本屋敷ではついぞ、本腰を入れた仕事はしなかったんだ」

　思案顔の神かん藤どうに対し、伊い織おりが大きく頷うなずく。

「魔導書の翻訳に、雑念は天敵ですからね。鳶巣先生のお気持ちは、よく分かります。ですので是非とも、私にそこをお貸し下さい」

「よし、いいだろう。早馬を走らせて、今晩からゆるりと使えるよう手て筈はずを整えておく。入用なものが出てきたら、その都度一いち路ろに言いつけてくれ。では楽しみにしておるぞ」

　言うなり、神藤は一路を招き寄せ、口早に何かを申しつけた。もちろん、魔導書に気を奪われている伊織の耳には、その一語も入ってこない。




　西空の仄ほのかな茜あかねが東から押し寄せてきた藍あいと交わり溶けていく。陽は丸々、山へと没したが、夏の黄昏たそがれは暮れそうで暮れぬもの。四方に広がる田たん圃ぼが見渡せるほど、まだ天は明るい。

「あそこです」

　一路が、緑々とした林に埋もれた屋敷を指さした。一筋の炊すい煙えんが長々とたなびき、天に昇っている。

「本当にあちらで宜しいのですか？　御お曲くる輪わに近い本屋敷に必要な書物を運ばせても構わないのですよ」

　欅けやきに黒羅ら紗しやを張りつけた陣じん笠がさを押し上げ、一路が、見るからに納なつ得とくのいっていない面おも持もちで訊きいてきた。

「感謝しますが、お気遣いは無用です。理由は、神藤様の御前で申し上げた通り。翻訳に打ちこむには、ここのように心落ち着く長閑のどかなところが一番なんです」

　そんなことを言いながら、細い田圃道を並び歩く伊織の足取りは気き忙ぜわしい。肩に掛けた行こう李りの中の魔導書が、伊織の心を駆りたてていた。神藤治じ部ぶの屋敷を出立して、かなりの刻が過ぎたが、未いまだ興奮は冷めない。

「ならば、無理にとは言いませんが、護衛の件だけはご再考下さい」

「護衛ですか……ひょっとして、鳶巣先生はあの屋敷で襲われたのですか？」

「いえ、別の場所。とある村の路上でお斬きられになられました。見ての通り、周りに堀ほりなどは巡らしていませんが、かなり広い屋敷ですので、間取りを知らぬ襲しゆう撃げき者たちは二の足を踏んだのでしょう──と言っても、屋敷に護衛がいらぬわけではありませんが」

「では問題ありません。先刻お願いした通り、身の回りを世話してくれる者が一人いれば十分です」

　性分としては、自分一人が一番良い。よく知らぬ人間と顔を突き合わせて暮らすのは苦手だった。けれども、翻訳に没ぼつ頭とうしようと思えば、衣食は誰かの手を借りなくては便利が悪い。そこで妥協点として、炊事から力仕事までこなせる下男を一人付けて欲しいと願い出たのである。

「はあ、その話なのですが……」

　一いち路ろは言い淀よどみ、面めん目ぼくなさそうに頭を搔かいた。

「下男の他に、もう一人だけあの別宅に置いて頂きたい者がおりまして」

「護衛なら必要ありませんよ」

　伊い織おりは、はねのけるような声色で返した。一路が苦りきった顔で考えこむ。

「確かに護衛の役ぐらいは務まるかもしれないのですが、置いて頂きたい理由は別にあるのです」

「というと？」

「実はその者、一年ほど前から鳶とび巣す先生の屋敷で寝泊まりをしております。ひと月ほど、余よ所そへ移れと命じたのですが、俺が先客だと言い張り、出ていかないのです。ここは一つ、我が慢まんして頂けませんか？」

　そんなことは、もっと先に言ってくれと思いながらも、伊織は物をわきまえた顔で頷うなずいてみせた。

「先客であられるなら、その方がおっしゃられることが道理。屋敷の広さも十分なようですし、構いませんよ」

「そう言って頂ければ助かります。悪い男ではないのですが、育ちのせいかどうにも利きかん坊でして」

　育ちが良くて利かん坊、神かん藤どう治じ部ぶの用人の頼みも突っぱねるとなれば、自おのずと答えは限られる。

「大たい身しんの旗はた本もとの御子息か何かで、いらっしゃるのですか？」

　内心まだ見ぬ同居人にうんざりしつつ、伊織は訊いた。一路が、いいえと顔の前で手を振る。

「剣の使い手ですが、武士ではありません。じゃあ、何だと言われれば説明しがたい身分でして。彼が利かん坊に育てられたのは身分の高さからではなく、ひとえに祖父君の偉い大だいさ故ゆえ。日の本の魔ま法ほう士しにとっては、大恩ある方ですから、ついつい彼には甘くなってしまうのですよ」

「我々が大恩を受けた方……はて、どなたです？」

「シーボルト先生です」

「シーボルト!?」

　伊織は我が耳を信じられず、名を鸚おう鵡む返しに聞き返した。

　神聖ローマ帝国の司教領ヴュルツブルク生まれの魔法士、フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト。東洋研究を志こころざした彼は、オランダ東インド会社に武装艦かん隊たい付き魔法医として雇やとわれ、文ぶん政せい六年に来日を果たした。出で島じま商館勤務の傍かたわら、長なが崎さき奉ぶ行ぎようから許可を得て、郊こう外がいに診しん療りよう所をかねた鳴なる滝たき塾じゆくを開設し、多くの日本人蘭らん学がく者を育てた。彼の帰国後、その門下生たちは魔法士や魔法医、翻ほん訳やく家として第一線で活かつ躍やく、日本の蘭学を一変させた。

　伊い織おりの学ぶ適てき塾じゆくは、塾長の緒お方がた洪こう庵あんがフォン・シーボルトの日本退去後、長崎への遊学を経へて、その学問を成立させたので、いわゆる流派としては異なる。しかし、間接的ながらも多大な影えい響きようを受けており、彼に対する畏い敬けいの念は大きい。

「驚かれるのも無理からぬことですが、本当です。シーボルト先生には、長なが崎さき生まれの日本人の奥様との間に一女がおりました。そのご息女が長じて、お産みになられた一男一女。今、屋敷にいるのはその兄の方。母上と同じく、シーボルトに似た響ひびきのある失し本もとの姓せいを名乗っております」

「シーボルト先生の孫……私も蘭らん学がく界に身を置く端はしくれですが、そのようなことを耳にしたことはありませんよ」

「ご存知ないのが当然です。シーボルト先生の身にあのようなことが起こったので、ご息女の存在がまず、ひた隠しにされていましたから」

「……なるほど」

　言われて、はたと当たり前の理由に気がつき、伊織は眉み間けんを搔かいた。

　蘭学者だけにとどまらず、日本の魔法力を飛躍的に向上させたシーボルトは、幕府からも大恩人と見なされていた。が、ある事件を起こしたことで一転、罪人に堕おちた。一時帰国の際、台風に襲われ船が難破し、伊い能のう忠ただ敬たかの『日本略図』や葵あおいの紋もん服ぷくなどの禁制品が、破損した積荷から発見されてしまったのである。これにより彼自身が国外永久追放の処分を受けたにとどまらず、その品々を献じた者たちも死罪等の罰ばつを受け、彼の高弟たちも、多くが長崎所払いとなった。世に言う「シーボルト事件」である。

　功はあれども罪人の孫。素す性じようを秘ひ匿とくされ、育てられたのも大いに頷うなずける話だ。

「それに他言無用のことですが──」

　伊織を除いて周囲に誰もいないにもかかわらず、一いち路ろが声を低めた。

「──彼の父、石いし井い宗そう謙けんどのはシーボルト先生の高弟でありながら、自分の娘ほど歳としの離れたご息女を無理矢理手て籠ごめにしたというのが、もっぱらの噂うわさでして。醜しゆう聞ぶんが広がるのを恐れた、鳶とび巣す先生をはじめとする弟子たち全員が、それで固く口を閉ざしているんです。故ゆえに、屋敷にいる彼のことは、狭い蘭学界でもほとんど知られていないんですよ」

　生なま臭ぐさい話だが、それ故、説得力があった。本人が石井ではなく、母方の失本を名乗っていることも、その証しよう拠こに思える。

「生まれ育った長崎では異人の子や孫は珍しいものではないらしく、素性を隠しやすかったそうです。それに会えば分かりますが、異人の血が混じっていると言っても、彼の容よう貌ぼうは日本人と大差がないですからね。鼻は天てん狗ぐのように高くないですし、肌も桃もも色をしていません。一つだけ風変わりなところがありますが、まあ、それは病気と思われるだけで、異人の血を連想させませんから」

「ほう」

　と、相づちはとりあえず打ったものの、伊い織おりは異人の顔を実際に見たことが一度もなかった。特徴的な目鼻立ちを、蘭らん書しよの口絵などで見知ったつもりになっているだけで、全ては想像の域を出ない。そんな伊織が、四分の一まで薄められた血による、微び妙みような差異を見分けられるわけがなかった。一いち路ろに事前に教えてもらっていなければ、これから会う彼が異人の血を引くとは、きっと気づかなかっただろう。

「ただ彼は、自身の血を誇ほこりに思っているので、この松まつ江えではシーボルトの孫と広言しています。攘じよう夷い狂いたちに命を狙ねらわれるので、やめろと、私は言っているのですが、異人の孫で何が悪いときかないのです」

「それはまた、肝きもの太い御ご仁じんですね」

「良く言えばそうなのですが、自分が思うままに何でも行動するので、厄やつ介かいなのですよ。ただ、ご安心下さい。今回、はからずも同じ屋敷で過ごして頂くにあたり、伊織どのの邪じや魔まをするようであれば、縄なわで縛しばりつけて蔵くらに放りこむよう、お付けする下男に厳命しております。もし、それでもご迷惑をおかけするようであれば、すぐに本屋敷が使えるよう手配致します」

（そこまで厄介な男なのか……）

　と、眉み間けんに皺しわを寄せた伊織を見て、一路が慌あわてて弁明に回る。

「面倒な性格ですが、嫌いやな男ではないんです。すぐに人の心の垣根を越えて親しみを覚えさせますし、何より正義感が強い。一本気過ぎるところに目を潰つぶれば、実に気持ちの良い男ですよ」

　それを聞いて、伊織はさらに顔を曇くもらせた。

（垣根を越えてくる……苦手な人種だな）

　などと思いつつ、田舎いなかの屋敷としては建てつけのしっかりした長屋門をくぐった。

「でも、どうしてその彼が私の邪魔になるのですか？　シーボルト先生のご令れい孫そんであれば、魔法や翻ほん訳やくの知識を豊富にお持ちですよね？　手助けして頂くことはあっても、その逆はないのでは？」

「色々と理由があるのです。第一に、シーボルト先生の孫と言っても、先生が公儀の目を忍んで一時帰国されたわずかな期間に、同じ屋根の下で過ごしただけで、手ずから魔法を習ったことはありません。四年前から行方ゆくえ知れずになっている父親の宗そう謙けんどのも、正妻との間に歴れつきとした跡あと取とりがおられましたから、彼のことを己おのれの子と認めず、手ほどきの一つもしなかったそうです」

「しかし、生前の鳶とび巣す先生をはじめ、魔法学に達者な多くの直じき弟子がいるではないですか。普通、誰かが師し匠しようになり代わり、手ほどきを加えようとはしなかったのですか？」

「それが──」

　と言いかけた一路の視線の先、石いし畳だたみの道を向こうから歩いてくる人影があった。

　歳としの頃は二十半ばの若い侍さむらいである。驚くことに人相が、蘭書で学んだ異人によく合致していた。眉まゆ下したの彫が鑿のみで削けずり取ったほど深く、まっすぐ筋の通った鼻は鳥の嘴くちばしのように高い。髷まげと瞳が黒いのは、日本人の血がそうさせているのだろう。まず間違いなく彼が、失し本もと──

「これは奥おく野のどの、久ひさ方かたぶりですな」

　一いち路ろが伊い織おりの予想に違たがえて別の姓せいで、男を呼んだ。

「久方なのは、小お田だ切ぎりどのがいつも忙しいと会ってくれないからです」

「そう言われると面めん目ぼくない。凡ぼん才さいの身で、神かん藤どう様にお仕えするには、常に動いておるしかないもので。ひょっとして、鳶とび巣す先生がお亡くなりになられて以来、顔を合わせていませんでしたか？」

「そうですぞ。前にお会いしたのは、鳶巣先生のご葬そう儀ぎの席。月命日に少し早いですが、今日は近くに用があったので、墓前に線香をあげに参ったのです。天におられる先生が、疎そ遠えんぶりに呆あきれて、我々が会うようご配はい慮りよされたのでしょうな」

　そこまで言って、気になっていたらしく伊織に視線を向けた。

「時にそちらの御ご仁じんは？」

　口を開きかけた伊織に代わり、一路が答えた。

「今、適てき塾じゆくで麒き麟りん児と名高い、長ちよう州しゆうの久く世ぜ伊織どのです。鳶巣先生が残された仕事を引き継ぐ為、神藤様が大坂からご招しよう聘へいされたんです」

「貴方あなたが噂うわさの……」

　男は、驚いた様子で口をぽかんと開けたが、すぐに不作法に気づいて一礼し、自らも名乗った。

「奥野謹きん一いち郎ろうと申します」

　涼やかな声で彼が言った後を、一路が饒じよう舌ぜつに続ける。

　生まれは遠えん州しゆう、松まつ江えには二年前に仕官したばかりの魔法士。外と様ざまで、しかも新参者だが、魔法の技量を買われ、有事の際には軍事の主力を担になう馬うま廻まわり組ぐみに抜ばつ擢てきされている傑けつ者ものらしい。一路と同じく亡き金かな森もり鳶巣を師と仰いでいるが、魔法学の基き礎そは、下総しもうさの順じゆん天てん堂どうで修得したそうだ。ただ、意外にも、その体に異人の血は混じっておらず、純じゆん血けつの日本人とのことである。

「よく誤解されるんですよ」

　と謹一郎は大笑してから、嬉うれしそうに伊織の顔を眺めてきた。

「実はかねてより、久世どのにお会いしたかったのです」

　思いもよらぬ言葉に、伊織は眉まゆをひそめた。一路は適塾の麒麟児と大おお袈げ裟さに紹介したが、自分が世に聞こえるほどの蘭らん学がく者とは思っていないし、事実そうだ。生まれも遠州、魔法学を修めたのも順天堂とくれば、久世伊織という一介の浪ろう人にん者の名を耳にする機会など、一度たりとて、あるわけがない。

　その不審を払うべく、謹一郎がにこやかに答える。

「実は私、江え戸どの練れん兵ぺい館かんで神しん道とう無む念ねん流りゆうを修めたことがありまして、塾頭を務めておられた桂かつら小こ五ご郎ろうどのをよく知っているんです」

　伊い織おりは忘れようとしていた男の名を不意に出され、下腹を殴られたかのように、うっと声が漏もれそうになった。露ろ骨こつに顔を歪ゆがめて、詮せん索さくされるのは面倒。刃を煌きらめかせ蘇よみがえる記憶を懸命に打ち返し、平静を繕つくろって、なるほどと頷うなずいてみせた。

　狼ろう狽ばいを隠すのに必死な伊織とは対極に、謹きん一いち郎ろうが快活に言う。

「小こ五ご郎ろうどのは貴方あなたのことを語る時、諸しよ藩はんの英えい傑けつを語るのと同じ目をしておられた。彼ほどの俊英が目を輝かせる人物に、会いたいと思わぬ方がおかしいですよ」

　石のように固まる伊織の隣で、一いち路ろがうんうんと首を振る。謹一郎がふと何かを思いだしたような顔つきになり、手で頰ほおを撫なでた。

「そう言えば、萩はぎの城下で何者かに斬きられ、生死に関わる深傷を負われたと耳にしたのですが、もうすっかり具合は宜よろしいのですか？」

「流石さすがに四年も前のことですからね。今は何の不自由もありませんよ」

　さも当然とばかりに答えた伊織の脇わき腹ばらを、冷たい汗が走り落ちた。封ふう印いんしていた、あの夜の惨さん劇げきが、脳裏の縁ふちに手をかける。小五郎のことを思いだした時とは、別の意味で、切り裂さかれんばかりに胸が痛んだ。

　若く才能のある魔法学者二人を顔合わせ出来たことが嬉うれしいらしく、にこにこと微ほほ笑えんでいた一路が、ぽんと両の手を合わせた。

「とにもかくにも良い機会。お二人とも立ち話を続けずに屋敷の中に入って、魔法学について大いに語られてはどうですか？」

（余計なことを……）

　伊織は槍やりで突き刺すように睨にらみつけたが、一路は気づかない。そんな二人を前に、謹一郎が申し訳なさげに後ろ頭を搔かいた。

「そうしたいのは山々なのですが、この先で同どう輩はいを待たせていまして、急がねばならんのです」

　まあ、そう言わずと一路が引きとめる前に、伊織が動く。

「ならば仕方ありませんね。松まつ江えにはひと月は逗とう留りゆうする予定ですので、いつかゆっくりお話しする機会があるでしょう。その日を楽しみにしております」

　心にもないことを、さらりと言ってのけた。二日後だろうが、十日後だろうが、会って話すつもりは毛頭ない。彼が屋敷を訪ねてこようと、何か理由を作って、下男に追い返させる腹づもりである。

　そんな伊織の心中を知らず、謹一郎はにこやかに頷き、別れを告げると、足早に去っていった。

「同輩ならば少しくらいは待たせたとて、支障はないでしょうに」

　余程二人の蘭らん学がく談義を聞きたかったのか、一路の声に不満が滲にじみ出ている。謹一郎の後を追いかけかねない彼の肩を、伊織は念の為摑つかみ止めた。

「慌あわてずとも良いじゃないですか。今日を逃せば一生、会えぬわけでもなし」

「それは分かりませんよ。彼も色々と忙しい身ですから」

　小さくなっていく謹きん一いち郎ろうの背中を見送りながら、伊い織おりは一いち路ろの懸け念ねん通りになることを願った。が、後日、その願いを後こう悔かいすることを今は知らない。

「しかし、萩はぎから大坂に出て、多くのことを見知ったつもりでしたが、私もまだまだです。あのような顔立ちの日本人もいるとは、思いもしませんでした」

　素そ朴ぼくな感想を投げかけると、一路は謹一郎の後ろ姿を見送るのをやめ、伊織に向き直った。

「存外、間違っておらぬかもしれませんよ。私は奥野どのを混じり気のない日本人と言いましたが、彼がそう称しているから申したまでのこと。あれだけの異相の持ち主ですから、異人の血が混じっているやもしれません。実は、遠えん州しゆうの郷ごう士しであるとか、順じゆん天てん堂どうで学んだことがあるとか、彼の称することが真まことかどうか、我が藩はんは一切調べておらぬのです」

　馬うま廻まわりとして召し抱えるなら、前歴を検あらためるのは当然のこと。意外に思い、瞼まぶたを瞬またたかせた伊織に、一路が得意を隠さずに続ける。

「生まれや前歴がどうあろうと、有能であれば登用するのが、神かん藤どう様が築かれた新しい藩風です。諸藩が魔ま法ほう士しを争って召し抱えようとしていますが、ここまでの度量があるのは、我が松まつ江えと他に幾いく藩あることやら」

　そう自分の仕える主と藩を誇ほこった一路は、中途になっているシーボルトの孫の話に戻ることなく、伊織に先んじて石いし畳だたみの道を歩きだした。

　主が亡くなったにもかかわらず、真っ白な仙人草で覆おおい尽くされた庭は、隅すみ々ずみまで手入れが行き届いている。母屋の白壁も美しく、建物の中を見ずとも居心地が良さそうなのが分かった。

「小お田だ切ぎり様、お待ちしておりました」

　式台（武家屋敷の玄関）の一つ奥の部屋から、どんぐり眼まなこの中年男が姿を現した。猪い首くびで太たい鼓こ腹ばら、手足がやたらに短く太く、亀かめが後ろ脚で立ち上がったような体格をしている。

「こちらが久く世ぜ伊織どのだ」

　伊織が名乗る前に一路が紹介すると、男は満面の笑みを向けてきた。四角張った顎あごを持ついかつい顔だが、笑うと何とも言えぬ愛あい嬌きようがある。

「弥や平へいと申します。さぞお疲れでしょう。夕ゆう餉げの支度ももうすぐ整います。行こう李りを降ろし、中でごゆるりとされて下さい」

　弥平に案内されるまま、式台の次の間である「みせ」と呼ばれる三畳ほどの小部屋に続き、八畳の座敷を二つ通り抜け、廊下に出た。神かん藤どう治じ部ぶの本屋敷ほどではないが、十二分に広い。やはり、これならば同居人の存在も、さして痛つう痒ように感じることはなさそうだ。天てん井じようや壁板にはふき漆うるしが施ほどこされ、燻いぶしたような黒が光沢を放っている。華美なところは一切なく、重厚で落ち着ける雰ふん囲い気きが漂ただよう屋敷だった。

　進む先々で用意良く、行あん燈どんが灯っている。ほどなく、鴨かもや黒鳥が泳ぐ小さな池に南面する一室に通された。

「こちらが久く世ぜ様にお使い頂く、鳶とび巣す先生の書斎となります。北に続く間が書庫、東に続く間が寝所となりますが、ご必要があれば他にもお部屋を用意致します。何なりとお申しつけ下さい」

　書き物机の上も、蘭らん書しよ、魔導書の並んだ本棚も綺き麗れいに整せい頓とんされていた。下男の弥や平へいは岩のような顔からは想像出来ない、繊細な心配りが出来る男のようである。

「伊い織おりどの、翻ほん訳やくのお邪魔になってはいけませんので、これにて失礼させて頂きます。折を見て私もここへ参りますが、何かご用があれば、弥平をお遣わし下さい」

　言って立ち去ろうとした一いち路ろを、下男が引きとめる。

「こんな時刻です。城下へは夕ゆう餉げを召されてからお戻り下さい」

「そうしたいのは山々だがな。今晩のうちに片づけねばならない用向きがあるのだ。早く戻るにこしたことがない」

「お忙しいのは重々承知しておりますが、夕餉は小お田だ切ぎり様がお好きな鱸すずきの洗いです。今日宍道しんじ湖こで捕れた、脂あぶらの乗った上物でして、是非とも召し上がって頂きたいんです」

「鱸の洗いか……お前が上物と言うのなら、さぞ美う味まかろう」

　心引かれたらしく、腕を組み考えこんだ一路が、ふと顔を上げ弥平に訊きく。

「あいつが釣つってきたのか？」

「いえ、失し本もと様がお捕りになってこられたのは、その通りなんですが、釣ってこられたのではなく、潜もぐって手づかみにされたそうなんです」

「潜って捕っただと？　わざわざあんなところまで水浴びをしに行ったのか？」

「それがよく分からんのです」

　言って猪い首くびを捻ひねる。

「服を脱がねば大小も抜かず、湖に入られたそうなんです。今、自室に引きこもって、両刀を乾燥させる為にばらされ、中なか子ごがどうだ束糸がああだと、いかにも不機嫌そうな顔で一人愚ぐ痴ちりながら手入れをされています。そうなるのは分かっているのだから、馬ば鹿かなことはよしておけばいいのに……」

「まさか安やす定さだを差してではあるまいな？」

「そのまさかです。脇わき差ざしはこれまたご自じ慢まんの乞こ食じき吉よし光みつ」

「あいつ、何を考えていたんだ……」

　呆あきれ切った口調で呟つぶやき、しばらくして、

「鱸は惜しいが、今こ宵よいは帰る」

　と、弥平に告げた。

「何か故ゆえあって大小を差したまま湖に潜ったのだろうが、その話長くなりそうだ。顔を会わせたが最後、愚痴と鱸の洗いを肴さかなに、夜通し酒に付きあわされてはかなわん。奥おく野のどのも、それが理由で先を急いだな」

　一いち路ろは言うと、伊い織おりに別れを告げ、逃げるように屋敷を去って行ってしまった。

「では、私も夕ゆう餉げの支度を終わらせて参ります」

　と、腰をあげた弥や平へいに、伊織は今すぐに翻ほん訳やくに取り掛かるので、食しよく膳ぜんは書斎に持ってくるよう頼んだ。行こう李りを開き、鵞がペンやインク、辞典など商売道具を取りだす。

　弥平が手早く、机の上に置かれた無尽灯（石油ランプ）に火を灯した。ブンと蚊かの羽音が、耳の傍そばを通り抜ける。

「すぐに蚊か帳やをご用意します」

「客人が着いたのか？」

　弥平の声に重なるように、どこかで聞き覚えのある声が廊下から飛んできた。ズカズカと荒々しく床板を踏み鳴らす音が近づいてくる。

「弥平、翻訳家どのが参られれば、挨あい拶さつをするから呼びに来いと言ったはずだぞ」

　障しよう子じが開き、浅黄色の着流しを着た若い男が中へ入ってきた。伊織が見上げると、そこに赤せき眼がんが二つ。

「貴様」

「お前」

　同時に言った二人の顔を、弥平が交互にうかがう。

「お知り合いだったんですか？」
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　そう問われたが、睨にらみあう二人の耳には入らない。

「まさかお前みたいな餓が鬼きが、適てき塾じゆくから来た翻ほん訳やく家じゃないよな？」

「貴様の方こそ、厚顔無む恥ちにも、シーボルト先生のご令孫の名を騙かたっているんじゃないだろうな？」

「俺は正真正しよう銘めいのシーボルトの孫だ。怪しいのは糞くそ餓鬼、お前の方だ」

「糞は貴様だ。それと歳としの変わらぬ男に向かって餓鬼餓鬼言うな」

「お前みたいなちびを餓鬼と言って何が悪い」

「その餓鬼に飛ばされて、大小ごと濡ぬれ鼠ねずみになった愚おろか者はどこのどいつだ。丁度良い、ここにも池がある。また、水をたらふく飲ましてやろうか？」

「よし、その喧けん嘩か買ってやるぜ。今度は魔法を使う時間はやらねえからな」

　複雑な魔法陣を描き、呪文を詠えい唱しようしなければ、原則として魔法は発動しない。高い戦せん闘とう能力を有する魔法士最大の弱点は、予備動作が必要な為、無防備になる時間が長いことだった。近接戦闘では、刀身を鞘さやの内で滑すべらすだけでいい剣士が圧倒的に有利である。ましてや素す手でならば、刀を抜く動作すら必要ない。

　冬とう馬まがボキボキと拳こぶしの指を鳴らした。対する伊い織おりは、そんな威い嚇かくに臆おくすることなく、腰を落ち着けたまま睨みつけていた。

「まさか、ゲンコで俺に勝てると思ってるんじゃねえだろうな」

　冬馬が拳を振りつつ一歩、二歩と詰め寄ってくる。二人の距離が半畳まで縮まった瞬間、音もなく膝ひざを浮かせた弥や平へいが、彼の後ろに回りこみ、腕をからめ捕って絞り上げた。関節を極められたらしく、冬馬の口から呻うめきが漏もれ出る。首をよじり、背後の弥平に叫んだ。

「いっ、いてぇぞ弥平、何すんだ。敵はあっちだぞ」

「敵なんてものは、どこにもおりませんよ」

　飄ひよう々ひようとした口調で、弥平が答えた。

「申し訳ないですが、小お田だ切ぎり様より申しつかっておるのです。久く世ぜ様のお仕事を妨害されるようなら、力ずくで排はい除じよせよと。頭が冷えるまで土ど蔵ぞうにぶちこませてもらいますが、悪く思わんで下さい」

　冬馬は放せ放せと喚わめいたが、丸太のように太い腕に後ろ手に摑つかまれ、全く身動きが取れない。そんな荒事におよびながらも、弥平は悪戯いたずら好きの童わらべを懲こらしめるぐらいの涼すずしげな顔をしていた。

「失し本もと様を土蔵へ送り届け次第、蚊か帳やを張りに参ります」

　言って頭を下げた弥平が、自分よりも遙はるかに背の高い冬馬を、腕の関節を極めた状態で軽々と引きずり書斎を去っていく。

「覚えてろ！　後で絶対決着をつけてやるからな！」

　屋敷に響く冬馬の遠とお吠ぼえに頭痛を覚え、伊織はこめかみを押さえた。

「あれとひと月、同じ屋根の下か……たまらんな」

　開け放たれた外に目をやると、いつの間にか闇やみが訪おとずれていた。空には砥と石いしで磨ぎあげたような細い月が浮かんでいる。




　開け放たれた戸口から、心地の良い夜風が吹いてくる。蚊か帳やの張られた書斎に人影が二つ。

「格別に美う味まい鱸すずきの洗いだった。これまで食べた中で一番だ」

　と言いながらも、声は平で感情の響きはなかった。書き物机に片かた肘ひじをつき、鵞がペンを飛ぶように走らせている。伊い織おりの視線は机上から離れず、膳ぜんを下げる弥や平へいには一目もくれない。

「ありがとうございます。そう言って頂ければ、料理人冥みよう利りにつきます」

　言って弥平は、岩石顔を綻ほころばせた。

「秘ひ訣けつというほどじゃないですが、臭くさみを取る為、軽く酒につけること、茹ゆでる温度は夏なら少し温ぬるめにすること。この二つを守れば、美味い鱸の洗いが出来るんです。まあ、今が旬しゆんでもありますからね。気に入って頂けたようなので、また食膳にお出し致します」

　続けて風呂や寝間のことなど、細こま々ごまと申し送ってから、仕事熱心の下男は蚊帳をくぐって立ち去った。

　書斎が池のほとりにあるので、夏夜の蒸し暑さは感じられない。大坂の下宿先とは比べものにならぬ環境だが、翻ほん訳やくの速度が次第に減じていった。痺しびれを切らし、机に向かったまま問う。

「気が散る。いつまでそこにいるつもりだ？」

「何だ、気づいてたのか」

　天井から声が返った。羽は目め板いたが一枚、二枚と外され、人が通れるほどの大きさの穴がぽっかり空く。そこから両足が生え、胴が伸び、冬とう馬まが降りてきた。無尽灯の光届かぬ部屋の角に音をたてず、猫足で着地する。

「寝首をかくつもりだったのか？　案外せこい男だな」

「するかそんなこと。弥平が戻ってこないか、様子を探ってただけだ。また、蔵くらにぶちこまれたら、たまらんからな」

　言って蚊帳をくぐり、中へと入ってきた。懐ふところから束にまとめた鵞が鳥ちようの羽根を取りだし、机の上に置く。

　伊織は、生まれて初めて見る珍鳥の羽根かのように、それを見た。

「何だ、これは？」

「鵞鳥の羽根だ」

　冬馬はどかりと座り、野放図に胡坐あぐらをかいた。

「そういうことじゃない。何のつもりかと訊きいているんだ？」

「お前にやろうと思って、そこに置いたんだ。蘭らん学がく者は羽毛の軸じくを削けずって、筆代わりに使うだろ？　鳶とび巣す先生に頼まれて集めていたんだが、無用になっちまった。俺は使わんから、使う奴やつにやる。おかしな話か？」

　伊い織おりの手の動きが徐々に遅くなり、やがて止まった。些さ細さいなことにもかかわらず、翻ほん訳やくに集中出来ない。体を反転させ、冬とう馬まに膝ひざを向けた。作業を中断させられた苛いら立だちで、問う声に鋭さが増す。

「おかしな話だ。どうして私と慣れ合おうとする？」

「慣れ合っちゃ悪いのかよ」

「悪いな。これまでの経緯いきさつを考えれば、何一つ合点がいかない」

「なあに、単純なことさ。蔵くらに閉じこめられて、頭が冷えたんだ。考えてみれば、お前と角を突き合わせる理由はねえ。事の起こりのひさご屋の一件も、つきつめれば根っこは同じ。見て見ぬふりを決めこんでいた奴やつらと違って、ひさご屋を思っての行動だ。俺たち二人にそう違いはねえ。実際、お前と別れた後、ひさご屋に駆けつけたら、何の力にもなれなかったのに、店の親父には感謝されたからな。俺たち二人の気持ちは嬉うれしかったって」

「ほれ、見ろ。私の言った通りじゃないか」

　さも当然かのような口調で言いつつも、伊織は密ひそかに胸を撫なで下ろした。冬馬の口ぶりからして、店の者が怪け我がをした様子はなさそうだ。五体さえ無事なら金は稼いで、また取り戻せる。気の毒には思うが、やはりあの時は、ああするしかなかった。

「しかし、茶店の件はそれで良いとして、その後のことはどうなる？　口論になって、貴様を湖に叩たたきこんだんだぞ。愛刀を台無しにされ、腹は立たんのか？」

「過ぎたことは気にすんな。ごちゃごちゃ言わず、人の好意は素直に受けろよ。可か愛わいくないぞ」

「大きなお世話だ。それに私は男だ。可愛くなくて当然だろうが」

　伊織が柳りゆう眉びを逆立てたのを意に介さず、冬馬がまじまじと見つめてくる。

「可愛くないのは性格のことだぞ。顔はそうでもないというか──むしろ可愛くある」

「気味が悪いことを言うな！」

　そう叫んだと同時に、胸がとくんと鳴った。わけの分からぬ悪寒が背筋を走り、肌に鳥肌が立つ。一つの答えが脳裏を過よぎり、伊織は冷ややかな目で、冬馬を見返した。

「貴様、ひょっとして衆しゆう道どう（男性による同性愛）の気けがあるのか？」

　問われた彼は笑って、ないないと手を振り、すぐに真顔になった。腰が引き気味の伊織を追うように身を乗りだす。

「姉か、妹がいないか？」

　訊きかれた意味と意図が理解出来ず、伊織は誰にだ、と問い返した。

「誰にって、お前の他に誰がいる」

「いたら、どうだと言うんだ？」

「いるなら紹介してくれ。見ずとも分かる。さぞかし美人に違いねえ」

　胸がむかむかし、吐はき気がしてきた。自然、眉み間けんに皺しわが寄る。

「貴様、気持ち悪過ぎるぞ。冗じよう談だんもたいがいにしろ」

「冗談じゃねえ。至って真剣だ。添い遂とげることになったら絶対に幸せにするぜ」

「無理だ」

「会ってもいないうちにどうして分かる？」

「もう妹は死んでいる。冥めい府ふに行かねば会えんぞ」

　冬とう馬まが重い吐と息いきを吐いて、うなだれた。伊い織おりの方が随ずい分ぶん背が小さいので、うつむいた状態でも、その心底悲しげな表情がよく見える。

「悪いことを訊きいちまったな」

「別に悪くはない。ただ少し、思いだすと悲しいだけだ」

「いくつで亡くなったんだ？」

「十二だ。四年前の冬、あの日はひどく寒かった。結けつ核かくだったから、父の治ち癒ゆ魔法は用をなさなかったのだ」

「十二……結核か……」

　魔法医学はメスで切り裂さいた患かん部ぶの修復や、刀傷の治癒など、外科に強いが、内科はまだ発展途上の段階にあった。治ち療りように用いる魔法薬は精製が難しく、副作用もきつい。腫はれ物ものならばそこを切除して、傷口を閉じれば良いが、結核のように患部を切りようのない病について、治癒法は未いまだ確立されていなかった。蘭らん方ぽう医の目覚ましい活かつ躍やくに遅れをとっている漢方医たちが、その事実を広く喧けん伝でんし、世に知らしめているおかげで、この作り話を怪あやしまれたことは一度もない。何年経たとうが、あの日起こったことは、誰にも話したくなかった。

　数羽の鳥が水面に翼を打ちつけ飛ひ翔しようする音が、障しよう子じ越しに聞こえた。冬馬が口を閉じてしまった為、気まずい沈黙が続く。先に耐え切れなくなったのは、伊織の方だった。

「他に何か用があるのか？　ないなら帰ってくれ。私は忙しいんだ」

「あるにはあるが、また今度、頼みにくるよ」

　気落ちした顔で言い、立ち上がりかける。伊織はそんな彼の膝ひざを押さえつけ、畳たたみに座り直させた。

「用があるなら、今言っていけ。また来られる方が迷惑だ」

「迷惑か？」

　思いもしなかったというような口調で訊いてきた冬馬に、伊織は強く頷うなずいた。

「聞くだけは聞いてやる。その代わり、これ以上私にまとわりつくのはやめてくれ。調子が狂って、翻ほん訳やくに集中出来ん」

「分かった」

　冬馬がひどく真剣な顔つきになった。

「だが、その前に一つ頼みがある。これから見るもの聞くもの全て、他人には口外して欲しくないんだ」

　人に話を聞いてもらう分際で、条件をつけるとは、と少し腹が立った。が、文句をつけると話が余計に長引きそうなので、口をつぐみ、首を縦に振る。

「よし、じゃあこれを見てくれ」

　言うなり、冬とう馬まはもろ肌を脱いだ。陰いん影えいのくっきりした彫像のような上半身が露あらわになる。目のやり場に困り、伊い織おりはわずかに視線を外した。

「ちゃんと見ろよ」

「何が悲しくて、お前の裸を真剣に見なきゃならん。勘かん弁べんしてくれ」

「見なきゃ何も分からんから、見てくれと頼んでいるんだ。ほら、左胸のこれだ」

　言って指し示した肌の上に、とぐろを巻く黒こく龍りゆうに似た模様が拳こぶしほどの大きさで描かれている。最初は刺青いれずみと思ったが、傍そばに寄ってみると、複雑な図ず柄がらの魔法陣と分かった。

「呪じゆ紋もんじゃないか」

　伊織は苦いものを吐はきだすかのように言い、眉まゆをひそめた。

　魔法陣が消え去ると、魔法効果は消失する。その効力を永続化させる為に、生みだされたのが「呪紋」である。

　魔法陣を維い持じしている間、魔法士はその図形が崩れないよう精神を集中させつつ、魔力を消費し続けなければならない。どちらが欠けても、魔法陣は消しよう滅めつするようになっている。いかに優れた魔法士でも、魔力、精神力共に、人間故ゆえの限界がある。日をまたぐほど長時間継けい続ぞくするのも、二種類の魔法を同時に起動させるのも不可能だった。

　十七世紀の終わり、イギリスの王立魔法院が、それを克こく服ふくする為の研究を行い、対象の人体に魔法陣と図形化した呪文を刻みこむことで、魔法の効力を継続させる「呪紋」と呼ばれる技術を開発した。呪紋は宙空にではなく、肉体に彫りこまれているので施せ術じゆつ者の精神力と切り離れた状態で形を維持する。また、一度刻印されれば、被ひ術者の体が死滅し、魔力の供給が途と絶だえるまで、魔法効果は継続された。

　理論上、治ち癒ゆ魔法の「呪紋」を刻みこめば、自分が攻こう撃げき魔法を唱える間も傷を回復することが出来るという画期的な技術だったが、ある致命的な欠けつ陥かんがあった為、ついぞ魔法界に浸透することはなかった。呪紋化する魔法が強力であればあるほど、施術者、被術者共に魔力の消しよう耗もうが著いちじるしく、ごく簡易な魔法しか定着させられなかったのである。治癒魔法であれば、実際に人体へ呪紋として刻めるのは、浅手の傷を治すことしか出来ない低位の魔法に限られた。理論としては先進的だったが、実用性が伴っていなかったのだ。

　そんな理由があり、今では、「呪紋」を知る者も使用する者も極端に数が少ない。星空のように広大な魔法体系の片かた隅すみで人知れず、消えいく存在だった。

「よくひと目で分かったな」

「別に大したことじゃない。たまたま一度、呪紋についての調べ物を頼まれたことがあったからだ」

　伊い織おりはその微び妙みような噓うそが掘ほり下げられないよう、話の行く先を冬とう馬まに向けた。

「ただ、お前の呪じゆ紋もんが何の効力があるかは知らんぞ」

「魔ま封ふうじだ」

　即座に返ってきた思わぬ答えに、伊織は長い睫まつ毛げを瞬またたかせた。

　魔法士の存在価値を無きものにする魔封じは、高位の魔法に属する。魔法を起動させる為に必要となる呪文は長く、魔法陣も複雑精せい緻ちなので、一度きり発動させるのも困難、相手に当て魔法を封じるのはもっと困難。ましてや呪紋となれば、常人の及ぶ範はん疇ちゆうを遙はるかに超えている。

「魔封じなどとは信じられんが、もしそうだとしたら、貴様も、これを刻んだ人間も、恐ろしい魔力の持ち主ということになるぞ」

　その精せい巧こうな図形に見いりながら、伊織が呟つぶやいた。

「施せ術じゆつ者は俺の祖じ父いさん──大魔法士フォン・シーボルトだ。俺は当たり前だが、その血を引いている。お前が言うところの恐ろしい魔力があっても、何の不思議もないぜ」

　自じ慢まんげに冬馬が答えたが、伊織は首を捻ひねった。

　シーボルトは確かに偉大な魔法士だが、その血だけで説明出来るほど、この呪紋は易やすくはない。特に被ひ術者である冬馬には、膨ぼう大だいな魔力の負担を強しいていることになる。普通ならばその消しよう耗もうの激しさにより、日常生活をおくるのも、やっとのはず。しかし、彼は支障なく暮らしているように見える。何かからくりがあるとしか考えられない。

　また、これとは別に得心のいかないことがある。

「じゃあどうして、シーボルト先生は貴様に呪紋を刻みこんだんだ？　実の孫にそんなことをして何の意味がある？」

　問われた冬馬が、面めん目ぼくなさそうに額を搔かいた。

「どういうわけか記憶にないんだが、俺が十歳の時、何か悪さをしたらしい。今度日本に戻ってきた時に、呪紋は解いてやると言い残して、祖父さんは、またオランダに帰国しちまった。約束通り、いつか戻ってくると信じて俺はとりあえず剣を学んだが、待てども戻らず、今や本目録。気がつきゃ、歳としも十七。もう一日も祖父さんが帰るのを待ってられない。俺は早く呪紋を解いて、魔法を習得したいんだ」

　袂たもとから一冊の洋綴とじの書を取りだし、伊織の前に置くと、冬馬は胡坐あぐらをかいたままの体勢で頭を下げた。

「これを翻ほん訳やくしてくれ」

「何の書だ？」

「俺の呪紋のことが書かれている。中を見てくれ。同じ図形が載のってるから」

　差しだされた魔導書を、伊織は気乗りのしない手つきで、パラパラとめくった。黒こく龍りゆうに似た呪紋が描かれた頁ページを開いたところで、指を止め、彼の胸の図形と見比べる。

「確かに同じだな」

「だろ？　解かい呪じゆつの仕方も載のってると思うんだ」

　希望的観測を述べた冬とう馬まを、伊い織おりは上目遣いで、ちらりと見て尋たずねる。

「どこで手に入れた？」

「鳴なる滝たき塾じゆくの地下室に隠してあったのを見つけたんだ。多分、祖じ父いさんの物だと思うから、もらってきた」

　流し読み解く限り、古今の魔ま封ふうじばかり集めた魔導書のようだった。古いものではなく、ここ百年の間に書かれたように思える。著者の名前は記されていないが、かなり用心深い人間だったらしく、暗号ルーンや複数の古代語が折り重なって用いられていた。

「翻ほん訳やく出来そうか？」

　着流しの袖そでを肩に上げながら、冬馬が心配そうに訊きいてきた。

「可能だ。暗号法式を見つけるのに骨が折れそうだがな。しかし、翻訳したとして、解呪の仕方が載ってあるとは限らんぞ」

「それなら、それで別の手掛かりを探すさ」

　声を弾はずませ、冬馬が言う。

「代金は幾いくら払えばいい？」

　いらん、と伊織は即そく答とうした。

「気持ちは嬉うれしいが、無た料だは駄だ目めだ。こういう時にこそしっかりしておかねえと、後の付きあいに響く」

「勘違いするな。無料で仕事をしてやると言ったんじゃない。仕事はせんから金もいらんと言ったんだ」

「断るってのか？」

　伊織は頷うなずくと、体を反転させ机に向かった。翻訳作業を再開し、洋紙に鵞がペンを走らせる。

「ここまで聞いておいて、断るなんてひでえぞ」

「聞かずに断る横着をしたんじゃない。聞いて無理だと思ったから断ったんだ。有あり難がたく思え」

「さっき翻訳出来ると言ったじゃねえか？　何が無理なんだよ？」

　詰め寄る冬馬を無視し、伊織はインク壺つぼに軸先を浸ひたした。

「見て分からんのか？　私は今、忙しい。とてもじゃないが、そんなややこしい翻訳にまでは手が回らん」

「だったら、今の仕事が終わるのを待つよ。七年も待ったんだ。半年くらいなら我慢するぞ」

「それだけ待てるなら、私じゃなくても構わんじゃないか。日本中に散らばっているシーボルト先生の直じき弟子にどうして頼まない？」

「祖父さんの弟子たちには何度も頼んでる。俺がこの松まつ江えに来たのも、鳶とび巣す先生に翻訳を頼む為だ。でも何度頼もうと、誰に頼もうと、祖父さんが帰国するまで待てと答えが返ってくる。鳶巣先生にしつこく訊いたら、祖父さんが帰国前、弟子全員に自分が戻るまで俺の呪じゆ紋もんを解くな、と厳命したらしいんだ」

「何な故ぜ、それを先に言わないんだ」

　伊い織おりが勝ち気そうな眉まゆを、きりりと引き上げた。

「手を貸してくれるんだな？」

　苦境を理解してくれたと思って、肩に抱きついてきた冬とう馬まを、伊織は邪険に押し返した。

「馬ば鹿か。その逆だ。絶対に私は手を貸せん」

「何でだよ？」

　冬馬が苛いら立だちを露あらわに尋たずねた。

「貴様の呪じゆ紋もんを解かないのは、シーボルト学派の総意だ。適てき塾じゆくの塾生、別学派の私が、出しゃばるわけにはいかない」

「じゃあ、どうしろって言うんだ？　俺は一生このままか？」

「シーボルト先生が日本に戻ってくるのを待てばいい」

「この七年一切、便りがないんだぞ。考えてみれば、歳としも歳だ。もうオランダで死んでいるかもしれない。何を望みに、これ以上待てばいいんだ？」

「別に魔法が使えなくとも生きていけるじゃないか。実際、大半の人間がそうして暮らしているぞ」

「俺には必要なんだよ」

　口を尖とがらせ、冬馬が言う。鵞がペンを走らせながら、冷めた口調で伊織が訊きいた。

「必要？　鳶とび巣す先生の仇あだ討うちをするのに必要なのか？」

「それは関係ねえ。河かわ田たぐらいの人間なら、剣術だけでどうにでもなる。もっと手て強ごわい敵と戦う為に、魔法が必要なんだ」

　そう言うと、冬馬は書き物机の上に片手を伸ばし、無尽灯の光を絞った。

「やめろ」

　一いつ喝かつして、伊織は顔を机から上げた。

「大事な話だから聞いてくれ」

　と冬馬が有無を言わせぬ口調で言った。

「攘じよう夷いだ、開明だと皆が皆騒いでいるが、一つだけ確かなことがある。武士の世はもう長くは続かない。そもそも、一時の戦功を拠よりどころに大量の武士を、そのまま平時の役人として召し抱えたのが根本的な間違いなんだ。大した仕事も持たない奴やつらが、農民や商人に寄生してのうのうと暮らしている。厳しい統制をかけて、何とか騙だまし騙しやってきたが、異国の船が往来する昨今、もうこれ以上は支えきれん。武士が自らの重みで足元を踏み崩し転がり落ちるのは一向に構わんが、下で潰つぶされる方はたまったもんじゃない。だから、その足元が崩れ落ちる前に、武士は取り除かれるべきなんだ」

「貴様、何を言ってるか、分かってるのか？」

　過激さを増す発言を制止すべく、伊い織おりが訊きいた。自身も幕府に対し好感はないが、ここまで極端な思想には至っていない。

　胸を張り、冬とう馬まが答える。

「もちろんだ。天下万民の為には、幕府は倒されなきゃいけない。その維い新しん回天を成す力こそ、魔法士だ。伊織、お前もそう思うだろ？」

「思うか、馬ば鹿か者。万民の為に倒とう幕ばくをするだと？　笑わせるな。平和の為に戦いくさをするのは、貞てい操そうを守る為に犯すようなものだぞ」

　伊織は冬馬の手を払いのけ、絞られていた灯あかりを元に戻した。

「誤解するな。倒幕に必ず、武力を用いるとは言ってないぞ。戦争をせずとも、農民や商人出身の魔法士の数が増え、力を持ち、世の中を動かす核になれば、刀を振り回す以外に能のない武士は自然に高たか転ころぶ」

「だからと言って、泰たい平へいの世が来るとは限らんぞ。武士の代わりに権力の座に座る魔法士が暴政を行えば、より強大な力を有する分、たちが悪い」

　今の西洋列強諸国が、まさにそういった存在である。魔法革命により騎き士し階級は没ぼつ落らく、新たに魔法士が台頭、国政を動かした。彼らは魔法という強大な武力を背景にして海外に進出し、多くの植民地を獲得し続けている。隣りん邦ぽうである清しん国が、列強諸国の貪どん欲よくな胃袋に生きながらにして吞のみこまれている現状は、まさに「悪」の一字に尽きた。

「そう、それなんだ！」

　冬馬が我が意を得たりと声を大にし、膝ひざを打つ。

「俺が魔法を必要としているのは、そんな奴やつらと戦う為なんだ。必ずやってくる魔法士の世が悪に染まらぬよう、血を流す覚悟を持って誰かが正義を果たさなきゃいけない。俺はその役目を担にないたいんだ」

　冬馬の徹てつ底ていした青あお臭くささに当てられ、伊織は怒りが失せてきた。彼の思い違いを正す声色が、諭さとすように変わる。

「では訊くが、悪を断じていく貴様の正義は常に正しいのか？　正義か悪かなんて、立ち位置一つで違ってくるもんだぞ。例えば、貴様の目の前で商人が侍さむらいに襲われていたとする。当然、お前はその侍を斬きって商人を助ける。でもひょっとしたら、その侍の息子が何かの理由があって商人に殺されていたかもしれない。先に侍に会っていればそちらが正義、後で会ったなら商人が正義だ。貴様は、正義、正義と念仏のように唱えるが、所しよ詮せんまやかしにすぎん。そんなもので自分を正当化し、魔法を刃の代わりに使おうと思うな」

「確かに俺は、常には正義でないかもしれん。けれど、それを理由にして、斬られそうになっている人間を見捨てていいわけじゃねえ。連れて逃げれる時はいい。でも逃げられず、戦わなきゃいけない時もある。その時には、それ相応の刃が必要だ。そこに置いてあるお前の刀だって、刃がなければ存在する意味がないだろう？　俺は自分を無意味なものにしたくないんだ」

「違うな。この世にあるもので無意味なものは何一つないぞ。戦いの用はなさなくても、存在する限り何かしら意味はある」

　言って伊い織おりは、畳たたみの上に無造作に転がしていた太た刀ちを手に取り、彼に抜いてみるよう促うながした。

「何だ、この軽さ……」

　冬とう馬まが訝いぶかりながら柄つかを握り、鞘さやを滑すべらす。軽いのもそのはず、抜き放たれたのは、童わらべが面おも白しろがって振るうような竹たけ光みつだった。呆あきれる余り言葉を失い、口を間抜けに開けた彼を、無尽灯の光が照らす。

「これを差しているおかげで、こんな私でも、ちゃんと武士に見られる。刃を持たない刀にだって意味があるぞ」

「武士に見られたければ、本物の刀でもいいじゃないか。なんで、こんな馬ば鹿かなことをしているんだ？」

「重いと歩きにくいからな」

　伊織は即そく答とうした。

「それに本物の刀と違って、こんな風にも使える」

　言うなり、冬馬から竹光を取り返すと、背中をぽりぽり搔かいてみせた。冬馬の赤せき眼がんが、不機嫌そうに座りこむ。

「遠回しに、俺のことを虚こ仮けにしているのか？」

「虚仮になどしておらん。竹光が、人を斬きるしか能のない真剣よりも、役立つことを教えてやっただけだ」

　背中を搔きながら、伊織は至極真ま面じ目めな顔つきで答えた。

「物にも人にも、必ず何かしらの役割がある。それを尊そん卑ぴで区別するのは、愚おろか者のすることだ」

「それはそうかもしれん。だがな、そんな刀をぶら下げていて、襲われた時は、どうするつもりだ？」

　苦り顔で尋たずねる冬馬に、伊織が事もなく答える。

「愚ぐ問もんだな。剣に頼らずとも、身を守る術すべは他に心得ている」

「万一、魔法を繰り出す暇ひまもなければ、どうする？」

「そりゃあ、逃げるさ。だから鞘の中身は軽い方がいい」

「逃げられない時はどうする？」

　童のように同じ文句を繰り返すのがおかしく、伊織は唇に微び苦笑を漏もらした。

「しつこいな」

「いいから答えろ」

「そりゃあ、諦あきらめて斬られるさ。どのみち刀身が本物だろうとなかろうと、私の剣術の腕ではたかが知れてる」

　伊い織おりは達観した口調で言うと、竹たけ光みつを取り戻し、不慣れた手つきで鞘さやに収めた。

「諦あきらめて斬きられるとか、簡単に言うな。そんな心構えをしてると、修しゆ羅ら場ばに遭あったらすぐ死ぬぞ。相手がどんなに強かろうと諦めずに戦えば、活路は見えてくる。男子たるもの逃げるとか、諦めるとか、容易たやすく口にするもんじゃねえ」

　冬とう馬まが断固として言った直後、廊下から彼に声が掛かった。

「では、私からも逃げも隠れもせんと言うことですな」

　いつの間にか廊下に座していた弥や平へいが猪い首くびを回す。野太い骨音が鳴り、暗夜に木霊こだました。

「久く世ぜ様のお邪じや魔まはしないと約束されたにもかかわらず、舌の根も乾かぬうちにこの有様。夏とは言え、土蔵で夜を明かすのはさぞかし辛つろうございますが、覚悟して頂きますよ」
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　雨は夕刻に一いつ旦たん止やんだが、宵よいの空が藍あいから黒へと色を深めるにつれ、またぽつりぽつりと降りだしはじめた。

　九きゆう兵べ衛えは草ぞう履りを濡ぬらさぬよう、水たまりを器用に避よけては、跳び越え走り抜けた。熊くまと見間違うような巨漢の侍さむらいに気け圧おされ、行きかう人々が皆、道を開けていく。旅宿を兼ねた八軒の他国問屋が居並ぶ、賑にぎやかな八はち軒けん屋や町を通り抜け、松まつ江え大橋を渡ってすぐ東、料亭「玉の緒」の軒のき先さきへ飛びこむ。本降りになる前に辿たどりつけたおかげで、縮ちり緬めんの羽は織おりに落ちた雨粒は数えるほどしかない。

　ぬっ、と暖の簾れんを分け入ると、階下は客で溢あふれていた。

「いらっしゃいませ、河かわ田た様」

　瓜うり実ざね顔の女将おかみが、愛想良く出迎えに現れた。

「この天気にかかわらず、よう繁盛しておるな。結構、結構」

「河田様をはじめ、天てん魔ま党の方々に御ご贔屓ひいきにして頂いているおかげです。今晩もどうぞ、ごゆるりとお過ごし下さい」

「おう、そうさせてもらうぞ」

　上機嫌で言い、鉄てつ扇せんを開いた。口元を隠して女将に耳打ちする。

「あいつはもう階う上えにいるか？」

「はい。半刻前にお着きになられています」

　と、答えた女将の表情が憂ゆう色しよくを帯びたのも気にかけず、九兵衛が言う。

「小半時後には、あいつは帰る。下りてきて教えるから、その時に俺の膳ぜんを運んでくれ」

　小さく頷うなずいた女将が身を寄せてきて、一つ宜よろしいですか、と断りを入れた。

「ご一党と国事について論じ合われる為なら、いくらでも階う上えをお貸し致します。ですが、あの方だけはご堪かん忍にん下さい。皆、怖こわがって仕方ありません」

「何だ。また、知らぬ間に座敷に座ってたのか？」

　下した顎あごを搔かきながら、九兵衛が訊きいた。いよいよ、女将の顔が青ざめている。

「はい。それはもう幽霊みたいに、どこからともなく現れて、座敷に座っておられていたんです。私はもちろん、女中たちの誰一人、店に入ってこられたのも見ていませんし、階段を上がる音も聞いていない。もう、恐ろしくて、恐ろしくて……」

「これだけ繁盛してるんだ。忙しくて、気づかんかっただけだろう？」

　何事もなかったかのように事を収めようとする九兵衛に、女将が目め尻じりを吊つりあげた。

「どれほど忙しくとも、ご来店頂いたお客様を見逃すなど、私はもとより、この玉の緒の人間がするわけございません。そこらの料理茶屋と一緒にされないで下さい」

「まあ、そう言うな」

　と宥なだめて離れぎわに、女将の袂たもとへ二朱銀を滑すべりこませる。

「誰も上げるなよ」

　そう言い置き、踏み板が飴あめ色に拭ふきびかりした階段を上がっていく。玉の緒の二階は、五つの座敷に分かれていた。いつもはそのどれもから酔客の嬌きよう声せいが漏もれているのだが、今こ宵よいは水を打ったように静まり返っている。

「俺だ。入るぞ」

　廊下の突き当たり、一番奥の座敷の襖ふすまを開けた。茶会の客のように背筋を伸ばし、男が一人座っている。

「待たせて悪かったな」

　男の前に置かれた手つかずの膳ぜんをのぞき、分厚い唇の両端を引き上げ、にたりと笑った。

「まだ何も手をつけていないじゃないか。俺など待たず、始めておけば良いのに」

　言いながらも、彼がそれを出来ないのを十々承知している。

　男は顔が分からぬよう覆ふく面めんを被かぶっていた。露ろ出しゆつしている目元や手を見る限り、歳としは九きゆう兵べ衛えと変わらぬ若さだ。羽は織おりから柄つか袋に至るまで、身につけている物全て一見すると地味だが、その実は決して悪くない。

「与よ太たはいい。早く座れ」

　口の利きき方を知らん奴やつめと、心の内で罵ののしりながら、九兵衛は腰を下ろした。

「鳶とび巣すの件はどうだ。あれで良かったのか？」

　男に命じられ、斬きってもいない金かな森もり鳶巣を、我らが斬ったと触れ回った。どういう意図があるのかついぞ分からなかったが、懐ふところが温まっただけではなく、天てん魔ま党の箔はくもつき、良いこと尽くめの仕事だった。

「上々だ。師父も喜んでおられる。でかしたぞ九兵衛」

「別にあれしきの空くう砲ほうを撃つくらい、大したことじゃないさ」

　言って鉄てつ扇せんを帯に差し入れた。

「で、例のものは持ってきたのか？」

「そうでなければ、私がここにおるわけがなかろう」

　膳を横へのけ、男は袱ふく紗さ包みを出した。

　九兵衛がそれを奪うようにして手に取り、包みを開ける。現れたのは、無反りの短剣だった。柄つかは刀身と一体化しているらしく、握ると金属の冷たさを感じた。銀細工が施ほどこされた黒色の鞘さやを払う。

　冴さえわたった銀の光こう芒ぼうを放つ両刃は、細く鋭い。刀身には血みぞの代わりに、文字とも文様とも判別しがたい装飾が彫りこまれていた。切っ先から柄頭まで、ため息が漏れるほど美しい。

「修験道の開祖、役小角えんのおづぬの石いし葛かずらの剣だ。文もん武む天皇の御み世よ、彼を懺ざん言げんし伊い豆ずへと流した国津神一ひと言こと主ぬしを、葛かつら城ぎ山の谷底で縛りつけたのがこれよ」

　そう厳いかめしい声色で言った男を胡う散さん臭くさ気げに見、九兵衛は手中の短剣を行あん燈どんにかざした。

「見目麗うるわしい剣ではあるが、そのような力があるとはとても思えんな」

「ならば試してやろう。孔く雀じやく王おう呪じゆ法ほうを練りこめし石いし葛かずらの剣の妙みよう味み、とくと味わえ」

　言うや否や、男は短剣を奪い取り、畳たたみの上に映った九きゆう兵べ衛えの影に突き立てた。

「どうだね？」

「なっ、何だ、これは!?」

　声に焦あせりを沸きたたせ、九兵衛は言った。腰を半ば浮かせ脇わき差ざしに手をかけたまま、石像のように硬直している。口は自由に動くが、見開いた目はただ一点を結び、瞬まばたき一つ出来ない。表情が変わるのは鼻から下だけで、すこぶる奇妙である。

「影かげ縛しばりの法だ。自身が思う通りに動けないのはもちろん、万力をもってしても他人が貴様を動かすことは不可能。剣を影から引き抜くか、影が移ろい剣を離れるか。そのいずれかでなければ、絶対に元のように動けん。これが、修験道が誇ほこる孔雀王呪法の力よ。夷い狄てきの操る魔法など恐るるに足らんわ」

「よく分かった。分かったから剣を抜け」

　心胆が凍こおりついていながら、哀願に聞こえぬよう気を払い、九兵衛は言った。経験から思い知っていることだが、怯おびえを一度見せると、それから常に相手の下か風ふうに立たされることになる。犬のように相手に従うのは、松まつ江えの城下を肩で風切り歩く、天てん魔ま党の首領としての矜きよう持じが許さない。

「抜いてやってもいいが、どこにあるか分からんな」

　覆ふく面めんの男が、目元に嗜し虐ぎやく的な笑みをたたえて問うた。

「戯ざれたことを言うな。ほれ、そこに。俺の右膝ひざの──」

　と言いかけ、気がついた。自分の視界の隅すみにあるはずの短剣がどこにも見当たらない。

「驚いたか？　見えんが、実はあるのだよ」

　男は影を映す畳の上、何もない宙を中指で弾はじいた。キンという澄んだ金属音が、座敷を響き抜けていく。

「影縛りの法力を発している間は、石葛の剣はその姿を影の中に消しこむ。呪で縛られている相手は、何が起こっているのか見当もつかん」

　男は膳ぜんに並べられていた味み噌そ田楽の長串くしを抜いた。鋭く斜め切りにされた先端を、徐々に九兵衛の眼球へ突き立てるようにして近づけていく。

「この影縛りの甘美なところはな。一切の抵抗が出来ぬのに、口だけは利きけることにある。耐えがたき苦痛を与え、口を割らせるも良し、命果てるまで悲鳴をあげさせて楽しむも良し。さて九兵衛、串は全部で三本だ。どこまで耐えられる？」

「冗じよう談だんはよせ」

「冗談で人の目玉は潰つぶさんよ。半刻も遅れてきた詫わびをいれてもらうぞ。元々見れぬ面相だ。片目を潰されても障さわりはなかろう？」

「本当は刺せんくせに強がるな。俺の手を借りたいんだろ？　もし少しでも傷つけてみろ。天魔党はお主を容よう赦しやせんぞ」

　勇を奮い起こし、そう凄すごんだが、男は躊ちゆう躇ちよする素振りも見せない。さらに長串くしを瞳どう孔こうに向けて突き寄せてくる。

「容赦せん？　何だその口の利きき方は。貴様は己の主人が、誰か分かってないようだな。まあ、拾うたばかりの野の良ら犬だから仕方ない。本来はくびり殺すところだが、特別に躾しつけをしてやろう」

　男は言うと、長串を横手に持ちかえ、九きゆう兵べ衛えの左頰ほおに突き刺した。口が半ば塞ふさがれているせいで、せり上がってきた悲鳴が喉のど元もとでくぐもる。串は左頰を貫通し、右頰の内側で止まった。口内に血が溜たまり、舌と鼻奥がその鉄臭くさい味と匂においを嫌いやというほど感じとる。

　外では、昼にもまさる本降りが始まっていた。屋根瓦がわらを間断なく打ち続ける雨粒の音が、九兵衛の呻うめき声をかき消す。

「今度、私に吠ほえかかってみろ。顎あごを引き裂くからな」

　男は頰から長串を引き抜き、その先端を再び眼球に向けた。傷穴から血が一筋流れだし、顎を伝い落ちる。

「分かった。俺が悪かった。頼むからこれ以上はやめてくれ」

　誇りを捨て去る逡しゆん巡じゆんもなく、九兵衛は哀あい訴そした。細い竹串が、木の杭くいほどの大きさに見える。その先端が網もう膜まくに触れたと感じた瞬間、九兵衛は、ひぃと喉の奥から、か細い悲鳴を漏もらした。同時に彼の股またぐらを生温かい液体が濡ぬらす。

「ところ構わず、小便をたれるな。野良犬はこれだからかなわん」

　言って舌打ちし、男は長串を背後に投げ捨てた。

「今日はこれくらいで勘弁してやる。糞くそまで漏らされてはたまらんからな」

　男は影に手を伸ばすと、何もない宙を摑つかみ畳から引き上げた。

　九兵衛が糸を切られたように、腰から床へ崩れ落ちる。瞬時に姿を現した短剣に驚く余裕はなく、自ら作った水たまりの上で放心した。

　雷鳴が聞こえる。天は嵐を迎えていた。

「この法具は使い手を選ばない。夷い人じんの魔法と違い、詠えい唱しようもなければ、魔法陣もいらず、わずかばかりの魔力もいらん。影に突き刺しさえすれば、敵を縛ることが出来る。猿でも、犬でも、つまり貴様でも大丈夫というわけだ。理解出来るか？」

　うなだれた姿勢のまま頷うなずく。濡れた袴はかまは早くも冷たくなってきていた。心の奥底で復ふく讐しゆうの鬼火が燃えはじめたが、気取られぬよう奥歯を嚙かみしめ表情を殺す。九兵衛は忠実な僕しもべの役を演じるのだと、何度となく胸の中で、自分に言い聞かせた。

「よし。一匹目の獲物は貴様が茶店で会ったという魔法士、久く世ぜ伊い織おりだ」

「どうしてあの若造なんです？　戦わずに逃げだした臆おく病びよう者ですよ」

「阿呆あほうが。死に急ぐ勇士より、逃げ脚の速き臆病者こそ難物よ」

「と申しますと、今度は殺さず捕らえるのですか？」

　短剣を手の中で弄もてあそびながら男が頷うなずく。

「あの魔法士は治じ部ぶの依頼で、巨万の富を生む何かの翻ほん訳やくに携たずさわっているそうだ。尊そん皇のう攘じよう夷いを実行するにも、先立つものが必要。まずは金、藩はん庁ちように巣食う蛆うじ虫むしどもを一掃するのは、我らが足元を固めてからだ」

（ひょっとしてこの男、憂国の士ではなく金だけが目当ての俗物じゃないのか？）

　そう疑念が生じたが、おくびに出さず、承知しましたと従順に応じた。以後も、襲撃の場所と時間、幽閉先など、男に言われるまま頷き続ける。

　店の外では、激しさを増す風雨と共に、雷がその唸うなり声を高めていた。

「──影縛りを解く前に必ず手足の指は、全て斬きり落とせ。魔法陣が描けなければ、久く世ぜもただの餓が鬼きに過ぎんからな。だが、絶対に殺すな。絶対にだぞ」

「お任せ下さい」

　と答え、すぐに問い返す。

「時に、護衛につくと思われる失し本もとはいかにしましょう？」

「手に余れば殺し、首を斬り落としてその日中にここへ持って来い。その場合は、必ず顎あごから上は傷つけるな」

「何な故ぜそのようなことを？　首を河原にさらすのであれば、そこまでお引き受け致しますぞ」

　男は九きゆう兵べ衛えの申し出を鼻で笑ってから、覆ふく面めんの間にのぞく両眼を凄すごませた。

「我々に深しん慮りよ遠えん謀ぼうがあってのことだ。貴様らは知る必要はない。命じたことだけ黙って遂行しろ」

　言って立ち上がると、抜き身のままの短剣を九兵衛の傍そばに投げ落とした。

　今すぐにそれへと飛びつきたい衝動を、何とか押しこめる。まだ男に隙すきは見られない。九兵衛は平伏し、今少しでやってくる逆襲の時を待った。

「しかと働けよ。それ次第で、松まつ江えは貴様たちのものになるのだからな」

　九兵衛に目もくれず、男が立ち去ろうと背を向ける。その一瞬を逃さず、短剣を拾い、畳に映った男の影に突き刺した。

　と、思った九兵衛の視界は、闇やみ一色に塗りこめられていた。座敷の行あん燈どん全てが、同時に光を失った。何故そうなったか分からない。

「野良犬、腹が減ってるのか？　ならばこれを食うがいい」

　耳元で男はそう言い、身じろぎ一つ出来ない九兵衛の口に何か平らで柔らかいものを押しこんできた。喉のどに詰まり嘔え吐ずいたが、口元が、大きな手で覆おおわれているので吐はくに吐けない。肩口から回された腕を振りほどこうにも、鉄の閂かんぬきを嵌はめられたかのようにびくともしなかった。

「機が熟するまで、待ったのは褒ほめてやろう。貴様は心構え次第で、良い猟犬になる。よくよく精進しろよ」

　その言葉を最後に、口を塞ふさぐ手が離れた。足音が座敷を出て遠のき、消えていく。両手を床につき、九きゆう兵べ衛えは安あん堵どと共に、口に押しこめられたものを吐はきだした。

　雷光が瞬またたき、畳たたみに転がったそれが照らしだされる。断面の赤が鮮やかな、切り取られた肉片が二枚。

　闇やみの中、震える手で耳元をまさぐったが、生温かい血で滑すべるだけで、あるべきものに触れられない。

　九兵衛の絶叫に天からの轟ごう音おんが呼応する。




「先に送った荷は、いつまでに着きそうだ？」

「おそらく夜五つ（午後九時）。湖畔に沿って城下に向かわれる久く世ぜ様よりは、ほんの少し遅いかと」

「ならば明日の仕事には支障がないな。手間をかけさせてすまんが、後のことは宜よろしく頼む」

「承知しました。私も明晩には書庫にある書しよ籍せきをまとめ、あちらへ移るように致します」

「分かった。道中、気をつけろよ」

　言いつつ、傍そばを通り抜けようとする伊い織おりの細腕を、弥や平へいが握り止めた。肩越しに振り返り、声には出さず、何だ？　と瞳で尋たずねる。

「気をつける必要があるのは、久世様の方です。先程も申しました通り、ゆめゆめ岩いわ切きりの峠とうげは、お通りにならないで下さい。急がば回れですぞ」

　弥平のどんぐり眼まなこが、満月のように力強く光っていた。昨晩、彼から打ち明けられた話が、頭の中をさっと横切る。

「安心しろ。私は、どこぞの馬ば鹿かじゃない」

　そう軽くあしらうと、弥平の手をほどき、再び歩きだす。

「あの馬鹿の足止めはしっかり頼むぞ。ついてこられたら、手間をかけて宿替えをする意味がないからな」

「それはお任せを。土蔵に押し入れ、きつく縄なわ目めをかけておりますから」

「よく見張っておいてくれ。では、明晩会おう」

「くれぐれもお気をつけて」

　長屋門の下もとで弥平に見送られ、伊織は屋敷を発たった。

　空は晴れている。目が染みるような青空に、雄大な夏の岩雲が浮かぶ。その下に、緑の稜りよう線せんが美しい連山が見えた。

　風に吹かれ、緑の稲穂がざわわと波打つ中を、伊織は一人歩いていた。白麻の小こ袖そでに夏なつ袴ばかまをつけ、素足に草ぞう履りと涼やかないでたちをしている。

　連日の嵐でぬかるむ田たん圃ぼ道。足元に気を配っていたが、水たまりを跨またいだ拍子に草鞋わらじが滑った。後ろへ転ぶ寸前、襟えり首くびを摑つかまれ、引き上げられる。

　その手荒さで誰に助けられたか、確かめるまでもなく分かったので、礼を言う気にはなれなかった。案あんの定じよう、耳元で冬とう馬まが、腹立ちを隠さない声色で囁ささやく。

「俺を土蔵に押し入れて、どこへ行くつもりだ？」

（弥や平へいめ、肝心なことをしくじりおって。まだ、屋敷から一町も歩いておらんじゃないか）

　交わしたばかりの約束を破った下男に対し、怒りがふつふつと沸き上がる。襟えり首くびを摑つかまれ、ぶら下げられた状態のまま振り返り、冬馬を睨にらみつけた。

「とにかく降ろせ。息が詰まる」

「そいつは悪い。気がつかなかった」

　わざとらしく言って、ゆっくりと地面に降ろす。伊い織おりは赤せき眼がんに視線を合わせず、歩きだした。

「どこに行こうが私の勝手だ。貴様に教える義理はない」

「なら別にいいぜ。ついて行くからよ」

　早足で引き離そうとしたが、一歩の幅が大きい冬馬に難なく追いつかれた。伊織の唇の間から、ため息がこぼれ落ちる。

「どうやって、出てきた？」

「縄を外して、とっておきの抜け穴を使ったんだ。しかし、まいったぜ。弥平の奴やつ、力任せに縛しばりやがるから、こんなになっちまった」

　言って、かざした冬馬の左手首に、くっきりと縄目の痕あとがついていた。弥平が手を抜いたわけではないのは、これでよく分かったが、新たな疑問が首をもたげる。

「そんな風に縛られて、どうやって縄を解いたんだ？」

「長なが崎さきにいた頃、隣となりの長屋に、清しん国生まれの奇術師がいてな。俺が剣を教える代わりに、縄抜けの技を教えてもらったんだ。機会があれば、他にも面おも白しろいものを見せてやるよ」

　得意げに言い、口笛を吹きながら歩く彼を、伊織はうんざりとした目で眺めた。

（見えなくなるまで飛ぶか）

　そう思い、指で魔法陣を描こうとした瞬間、襟を冬馬に摑まれた。首を捻ひねり、睨み上げる。

「放せ。歩きにくい」

「放すと魔法で飛ぶつもりだろ？　お前の行動はもう読めてる。何をしても無む駄だだぞ」

　悪戯いたずらっぽく笑い、伊織の肩に手を回す。

「そう怒るな。可愛い顔が台無しだぞ」

「貴様、わざと言ってるだろ？」

「お互いに相手のことがよく分かってきたみたいだな」

　冬馬は笑みを空に向かって弾はじけさせ、伊織の背中をどんと叩たたいた。お返しに肘ひじで腹を突こうとしたが、横跳びでかわされ、勢い余ってよろめく。忌いま々いましげに彼を見やり、歩きつつ問う。

「分かってるなら、どうして私の邪じや魔まをするんだ？」

「お前が翻ほん訳やくをすると、約束しないからだ」

「だから何度も私の一存では出来んと言ってるだろうが。いい加減諦あきらめろ」

「そりゃ、無理だ。俺は諦あきらめが悪い。お前がうんと言うまでどこまでもつきまとうぜ」

　冬とう馬まは言葉通り、諦めの悪い男だった。連日連夜、弥や平へいに土蔵へ放りこまれては床下を這はい、天井板を外しては、脱出を繰り返し、ところや時刻に構わず頼んできた。おかげで神かん藤どうに託されている翻ほん訳やく作業の進みが悪い。そこで、伊い織おりが打った手は──

「ほとほと貴様には悩まされたが、それも今日で終わりだ。私は鳶とび巣す先生の本屋敷に移る。もちろん、貴様は出入り禁止だからな」

「甘い。甘いぞ、伊織。そんなことで俺が諦めるかよ。殿との町にある本屋敷には、鳶巣先生に連れられ、何度か行ったことがある。あそこくらいの塀へいや堀ほりなら、忍びこむのはわけないぜ」

「強がるな。監視する人間も増えるんだぞ。そう簡単に忍びこめるわけがない」

「出来るさ。何の強がりでもないって、今晩証明してやる。まあ見てなって」

　虫歯が痛むかのように、伊織は顔をしかめた。根拠は乏しいが、自信満々の冬馬を見ているとやりかねないように思えてくる。

「そう露ろ骨こつに嫌いやがるなよ。俺が傍そばにいる事実は変わらないんだから、物事はいい方に考えた方がいいぜ。例えば今なんかは護衛されていると思えば、腹が立たんだろ？　逆に感謝してもいいくらいだ」

「必要のない護衛につかれて、何な故ぜ感謝せねばならん。それに攘じよう夷い狂いの馬ば鹿かどもに斬きられるほど、私の魔法は拙つたなくないぞ」

「鳶巣先生もそう思ってたはずだ。でも斬られた。違うか？」

　一転真顔になった冬馬にそう訊きかれ、伊織は答えに窮きゆうした。確かに斬られたのは違いない。

　蘭らん学がく者にして翻訳家、そして魔法士として高名だった金かな森もり鳶巣が攘夷志士に斬られたと聞いた時、誰もが悲しむと同時に、何故と首を捻ひねった。彼ぐらいに名の知れた魔法士になれば、つけ狙ねらわれることが日常、それを魔法で撃退するのも茶さ飯はん事じ。伊織も鳶巣が京滞在中、烏丸からすま丸まる太た町で十数人の攘夷志士に囲まれたが、木こつ端ぱを払うように返り討ちにしたという武勇伝は耳にしたことがあった。そんな男が松まつ江えで不覚をとった理由は、依い然ぜん謎なぞとされている。

「薬売りか何かに変装して、すれ違いざまにバサリってこともある。魔法はどうしても出が遅い。刀を使える俺が傍にいた方が何かと心強いだろ？　それに俺は俺で、お前と行動した方が、都合がいいからな。お互い様ってやつだ」

　結局、彼の調子に丸めこまれていく自分を腹立たしく思いつつ、伊織は何の都合だと尋たずねた。

「仇あだ討うちの都合にいい。鳶巣先生を斬ったと吹ふい聴ちようしている天てん魔ま党の奴やつらにしてみれば、魔法士であるなら誰だろうと関係ねえ。目に入れば斬ろうとしやがる。ひさご屋の一件で、お前も奴らに魔法士と知られただろ？　異人の血を引いている俺と、魔法士のお前が一緒にいれば、追わずとも仇かたきが向こうの方からやってくるって寸法さ」

「つまり私を餌えさにするということだな」

　伊織が嫌みを込めて言うと、冬馬は心外とばかりに眉まゆ根ねを寄せた。

「お前は何で人の物言いを悪意、悪意でとろうとするんだ？」

「それは誤解だぞ。貴様の言うことを正確に理解しているだけだ」

「お前って本当、ああ言えばこう言うよな」

「それこそ、お互い様だ」

　そう弾はじき返してから、伊い織おりは真剣な眼まな差ざしを冬とう馬まに向けた。

「仇かたきを討つなとは言わんが、もしこの道中、奴やつらに襲われるようなことがあったら、余程のことがない限り、私は貴様を連れて逃げるぞ。目の前で斬きり合われるのは真っ平だし、置いていって死なれるのも寝覚めが悪いからな」

　ほう、と何か思うところがあるような声をあげ、冬馬が形の良い顎あごを撫なでた。

「一応は俺の心配をしてくれるんだな。嫌われているんじゃないかって気になっていたんだが、安心したぜ」

「安心するな。貴様のことはこれ以上ないくらいに嫌っているぞ。ただな、蚯蚓みみずであろうと、野の良ら犬であろうと、自分が通り過ぎた道で死んでいたら気分が悪いだろ？　そういうことだ」

　言った伊織の両頰ほおを、後ろに回りこんだ冬馬が抓つねりあげる。

「素直に心配だって言えよ。言うまで放さないぜ」

「あやえめおろ！　うっとれさえあいあぶっ飛ばされたいのか」

「こうされたら詠えい唱しようが出来ないくせに、偉えらそうなことを言うな。早く素直にならねえと泣くことになるぜ。まだ指に五ご分ぶも力を入れてないんだからな」

「たたうわえけあが、いんえおううか死んでも言うか！」

　涙でかすむ視界の隅。旅装の侍さむらいが小道の中央で立ち止まり、もみ合う二人を困り顔で見ていた。右みぎ眉まゆの上に、小豆あずきほどの大きさをした黒子ほくろがのっている。

　伊織は頰を抓られながら、すぐ傍そばに人がいることを身振りで冬馬に知らせた。

「よし、一時休戦だ」

　両頰から手が放れたのも束の間、冬馬に慣れた動作で襟えり首くびを摑つかみ上げられ、伊織は道の端へと運ばれた。

「邪じや魔まして悪かったな。さあ、通ってくれ」

　伊織を降ろし、冬馬が侍に先へ進むよう手で合図を送る。

　そんな彼を涙目で睨にらみつけ、伊織は後で倍返しにしてやるからなと呟つぶやいた。両手で挟はさむようにして摩さする頰は、林りん檎ごのように赤くなっている。

　黒子が目を引く旅装の侍はかたじけないと軽く頭を下げ、一歩進んで足を止めた。いかにも実直そうな顔を二人に向ける。

「時にお二人とも、これから松まつ江えの城下へ行かれるおつもりか？」

「そうですが、何か？」

　侍は訳知り顔で頷うなずくと、汗で濡ぬれていた眉を黒子と一緒に手の甲でぬぐった。

「いらぬ節介かとも思ったが、訊きいて良かった。実はつい先程宍道しんじ湖この岸辺で、ここ数日の大雨が地盤を緩ゆるめたらしく、大きな土砂崩れが起こりましてな。幸い誰も怪け我が人は出なかったが、何町にも渡って道がなくなっておりますぞ」

　悪い報しらせを受け、伊い織おりの瞳に、すっと影が立つ。

「陽が落ちるまでには、人が通れるようになりそうでしたか？」

「陽が落ちるまで？　とてもとても」

　黒子ほくろの侍さむらいは呆あきれた顔つきで、手を左右に振った。

「まだまだ崩ほう落らくしそうな場所もあって、すぐには普ふ請しんに取りかかれず、街道が往来出来るようになるのは、いつのことやら。早いうちに、迂う回かい路ろを取られた方が賢明ですぞ。舟で湖を渡ろうにも嵐にやられて、ここ数日は漁りようにも出られそうにないと、土地の者が嘆いておりましたからな」

「かたじけない。助かりました」

　侍に頭を下げると、伊織は眉をひそめたまま、踵きびすを返して歩きだした。冬とう馬まが、すぐに肩を並べてくる。

「で、どうするつもりだ？」

「土砂崩れの一か所や二か所、飛び越えるのは造ぞう作さもないが──」

　出来れば人目につく場所で、魔法は使いたくなかった。いくら松まつ江え藩はんが開明的であっても、人外の力の使い手として、魔法士を忌いみ嫌う庶民は少なからずいる。そんな彼らを徒いたずらに、刺激したくはない。命を付け狙ねらってくるのは、過激攘じよう夷い志士たちだけで十分だ。

「なあ、冬馬。湖岸の道は、人通りは多いのか？」

　一いち路ろに連れられ、こちらへやってきた時は、宍道湖を舟で斜ななめに渡った。故ゆえに、伊織はこれから目指す街道を一度も歩いたことがない。

「そりゃあ、多いぜ。山さん陰いん道へと合流するからな。今頃、崩落現場は人でごった返していると思うぞ」

「参ったな」

　崩落現場の手前から飛ぶにしても、着地場所をどこにするかが難しい。人目のつかぬところに降りたはいいが、城下とかけ離れていれば、本屋敷への到着が遅れ、今晩のうちに荷物の整理が出来なくなる。これでまた、翻ほん訳やくが滞とどこおれば、神かん藤どうと約束した期日が守れなくなるかもしれない。

「──仕方ない」

　眉根を指で搔かきつつ、冬馬を横目で見る。弥や平へいの忠告が耳奥に残っていたが、雷が同じ場所に二度も三度も続けて落ちることはまずない。万が一、危険な目に遭あいそうになったら、その時に飛べばすむことだ。

「岩いわ切きりの峠とうげを越えて、城下へ行く道を知っているか？」

「もちろん知ってはいるが、進んで教える気にはなれねえぞ」

　冬とう馬まは言って小石を蹴けった。五ご間けんほど飛び、道の窪くぼみに跳ねて反れ、畦あぜへと落ちた。

「頼むと言えば、案内してくれるのか？」

「俺は別に構わんが……」

「じゃあ、頼む」

　いとも簡単に頭を下げられ、冬馬がきょとんと目を丸める。

「何か悪い物でも食べたのか？」

「茶化すな。お前が気の進まない理由を知っているから、頭を下げたんだ」

「岩いわ切きり峠とうげの村のことを、弥や平へいから聞きいたのか？」

「ああ。鳶とび巣す先生がそこで斬きられた夜、村人全員が神隠しにあったらしいな。弥平に何が起こるか分からんから、そこは絶対に通るなと言われたよ」

　昨晩、城下の本屋敷に移ると切りだした際、弥平が顔を曇くもらせながら、その村で起こったことを話してくれた。

　岩切峠の中腹にある、百ひやく姓しよう家が二十軒けんほど立ち並んだ集落でのこと。夕刻、城下に用向きが出来たと言いだした鳶巣が、冬馬の護衛を断り一人で出かけ、次の朝死体で発見された。その同じ朝、村人全員が忽こつ然ぜんと姿を消していることに、捜そう索さくにあたっていた弥平たちが気づいたのである。山間の村だが、特に貧にあえいでいたわけではなく、逃ちよう散さんする理由が一つもなかった。それ故ゆえ、誰ともなしに神隠しにあったと噂うわさし合うようになったらしい。

「昨夜も考えたんだが、鳶巣先生を殺した下手人が、口封じの為に、村人全員を連れ去ったんじゃないのか？」

「それはないな。口封じが目的なら、斬り捨てればすむ話だ。さらったところで、面倒が増えるだけだぞ」

「だったら、何者かが村人を連れ去ろうとしたところに、鳶巣先生が通りかかり、ご難に遭あわれたんじゃないのか？」

「そうだとしたら、分からないことがある。岩切の村には、金になりそうな若い男女は一人もいなかった。四よ十そ路じ、五い十そ路じの連中をかどわかしても、誰も買い手はつかねえぞ」

「ならお前は、本当に神隠しがあったと思っているのか？」

「神隠しなんてものは昔から、人間の仕業に決まってる。だが、あの村で起こったことは、そう簡単に片づかねえ。家財道具が全て残っているどころの騒ぎじゃなく、夕ゆう飯めしの支度をした後、手をつけずどこかへ行っちまってる。皆で手を取り合い旅に出かけたとするなら、少し思いつきが過ぎると思わないか？　誰かに無理強じいされたとしても、村で誰かが争ったような形けい跡せきはどこにもない。まるで煙みたいに、消えてるんだ」

　小首を捻ひねる冬馬を横ざまに見つつ、伊い織おりは腕を組んだ。

　金かな森もり鳶巣の斬ざん死しと神隠し。この二つは関連していると考えて、まず間違いないだろう。しかし、どちらが先に起き、どちらが巻きこまれたにしろ、気になることが一つある。

「攘じよう夷い狂いに鳶とび巣す先生が斬きられたという話は本当なのか？　どうもこの一連の事件、魔法士の匂においがするぞ」

「俺も先生が斬られたところを見たわけじゃないから絶対とは言い切れねえ。でもな、さっきも話したが、攘夷を掲かかげている天てん魔ま党の奴やつらが、あちこちで鳶巣先生を斬ったと触れ回っている。それが噓うそか真実かは、知らんが、先生が奴らと敵対していたのは、紛まぎれもない事実だ。弟子の魔法士が何人か斬られているから、先生は攘夷狂いどもを、激しく憎んでいた。他に恨みを買うような人じゃないし、下手人は奴ら以外には考えにくいぜ」

　聞けば聞くほど分からない話だった。魔法士と攘夷志士。相反するはずの二つが、この一連の事件に協力して関わっているように思える。何が手を結ぶきっかけになったのか。村人が失しつ踪そうしたのは意図したことか、それとも成り行きか、金かな森もり鳶巣は全てにどう関係してくるか──

（考えだすと切りがないな）

　そう思い、興味は尽きないものの、伊い織おりは思案するのをやめにした。今、自分にとって大事なことは、あの魔導書を一刻も早く翻ほん訳やくすることであり、鳶巣殺しにまつわる謎なぞを解明することではない。

「なあ、仮に魔法士が関わっているとして、どんな魔法を使えば、村人を痕こん跡せき残さず消せるんだ？」

「無茶なことを訊きくな。貴様の問いは、目隠しをして夜空に浮かぶ星の名前をあてろというようなものだぞ。幾いく億おくもある魔法の何をどのように使ったなど、見てもいないのに分かるはずなかろう」

　と無理な注文をたしなめ、彼の二の腕を叩たたいた。

「答えの出ぬことに、いつまでも頭を悩ましていても仕方がないぞ。ところで、岩いわ切きりの峠とうげを越えると、どれくらいで城下に到着出来るんだ？」

「道は悪いが、湖岸を沿って歩くより早く着く。暮れ六つ（午後七時）ってところかな」

「それなら迷うこともないな。冬とう馬ま、道案内を頼む」

「本当にいいんだな？」

　気乗りのしない口調で訊いてきた冬馬に、頷うなずき返すと、伊織は拳こぶしで手のひらを打った。

「そうだ。忘れぬうちに、お前に教えておくことがあった」

「何だよ、唐とう突とつに」

「まあ、いいから十歩ほど先に行け」

　冬馬は首を傾かしげつつ、立ち止まった伊織に促うながされるまま、まっすぐと延びた田園の細道を歩いていった。

　その広い背中に向けて語りかける。

「恨みの怖こわさはな。危害を加えた者は、そうと思わなくとも、被害に遭あった者は、岩に刻んだが如ごとくいつまでも忘れんことだ。それに無自覚だと、思わぬ時に手痛いしっぺ返しを喰くらうことになる」

「そんなことお前に教えられずとも、知っているぞ」

　冬とう馬まが丁度十歩で立ち止まり、燕つばめのような軽やかさで踵きびすを返した。

「いいや、知っているつもりで、自覚が足らんな。頰ほおを馬ば鹿か力で抓つねられた礼、ちゃんと返させてもらうぞ」

　未いまだうっすら赤味の残った頰に冷笑を浮かべると、伊い織おりは指先に宿った金こん色じきの閃せん光こうを走らせ、魔法陣を描きだした。

「詠えい唱しようがなくても、魔法を起動する技もある。これもよく覚えておけ」

「おい、ちょっと待て」

　冬馬が顔を引き攣つらせ、後ずさった。が、逃がさない。魔法陣を両手でかざし、狙ねらい撃つ。伊織の一声が、稲穂を揺らす風に乗り、穏やかな田園を駆け抜ける。

「雷撃ル＝ボウ！」




　巻き雲に覆おおわれた日没の空が、いくぶん色づきはじめてきた。長雨のせいで埃ほこりが洗い流されたせいか、空気は澄んでいる。素晴らしい夕焼けになりそうだ。

「なあ、やっぱり縮れてないか？」

　癖くせ毛げがちの髪を撫なで、冬馬が沈痛な面おも持もちで言った。

「しつこい奴やつだな。それは生まれつきだ。慣れない詠唱圧縮を使ったから、ほとんど力が出せなかった。あんなに弱い電撃で、髪が縮れるまで焼けるわけがなかろう」

　伊織は答えながら、人さし指を肩口で振った。凜りんとした口元が、わずかに綻ほころんでいる。

　他愛もないことを言い合ううちに、樹海を縫ぬって続く小道を抜け、視界の開けた谷あいへと出た。すぐそこに、ひっそりと佇たたずむ小さな集落が見える。二人の表情がにわかに引き締まった。

「あそこが、例の村だ」

　冬馬に教えられずとも、目の前にすればそれと分かった。

　夕暮れ時にもかかわらず、間ま遠どおに散らばっている家々から炊すい煙えんの一条たりとて昇っていない。周囲の田畑や隣りん家かを結ぶ道の上、その何いず処こにも人影は見当たらなかった。カナカナと、ひぐらしの鳴き声だけが虚むなしく一帯に響き渡っている。

　二人は目の眩くらむ夕陽を正面に浴びながら、村の中央を抜ける道を進んだ。道のきわに植えられた胡瓜きゆうりが青々と実っている。戸口の前を通るたびに、それとなく中をのぞきこみ、人の気配をうかがった。玄関のたたきに、きちりと踵かかとが揃そろえられた草ぞう履りが置かれている。失しつ踪そうから二ヵ月が経過している為、床板には一面、埃が積もっていた。築つい地じ塀べいに囲まれた庄しよう屋や屋敷と思おぼしき、大きな建物の門前で冬馬が立ち止まる。

「袈け裟さに斬きられ、絶命した先生が発見されたのが、ここだ」

　先を急ぐ気持ちはあったが、手を合わせるくらいはと思い直し足を止めた。彼が指し示した場所の前で座り、黙とうする。片目を開き、隣となりを見ると、冬とう馬まが泥で袴はかまが汚れるのも気にせず両膝ひざをつき、手を合わせていた。

「未いまだに信じられねえよ」

　言って辺りを見回した彼に続き、伊い織おりも視線を巡らせた。

　瓦かわらや塀、柱に門もん扉ぴ。標的を外した魔法の痕こん跡せきが見当たらない。予測していたことだが、不意をつかれ、魔法を発動させる余裕なく斬きられたようだ。けれども──

「鳶とび巣す先生ともあろう人ならば、いかなる時も、一応の用心をされていたはず。攻撃魔法で抵抗した痕あとが、一つくらいあっても良さそうなのだが何もないな」

「魔法を撃ち放った痕跡はないが、抵抗はしているぜ。先生の剣には十数合打ち合った痕があったからな」

「十数合？」

「先生はどこかの誰かさんと違って、剣もかなり使えたしな」

「かなりとはどれくらいだ？」

「神しん道とう無む念ねん流りゆうの切きり紙がみだ。そこいらの武士にはまず遅れを取ることはない。魔法の方がずっと達者だったが、敵に襲われた時に虚をつけるよう技を磨いていたんだ。そんな先生を真っ向の袈け裟さで、骨ごと斬っている。相手はかなりの手て練だれだぜ」

　仇あだ討うちをすると息巻いていた冬馬が、恐れ入るように言ったのを聞いて、伊織は意地悪く問いたくなった。

「いつもの貴様らしくないぞ。まだ見ぬ敵に臆おくしたのか？」

「ああ」

　冬馬が拍子抜けするほど素直に頷うなずいた。

「まだ見ぬ敵か、天てん魔ま党の奴やつらが下手人かは分からんが、そりゃあ怖いぜ。相手が誰だろうと、太た刀ち行きのわずかな差で生死が決まるんだからな」

　腑ふに落ちないといった表情を見て察したらしく、言葉をつぐ。

「何だ？　怖いと認めちゃいけないのか？」

「いけなくはないが……」

　伊織は言い淀よどみ、一呼吸置いてから問い返した。

「勇気を妄もう信しんするもっと向こう見ずの男と思っていたからな。あっさり怖いと認められたら、こっちとしては調子が狂う」

「お前、勇気の意味を理解してないな」

　肩を摑つかまれ、引き寄せられた。吐と息いきが届くほど二人の顔が近づく。赤せき眼がんが夕陽よりも鮮やかに輝いていた。

「いいか、恐怖を感じないことが勇気じゃない。恐怖を感じて、それでも前に進むことを勇気と呼ぶんだ」

　言って、冬とう馬まが照れ笑いを浮かべる。

「俺もたまにはいいこと言うだろ？　剣の師匠の受け売りだけど」

「道理で感心するはずだ。一瞬でも見直して、損をしたじゃないか」

　呆あきれを隠さぬ口調で言い、伊い織おりは腰をあげた。

　その言葉とは裏腹に何な故ぜか、照れ笑いを浮かべた冬馬の顔が胸に焼きつき、切ないほど苦しい。伊織は理解不能の思いを振り切る為に、彼の背中を力一杯叩たたいた。

「いてぇな。何すんだ？」

「行くぞ。ぼさっとするな」

「してねえぞ。何だよ、急に」

　冬馬のぼやきの後を追うようにして、屋敷を囲む築つい地じ塀べいの角から、慌あわただしく地を蹴ける足音が聞こえてきた。耳では数えきれぬほど、その数が多い。

　失しつ踪そうした村人が出てきたのかと思う間もなく、十数人の侍さむらいが走り出てくる。道を横断するように広がっていき、伊織たちの行く手を完全に塞ふさいだ。襷たすきに鉢はち巻まき。誰もが決闘の準備に余念がない。立ち上がった冬馬は、名乗りを聞くまでもないと、早くも鯉こい口ぐちを切っている。

　遅れて一人、築地塀の陰から姿を現した。見覚えのある風ふう体てい。茶屋で押し借りを働いていた巨漢の侍だった。

「河かわ田た、虫歯か？　待ち伏せるのはいいが、それじゃあ、さまにならんぞ」

　冬馬の言う通り、男は下した顎あごを吊つるようにして包帯を巻いており、まるで歯痛の患者に見えた。が、何かがおかしい。人相を閻えん魔まさながら歪ゆがめた彼に、記憶していた彼とは重なり合わない違和感を覚えた。

（蝶ちようが羽をむしりとられたような……）

　伊織が漠ばく然ぜんと思っていると、冬馬が先に答えを出した。

「ひょっとして、両耳を鼠ねずみにでも喰われたのか？」

　言われてみれば、確かにその通り。あれほど分厚い耳のところで包帯が膨ふくらんでおらず、うっすらと血が滲にじんでいたのが見えた。

「黙れ、黙れ！　その舌、引きちぎってくれるわ！」

　狂ったかのように怒号し、河田が長刀を抜き放った。それに呼応し、全員が抜ばつ刀とうする。さながら天に伸びる銀の稲穂のようだ。

「なあ伊織？　俺はそんなに怒らすようなことを言ったか？」

「図星だったんだろうな。鼠に喰われたっていうのが」

　危機感なく、言葉を交わした二人の背後。足元から伸びた長い影に一人の男が、異風の短剣を片手に忍び寄っていく。

「まあ、そんなことはどうでもいい。冬馬、早く私に摑つかまれ。仇かたきを討ちたい気持ちは分かるが、あれはちと数が多いぞ」

「俺とお前が協力して、一いち網もう打だ尽じんにするっていうのはどうだ？」

「断る。阿呆あほうと関わると、碌ろくなことがない」

　言うなり、飛翔ロツドの魔法陣を描く為、指を走らせようとしたが動かない。

　恐怖で体が硬直しているのかと我がことながら呆あきれたが、すぐにその考えは吹き飛んだ。心を落ち着けてから再び試みたが、指先すら動かなかった。

　恐怖が大波のように押し寄せてくる。手も、肘ひじも、腕も、踵かかとも、脚も、腰も、肩も、首も、瞼まぶたも、目も氷ついたように動かず、伊い織おりの命令を完全に拒絶した。

「どうなってる……」

　不思議なことに口だけが動く。

「九きゆう兵べ衛え、やったぞ！」

　伊織が見ることが出来ない後方で、男が声をあげた。

「何だ、あいつ？　あんなにはしゃいで」

　冬とう馬まが振り返り、狐きつねに抓つままれたような顔で言った。

　伊織の心に、彼が動けることで一いち握あくの希望が湧わいたが、巻き添えにすべきではないと思い直し、それを捨て去る。今の自分の状況を説明するのは「魔法」の二文字としか考えられなかったが、誰がどこから何を仕掛けてきたか、皆目見当もつかない。完全に死地に嵌はまりこんでいた。

「これで残すは葉は武む者しや一人。我ら天てん魔ま党の勝利ぞ」

　河かわ田たの声に歓声が唱和する。冬馬が首を捻ひねり、伊織に問う。

「あいつらの言ってる意味が分かるか？」

「残念だが、よく分かる。冬馬、一人で逃げてくれ」

　冬馬も気づいているかは知らないが、河田のすぐ後ろに、先刻、田園の小道で迂う回かい路ろを取るよう声を掛けてきた黒子ほくろの侍さむらいが控えていた。湖岸の道の崩落が噓うそにしろ、真まことにしろ、この罠わなの手際の良さからして、屋敷の外に見張りが潜ひそみ、こちらの動向が念入りに探られていたようだ。

　そこまでやった上で、身動きごと魔法を封じる用意がされていたということは、狙ねらいの獲物は冬馬ではなく、自分である可能性が高い。が、松まつ江えに来てから日も浅く、彼らに目の敵かたきにされ、執念深く付け狙われる理由が分からなかった。ミスリルの魔導書を翻ほん訳やくしていることが、悪意で彩られた上、どこからか漏もれ伝わったのだろうか。

　伊織の口の端が、苦々しげに歪ゆがむ。

（いずれにしても──）

　言葉をもって彼らを宥なだめ、刀を収めさせるなど出来るはずもなく、事ここに及んでは大きな問題ではない。

「お前も、何言ってんだ？」

　理解出来ぬといった面おも持もちの彼に、自分の現状と、それが魔法によって引き起こされているという予測を手短に説明した。聞き終えた冬とう馬まの表情は、真剣味が増したが曇くもらない。

「じゃあ、お前を担かついで逃げればいいじゃないか？」

「馬ば鹿か、人一人背負って逃げれるわけがなかろう」

「大丈夫だ。猫一匹とさしてかわんねえよ」

　言って脇わきに手を回し、伊い織おりを持ち上げようとしたが、体は浮かなかった。仕切り直し、もう一度挑みかかる。

　力をこめた冬馬の下腕に、びっしりと太い血管が浮きあがった。しかし、伊織の足は、大樹が地の奥深くに根を張り巡らせているかのように、少しも離れてくれない。

「無む駄だよ。無駄。我らが簡単に逃がすと思うてか。抜け、失し本もと。斬きり刻むにしても、歯ごたえがなければ楽しくないわ」

　河かわ田たがその体たい軀くに相応ふさわしい大音声をあげた。

　伊織の体から手を放し、冬馬が刀の柄つかを握りしめ、前へと一歩進み出る。

「逃げろ、馬鹿者。貴様一人なら何とかなるはずだ」

「ついさっき誰かが言ったよな？　置き去りにしたら、寝覚めが悪いって」

「貴様はどこまで馬鹿なんだ？　くだらぬ意地を張って犬死にするな」

「意地？　それこそどっちだ？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらをひっさげ、冬馬が振り返る。

「伊織、お前一人になったら死ぬぞ」

「覚悟は出来ている。こうなったのも、あの者どもを歯し牙がにもかけていなかった私の責任だ。早く行け」

「一人だけ助かって俺が喜ぶと思うか？」

　うなじに手を回してきた冬馬に、顔をじっとのぞきこまれる。彼も心のうちは昂たかぶっているらしく、瞳が紅く燃え上がり、気のせいかいつもより一回り大きく見えた。

「意地の悪いことを訊きくな。逃げてくれ、私のせいで死んで欲しくないんだ」

　泣きつくように言い、伊織は下唇を嚙かんだ。

「大の男が、なさけない声を出すなよ」

　そう叱しかる冬馬の背後に見える男たちが、緩ゆるりと近づきはじめた。

（また、繰り返すのか……）

　四年前、萩はぎで起こった惨さん劇げきが、伊織の鼻先に血の臭においが香るほど、生々しく蘇よみがえり、目の前の光景と重なり合った。こんな奇き矯きような金縛りは別にしても、自分をかばい、誰かが命を落とすことに変わりはない。あんなことを繰り返すなら、いっそここで舌を嚙み切った方がましだ。無念だが、伊織はやむなき覚悟を決めた。

「伊織、馬鹿なことは考えるなよ」

　冬馬は、心中を見通したかのように言うと、伊織の鼻はな頭がしらを、中指で思い切り弾はじいた。

　つーんという痛みと共に、忌いま々いましい惨劇の記憶が脳天を突き出る。伊い織おりの目から涙がこぼれ落ちた。

「きっ、貴様、何をする！」

　冬とう馬まがにっと笑う。

「元気が出たか？　絶対に諦あきらめるな。何があっても舌だけは嚙かむんじゃねえぞ」

　風を巻き、踵きびすを返した。二尺七寸の業わざ物もの大和やまとの守かみ安やす定さだを、流れる水のように淀よどみなく、鞘さやから抜き放つ。

「心配するな。俺がお前を絶対に守る。奴やつらに指一本触れさせねえよ」

　背中越しに宣言し、屹きつと河かわ田たたちに赤せき眼がんをくれ、剣を中段に構えた。
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　冬馬の切っ先が小刻みに揺れ動いている。

　世に聞こえた鶺せき鴒れいの動き。この剣先の揺れは、臆おく病びようの震えではない。冬馬が修めた北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの特徴の一つで、太た刀ち運びが迅じん速そくになることと、相手にこちらの意図を読まれにくくする利点があった。

「死にたい奴から、かかってこい」

　冬馬の叫びが、谷を貫つらぬく。

　河田が一同に、かかれと号令を下した。大将格の彼だけを残し、志士たち全員が泥を蹴けり上げ駆けてくる。

「天てん誅ちゆう！」

　と声を張り上げ、先陣を切った男が上段から打ちかかる。

　冬馬は剣を上げ、一寸ほど後ろへ下がった。無紋の袖そでをかすめた男の太刀が、地面に突き刺さる。

　次の一瞬、男は頸けい脈みやくを断たれ、血飛沫しぶきを艶あでやかに舞わせた。振り抜かれた冬馬の太刀が、切っ先に鮮血を曳ひいている。糸を切られた操り人形のように男が、手足の力をなくし、頭から大地に倒れこんだ。

　押し寄せる攘じよう夷いの志士たちが怒ど濤とうなら、冬馬は一陣の疾しつ風ぷうだった。

　次々と襲いかかる凶刃に太刀を合わせない。掠かすめるほどの間合いで見切り、巧みな足さばきでかわしにかわして、志士たちの間を駆け抜けていく。数本の前髪が斬り落とされ眼前に舞っても、沈着そのものの冬馬の表情は揺るがなかった。狙い違たがわず、相手の首筋を断って大量の出血を強しい、瞬時に戦闘不能へと追いこむ。

　鋭い刃鳴りがするごとに、切断される肉の音と志士たちの叫きよう喚かんが伊織の鼓こ膜まくを打った。瞬またたく間に血の臭いが、辺りにたちこめていく。

「化け物が……」

　そう呻うめいた黒子ほくろの侍さむらいが、想像を絶する剣技にとても抗こうしきれぬと悟さとり、伊織を人質にとろうと忍び寄る。太刀を飛ひ燕えんのように振るいながら、冬馬はそれを目ざとく見つけ、右手上段に構え直した。空いた左手で脇わき差ざしを抜くと同時に投じ、伊い織おりに迫る黒子ほくろ侍ざむらいの首を田でん楽がくに貫く。

「まったく出鱈目でたらめな強さだな」

　思わず、そう驚嘆の声を漏もらした伊織に、男の頸けい脈みやくから噴きだした血飛沫しぶきが降り注ぐ。顔の右半分が余すところなく、紅くれないに染まった。血が目に染み、涙が滲にじんだが、余りに色は濃く、少しも薄まらない。

　赤く靄もやのかかった瞳に映る人影は、冬とう馬まを含めわずかに五つ。残りは皆、血と泥にまみれて、地上を這はっている。

「おとなしく剣を捨てろ。これ以上やっても犬死にするだけだぞ」

　冬馬が剣を正眼に構えたまま、青ざめた顔で立ちすくんでいる四人に言った。勝負は決したように見える。どれほど河かわ田たが勇ゆう猛もうかは知らないが、地に転がっている十数人の志士たちより、手て強ごわいようには思えない。

「お前たちには、鳶とび巣す先生のことで訊ききたいことが山ほどある。洗いざらい吐はいてもらうからな。覚悟しろよ」

　河田の目がちらりと横を向く。口元に下げ卑びた笑みが浮かんだ。

「失し本もと、お前の強さは誤算だった。まさかここまでやるとはな。だが覚悟するのは、俺たちじゃない。お前らの方だ」

　言って長刀を肩に担ぐと、鉄てつ扇せんを抜いた。その扇おうぎ頭がしらを身動きの取れない伊織に向ける。

　ズドンと一発の銃声が谷間に鳴り響いた。間髪を入れない、耳を刺す鋭い飛来音。銃弾に切り裂かれた伊い織おりの元もと結ゆいが、風に乗り宙を舞う。長髪がほどけ、はらりと背中へ流れ落ちた。

「火ひ縄なわか……時代遅れのものを引っ張りだしてきやがって」

　舌打ちし、冬とう馬まが彼方かなたを見やった。

　糸のように細い煙が、十じゆつ間けんほど離れた生垣の陰から天に昇っている。

「射手が必中の射撃位置に到達するまでに、ここまで同志が減らされるとは思わなかったぞ。この代償はしっかり払ってもらうぜ」

　顔色を取り戻した河かわ田たはそう言い、頭上で扇を旋回させた。それを合図に、二人を包囲するような形で、火縄銃を構えた志士が四人、五人と姿を現す。銃口は全て伊織に向けられていた。

「失本、刀を捨てろ。逆らえば、お前の連れの体が穴だらけになるぜ」

「捨てるな、冬馬。私に構わず戦え」

　相反する二つの声に迷うことなく、冬馬は血刀を足元に捨てた。

「よし、利口だぞ」

　言って河田がほくそ笑む。

「馬ば鹿か、刀を拾え。貴様が戦わずとも、私が殺されんわけがない。無む駄だ死にするな」

　そう叫んだ伊織に、冬馬は口を真一文字に結んで返事をしない。表情は未いまだ怒りや恐怖に染まっておらず、奇妙に感じるほど静まっていた。

「いいか、次はそこを動くな。動くとズドンだぞ」

　と言い、河田が冬馬を遠巻きにして回りこみ、伊織のもとへ歩み寄る。抜刀している残りの志士たちが彼に続いた。射手たちも、銃じゆう眼がんをのぞいたまま、そこに加わる。ついに夕陽を背にするのは冬馬一人となった。

　河田が長刀を伊織の顎あご下したに滑すべりこませる。ひやりとした剣先が首筋に触れた。

「今から鉛なまり玉だまをくれてやるが、じっとしてろよ。何か可お笑かしな真ま似ねをしたら、こいつの首を斬きり落とす。分かったな？」

　頷うなずいた冬馬に、五つの銃口が向く。

「頭には当てるなよ。足と胴を狙ねらえ、とどめは俺が刺す」

　やめろ、と叫んだ伊織の声をかき消すように、銃声がたて続けに鳴った。冬馬の腹と太ももに、五つの血の華が咲く。突き飛ばされるようにして体が後方へ飛び、音をたて大地に転がった。

「冬馬！」

　伊織が呼ぶ声も虚むなしく、ピクリとも動かない。瞼まぶたは閉じられ、両手足は力なく投げだされていた。銃じゆう創そう部から流れ出た血が、円を描いて広がっていく。

「貴様、殺してやる！」

「吠ほえるな、小僧。お前は後でじっくり可か愛わいがってやる」

　河かわ田たはそう言ってにたにたと笑うと、鉄てつ扇せんを帯に挟はさみこみ、子分を二人従え冬とう馬まに向かって歩を進めた。彼に代わり、残された志士の一人が伊い織おりの首筋に太た刀ちを添わせる。

「痴しれ者め、こうでもせんとまだ怖いのか？」

「念には念をと言うからな。この化け物にはこれくらいが丁度いい」

　念には念をという言葉通り、自分は少し離れた場所に踏みとどまり、二人の子分を先行させる。彼らが露つゆ払はらいの役を果たし、冬馬の傍そばに落ちている太刀が反はん撃げきに使われないよう、遠くへ蹴けり飛ばす。射手たちは弾たまを込め直し、再び彼に狙ねらいを定めた。

　全てを見届け、満足そうに頷うなずき、河田はようやく冬馬のもとへ足を運んだ。据すえ物もの斬ぎりの要領で首を刎はねるべく、側方に立ち重心を沈めた。長刀を上段に構える。その刃文が夕焼けを映し、血のような濃い赤に染まっていた。

「神しん州しゆうを汚せし、異人の子よ。天てん誅ちゆうだ」

　長刀が振り下ろされた刹せつ那な、観念したかのように瞼まぶたを下ろしていた冬馬が、赤せき眼がんを見開いた。左肘ひじで地面をついて跳ね上がり、体を旋せん風ぷうの速さで回転させる。凶刃をかわし、そのまま懐ふところに飛びこんだ。右手で河田の奥おく襟えりを摑つかんで引き寄せ、左手で目の前にある脇わき差ざしを抜き取ると、首に白刃を突き立てた。二人が折り重なっている為、射手たちも発はつ砲ぽう出来ない。全員が阿呆あほうのように口を開けるだけで、どう対応すれば良いか分からず、その場で立ち尽くしていた。

「最後の最後で油断したな」

「どうしてその体で動ける？」

　河田の疑問はもっともだと、伊織は思った。あれだけ大量に失血していれば、意識を保つのですらやっとのはず。敏びん捷しよう極まりない動きの説明が、自分の持つ医学の知識では不可能だった。

「俺が異人だからじゃねえのか」

　言って笑みを浮かべたが、傷が痛むらしい。冬馬の口の端が小刻みに震えている。

「死にたくなければ、あいつらに武器を捨てさせろ」

　命じられるより早く、その脅おどしに屈しようとした志士たちに、

「やめろ。捨てるな」

　と河田が一いつ喝かつした。

「なめんなよ。俺がお前を殺せないと思ってんのか？」

　刃をさらに押しつけ凄すごんだ冬馬に、河田が冷笑を返した。

「思ってるぞ。お前が俺を殺せば、あの小僧も死ぬ。それでもいいのか？」

「お前の方こそ、あいつと共倒れでいいのか？」

「虚こ仮け脅おどしは、俺には通じんぞ。万一、共倒れになるとしても、お前が俺を殺して、あの小僧が殺されるという順番にだけは絶対にならない。口では何とでも言えるが、目は正直だな。敵には非情になれても、仲間には非情になれない。お前の目は、そう言っている」

　河かわ田たが手にしていた太た刀ちを放し、冬とう馬まの首を両手で絞しめつけはじめた。

「あの小僧が死んでもいいなら、俺を刺せ。さあ早く、やってみせろ」

　そう挑発し、指を冬馬の首筋にめりこませていく。

　手にしている脇わき差ざしをひと押しするだけで窒ちつ息そくからは解放される。だが、冬馬は歯を嚙かみしめ耐えるだけで、その切っ先を上げようとしない。

「やめろ！　放せ、その手を！」

　伊い織おりの叫びと共に、背後に伸びる影を映していた地面が、突とつ如じよ、一尺ほどの高さで火山のように盛り上がり爆ばく発はつした。どこからともなく現れた異風の短剣が、半ばで二つに折れ、飛散する。

　途と端たん、岩のように硬直していた体に自由が戻った。太刀を首に突きつけていた男が、予期せぬ爆発に気取られている隙すきに、真横へ跳んで間合いを取る。

「鉄の冠をいだく赤の王。ミョルニルの槌つちを振るい、雷いかずちを地に放て──」

　詠えい唱しようの響きに気づき、志士たちが刃と銃口を向けた時には、伊織の両手のひらに魔法陣が乗っていた。
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「──汝なんじ、亜法に従え。轟雷ベリル！」

　烈光を放射する雷の森が、彼らを貪どん欲よくに吞のみこんだ。電流によって筋肉が収縮して顎あごが開かず、焼けるような痛みを感じながらも悲鳴はあがらない。集束した光が衝しよう撃げき波はに変わり、志士たちを襤ぼ褸ろ切れのように吹き飛ばした。その爆ばく心しん地ちに伊い織おりだけが立っている。一帯に、髪と肉が焦こげる匂においがたちこめていた。

「口では何とでも言えるが、目は正直だと言っていたな？　私が貴様を、どうすると思う？」

　雷の残光が宿る瞳を、冬とう馬まの上に跨またがっている河かわ田たに向けた。伊織の指先に灯ともる金の鬼火が、新たな魔法陣を結んでいく。

「巻き添えは勘かん弁べんしてもらうぜ」

　冬馬は茫ぼう然ぜん自失の河田の腕を振りほどくと、奥おく襟えりを摑つかみ、長い足で内またをすくって、地面に叩たたき落とした。蛙かえるが押し潰つぶされたような声をあげ、泥ぬか濘るみに沈みこむ。

　冬馬が足をふらつかせ、歩み寄ってきた。手にしていた脇わき差ざしを放り投げ、伊織の頭をくしゃくしゃと搔かきむしる。

「どうして、動けるようになったんだ？」

「分からん。何な故ぜか勝手に動けた。そんなことより冬馬、大丈夫なのか？」

　言って、彼の半身に目を移した。返り血と自らの血で紺こん色の袴はかまが、赤黒く染められている。

「足と腹の風通しが随ずい分ぶん良くなったが、死ぬほどじゃねえよ」

　そう苦笑した冬馬が重心を崩し、覆おおいかぶさってきたところを抱きとめた。伊織の手のひらに浮かぶ魔法陣が、光を失い跡あと形かたもなく消えていく。

「しかし、絶対に守ると言ったのに、ざまあねえな」

「馬ば鹿か、ざまあがないのは私の方だ。貴様が最後まで諦あきらめずに──」

　言い切らぬうちに、頭に手刀を落とされた。少しも痛くなかったが、妙みように胸に染み、顔が歪ゆがむ。

「諦めなかったのはお前もだろ。今回は貸しにしておいてくれ。こいつと一緒にな」

　冬馬は言うなり、伊織が腰に差している太た刀ちを鞘さやごと引き抜いた。

「何をする気だ？」

「色々あったからな。あいつに一太刀でも打ちこまなきゃ気がすまねえ」

　冬馬が伊織の手を振り払って踵きびすを返し、河田のもとへ歩いていった。柄つかを握りこみ、肩を斜めに居合いの構えを取る。

「好き放題してくれたな」

「やめてくれ。もう決着がついたじゃないか」

　腰を抜かしたのか、河田が尻しりをついたまま命乞ごいをする。冬馬は許さじとばかりに首を横に振ると、抜く手も見せずに鞘内を滑すべらせ、真横に薙ないだ。竹たけ光みつの剣先が首の付け根に当たり、鋭い音をたて砕け散る。

「お前には訊ききたいことがあっても、斬きる価値はねえ」

　白目を剝むき失神した河田にそう言い捨てると、冬馬は頭から地面へ倒れこんだ。




　雲の群れから、月が抜け出ようとしている。

　引き手に指をかけた伊い織おりの耳に、夜五つ（午後九時）を告げる鐘かねの音が響いた。行あん燈どんの灯あかりが障しよう子じを透かし、廊下にまで伸びている。

（出直すか……）

　とも思ったが、今夜は風が強く天候が読みにくい。この機会を逃すべきではなかった。桟さんに戸を音もなく滑すべらせる。

　座敷の真ん中で冬とう馬まが寝かされていた。深い眠りからまだ覚めていないらしい。浴衣ゆかたがはだけた胸が、規則的に上下に動いている。

「夜分にかかわらず、ご苦労だな」

　中へと入り、後ろ手で障子を閉めた。冬馬の寝汗を手て拭ぬぐいでぬぐっていた弥や平へいが顔を上げる。

　あの日、治ち癒ゆ魔法で冬馬の傷口を塞ふさいですぐ、伊織は彼を担いで飛び、鳶とび巣すの別宅に戻った。血まみれの冬馬を見て青ざめ、荷造りの手を止めた弥平は、この三日間、寝る間も惜しんで看病にあたってくれている。伊織としては彼の献身を有あり難がたく思う一方、その隙すきをうかがうのに苦慮していた。

「ここのところ蒸しますので、風邪をひかれてはいけませんからね。久く世ぜ様の方こそ、お仕事の方は宜よろしいのですか？」

「きりの良いところまで、すんだのでな。息抜きがてらに、少し様子を見に来た」

　言い訳がましく言うと、伊織は腰を下ろし、額にかかる前髪を耳元へ払った。天てん魔ま党の狙撃によって元もと結ゆいを断たれたが、幸いにも焼け焦げ、切らざるえなかった毛は、ほんの数本。黒髪はこれまでと変わることなく、頭の後ろで一まとめにされ、背中を優美に流れている。

「時おり悪い夢をみているようで、うなされておられますが、ご覧の通りよく眠っておられます。しかし、これだけ起きられないと、不安になりますな」

　負傷した冬馬をここに運び入れてから二晩経たったわけだが、その間一度も目を開けていない。弥平が心配するのも、無理からぬことであった。

「大丈夫だ。こいつの体は殊ことの外ほか、頑がん丈じように出来ている。普通の人間と同じように考えなくていい」

　撃ちこまれた銃じゆう弾だんの一発は、第二の心臓と呼ばれる大だい腿たい部の動脈を突き破っており、本来なら、出血多量で即死していてもおかしくなかった。治癒魔法を施ほどこす前に、生まれ持った頑強さで持ちこたえたことが、一命を取りとめた大きな要因である。

　が、弥平は伊織の言葉を別の意味で解した。

「確かにそうですね。普通の人間なら、二十人の侍さむらいを返り討ちなど出来やしない。どうも私は失し本もと様を安く見積もり過ぎていたようです。それほどの豪ごう傑けつとは思っていませんでした」

「豪傑？　勘違いするな。こいつは人一倍馬ば鹿かで人一倍体が頑丈なだけだ。余り褒ほめそやすと、また無茶をする。目が覚めたら馬鹿がつけあがらぬよう、弥平もきつく叱しかってやってくれ」

　弥や平へいが、かかと笑う。

「馬ば鹿かとは少し手厳しいように思いますが、おっしゃられる通り。少しお灸きゆうは据すえた方が良いでしょうな。失し本もと様に万一のことがあれば、周りの人間がどれだけ悲しむか、考えておられぬようですからね」

　と返し、弥平は呪じゆ紋もんの存在が気にならぬ様子で、冬とう馬まの引き締まった胸元を手て拭ぬぐいでふいた。

「しかし、あれだけの傷を、たったお一人で全部綺き麗れいに塞ふさいでしまうとは凄すごいですな。やはり、魔法医の技も適てき塾じゆくで学ばれたのですか？」

「いや、そちらの師は父だ。物心がついた頃から随ずい分ぶんしごかれてな。辛つらくはあったが、その甲か斐いあってこの通りの腕だ」

　伊い織おりの父、久く世ぜ遠えん水すいは元々、長ちよう州しゆう藩はんの藩主に仕える医師──御ご典てん医いだった。近年流行はやりの民間出身の御典医ではなく、家系はその初代を辿たどると、中国地方に覇はをとなえていた毛もう利り元もと就なりの時代にまで行きつく、折り目正しい武士の家である。となれば、伝来の漢方を固守するのがお決まりだったが、遠水は逆にそれを捨て去り、蘭らん学がくを通して積極的に新進の魔法医学を学んだ。ほどなくして蘭学と魔法学双方の広こう範はんな知識を買われて萩はぎの政庁に登り、栄転を遂げたが、ある失政を境に没ぼつ落らくした。

　しかし、その間も一日も欠くことなく、父の遠水に鍛きたえられたおかげで魔法医学に関しては、適塾において学ぶことがなく、また父の死後、その熟達した技が飯の種になり母子二人で飢うえ死にすることを免まぬがれた。故ゆえに本業が何かと問われた場合は、医者だと答えるようにしている。

　そんな伊織の見立てによると、冬馬は、少なくとも、あと七日は目を覚まさない。治癒魔法は人の自己回復力を瞬間的に高めることにより、肉や骨を繫つなぎ、新しい血液を生成する。自らの体を、自らが治しているだけなので、当然、体力──体内の精気は、傷が深ければ深いほど消しよう耗もうが激しい。体という器うつわが治癒されても、中身である精気が回復しなければ、重傷の患者は覚かく醒せいしなかった。

　通常、日にち薬で目覚めるのを待つ。けれども、冬馬のような極めて重じゆう篤とくの場合は別。体中の精気が全て失われるほど消費した可能性が高い為、自然回復に任せるわけにはいかなかった。飲まず食わずのまま、一ヵ月、二ヵ月と放置してしまえば衰すい弱じやく死するからだ。そうならないよう、伊織が精気を補充してやっているのだが、特とく殊しゆな魔法を用いなければならず、手間と時間がかかっていた。

　兎とにも角にも、それを執とり行うのに、弥平がいては不都合がある。何としても、退去させねばならない。

「弥平、お前も何かと忙しかろう。後は私がやっておく」

　いえ、そんなと固辞しようとした弥平の手から、半ば強引に手拭いを奪い取る。

「何事も根を詰めるのは良くないぞ。お前が看病疲づかれをして倒れられた方が、私としては余程困る」

　言いつつ、手て桶おけの水に手て拭ぬぐいをひたし、ぎゅっと絞りあげた。

「父が長く病床に臥ふしていたから、こんなことには慣れているんだ。気にするな。いいから行け」

　そう急せきたてられ、ようやく弥や平へいは腰を浮かした。

「それではお言葉に甘えさせて頂きます。失し本もと様がお目覚めになられた時に備え、何か精のつくものの下した拵ごしらえでも致しておきます」

　弥平が廊下に出て障しよう子じを閉めようとしたのを、伊い織おりが止める。叢むら雲くもから離れ、輝く銀月が見えた。

「そこは開けておいてくれないか？」

　どうして、という顔をした弥平に、

「今こ宵よいは、月が綺き麗れいだ」

　と言い足す。振り返り、天を仰ぎ見た弥平が、赤く日焼けした額を手でぺしゃりと打った。

「これは気づきませんなんだ。どうにも私は風雅よりも食い気が勝ち過ぎていけませんな」

　言って頭を搔かきつつ、座敷の前の廊下を立ち去っていった。

　彼の足音が消えてなくなるまで、耳を澄ます。鈴虫の鳴き声に交じり、土間の方から物音が聞こえてきた。弥平が言葉通りに、何かの下拵えをはじめたらしい。

　これで安心だなと思った途と端たん、胸がとくんと鳴った。

「馬ば鹿か、ただの治ち療りようだぞ」

　そう自らを叱しかりつけ、手拭いを手桶に沈める。冬馬の顔に、月の薄い光が射していた。その口元に魔法陣を描いていく。

「──月と自らを重ね、フィロソファスを感知するに至れ。癒息吹ホルス＝タート」

　詠えい唱しようを静かに結び、伊織はそっと唇を重ねた。
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「──不完全、不完全だったよ、鳶とび巣す」

　青の瞳をすがめ、シーボルトは呻うめいた。

　無意識のうちに、忙せわしなく白い顎あご髭ひげをしごいている。大魔法士と謳うたわれた、かつての偉い丈じよう夫ふも老いには勝てず、胸板や肩の肉が薄い。おかげで、壮年の頃はあれだけ似合っていなかった和装が、妙に板についていた。

　縁えん側がわの先に広がる紫陽花あじさいの庭に、雨が霧きりのように煙けぶっている。紫色の花弁の玉がまるで雲海に漂ただよっているように見えた。

「呪じゆ紋もんは成功したと──もう魔力がなくなったと、おっしゃられたではないですか？」

　詰め寄った金かな森もり鳶巣の瞳から逃げるように、シーボルトは顔を伏せた。表情に疲労と焦しよう燥そう、そして恐怖が入り混じっている。

　盥たらいに泳がせた手て拭ぬぐいを絞り、二人の前に横たわる少年の額に置いた。意識が朦もう朧ろうとしているらしく、時おり薄く瞼まぶたを開け、禍まが々まがしい赤せき眼がんをちらつかせては、うわごとを呟つぶやいていた。

「確かに呪紋の代だい償しように、私は魔法を使えなくなった。全力は尽くしたが、それでも不完全だったんだ。今は小さな穴だが、いつか決壊する。その日が何年後かは分からないが、確実に来る。魔人の力を甘く考え過ぎていた。人の力で御ぎよせる代しろ物ものじゃない」

　師の横顔をじっと見据えながら、鳶巣は唾つばを吞のみこんだ。

「ならば、いっそのこと処分してしまいましょう。その旨むね、命じさえ頂ければ、この手を汚すこと厭いといませんぞ」

「駄だ目めだ。イネとの約束がある」

「では、如い何かにされるのです？」

「一いつ旦たん帰国してシルヴァレッタ様にご指示を仰ぐ。それしかあるまい」

　言ってシーボルトは、分厚い手で目頭を押さえた。眉まゆを曇くもらせ、鳶巣がにじり寄る。

「オランダにお戻りになれば、命が危あやういかもしれませんぞ」

「無論、覚悟の上だ。もし私に最悪のことが起こったならば、後こう事じは全てお前に託す。手に余ると思えば、この子の命を断ってやってくれ。イネには、私が地じ獄ごくで詫わびておく」

　老魔法士は愛する孫の頰ほおを撫なでると、顔をあげ、鳶巣をしかと見据えた。眉み間けんには深い溝が刻まれ、眼光は鷹たかのように鋭い。

「いいか、鳶巣。何があっても、この日の本にこれ以上、魔人を生み落とすな。実の子すら人とは思わぬ宗そう謙けんの如ごとき者が現れたら、何を犠ぎ牲せいにしても排はい除じよしろ」




「よう、伊い織おり。遅かったじゃないか」

　両頰を栗り鼠すのように膨ふくらませ、冬とう馬まが言った。どうやればそれだけ物を口に詰めて、明めい瞭りように発音が出来るのか謎なぞである。意識を取り戻した彼を見て、最初にやってきた感情が驚きや喜びではなく、まさか呆あきれとは伊織も思いはしなかった。おかげで、掛けるべき声がすぐに見つからない。

　布団は部屋の隅に押しやられていた。代わりに膳ぜんが、着流し姿で胡坐あぐらかく冬とう馬まを、囲むように並べられている。その上には食べ終わった大小様々の皿が、山積みに重ねられていた。とても病やみ上がりの人間が一人で成せる業わざではない。

「お待たせ致しました」

　立ち尽くす伊い織おりの背後からやってきた弥や平へいが、冬馬の目の前の膳を鍋なべ敷じきに変え、白い湯気を昇らせた鍋を置いた。味み噌その芳かぐわしい香りが、鼻奥をくすぐる。苦手な泥鰌どじようの長細い頭が野菜の間からのぞいていたにもかかわらず、伊織の腹はぐぅと鳴った。松まつ江えの城下に行って帰ってくる間、何も口にしなかったせいだ。太陽はとうの昔に中天を過ぎている。

「いつ目覚めたんだ？」

「一刻前くらいかな」

「それから、ずっとこの調子なんです。仕込んでいた料理を出しても、出してもきりがない。米も炊たきあがるそばから、この有様でして」

　何とも呆あきれたというような顔つきで、弥平が空になったお櫃ひつを傾かたむけてみせた。米粒一つ残されておらず、底にはしゃもじだけが転がっている。

「櫃が空になったのは、これで三度目。途中から椀わんに盛るのは億おつ劫くうだと、櫃を抱えて食べだす始末。久く世ぜ様、この食欲、信じられますか？」

「四日も何も食わずに寝ていたんだ。腹が減って当然だろう。まだまだ食うぞ」

　そう剛ごう胆たんに言い放たれ、どんぐり眼まなこをさらに丸くした弥平は、釜かまの具合を見てこなければと、慌あわてて座敷を出ていった。

　言葉通り、冬馬の旺おう盛せいな食欲は尚も衰えを知らないようで、泥鰌汁の鍋の中に、片手で握った生玉子を二個同時に割り入れた。黄身をお玉でさっと潰つぶし広げ椀に大盛りでよそい、勢い良くかきこむ。箸はしを忙せわしなく動かしながら椀越しに、伊織に呼びかけた。

「そんなところに突っ立っていないで、一緒に食おうぜ。こんな時間だ、腹が減ってるだろ？」

「病み上がりの人間なんだから、腹六分にしておけ」

「六分？　だったら、まだ食っていいな。今は三分もいってねえからよ」

　付きあってられぬと首を振り、伊織はその場に腰を下ろした。

「胃袋に穴が空いてるんじゃないか？」

「かもな。お前が魔法で銃じゆう創そうを塞ふさいだ時に、見落としたんだろ、きっと」

　言って床に置いた椀は、見事に空になっていた。汁で濡ぬれた唇を、手の甲でさっとぬぐい、頭を下げた。

「ありがとな。弥平から訊きいたが、大分世話になった」

「確かに銃創は治ち癒ゆしたが、世話というほどのことはしてないぞ。礼なら、丈夫に産んでくれた母上にするがいい」

　愛想なく返し、嫌いな泥鰌どじようをよけて鍋なべの具をよそった。さいの目切りにされた南瓜かぼちやが、角がとれるまでよく煮込まれており、美う味まそうだ。椀わんから漂ただよう湯気に泥どろ臭くささが混じっておらず、少しほっとした。

「何やってんだ、お前」

　冬とう馬まが怪け訝げんな面おも持もちで言い、箸はし先を伊い織おりに向けた。

「人の顔を箸で指すな。行儀が悪過ぎるぞ」

「男同士が差し向かいで一つの鍋を食ってるんだ。行儀なんてものは別にいいじゃねえか。そんなことよりお前、泥鰌が嫌いなのか？」

　箸で南瓜を抓つまみ、伊織はこくりと頷うなずいた。

「泥臭いから嫌いなんだ。これこそ別にどうでもいい話だろ」

「精がつくのにもったいねえぞ。弥や平へいがしっかり泥吐はきさせているから臭くねえ。騙だまされたと思って、食ってみろよ」

「嫌だ。絶対に食わんぞ。そもそも、精をつける必要があるのは、貴様であって私じゃない」

「いいや、お前も必要だ。顔の色は元から白いが、今は白を通り越して青く見えるぞ。よっぽど、疲れてないとそんな風にはならねえ。いいから食えって」

　お玉に泥鰌をごそりとすくい、止めるのを聞かず椀へ放りこんだ。伊織が膨ふくれ面つらを作って、冬馬を睨にらみつける。

「馬ば鹿か、盛るなら盛るで加減しろ。こんなに食えるか」

　言って泥鰌を鍋に戻そうと椀を近づけたが、冬馬にお玉の裏で押し返された。

「まだ、箸をつけていないから汚くないぞ。それに、男同士の鍋で行儀は気にするなと言ったのは、どこのどいつだ」

「一度椀の中に入ったものを、鍋に戻すのは行儀以前の問題だ。人として恥はずかしくないのか？」

「泥鰌如ごときで、どうして貴様にそこまで言われねばならんのだ」

「如きと思うなら食えよ。このお玉にかけて、鍋へは泥鰌を戻させねえ」

　おどけて言って、お玉を剣のように構えてみせた。御ご丁てい寧ねいにお玉の先が、鶺せき鴒れいの動きをしている。

「傷を治してやったのに、恩を仇あだで返すな」

「恩を感じているから、食えと言ってるんだ。臭ければ薬だと思って、鼻を抓め。味は鰻うなぎと変わらんぞ」

「私は鰻も嫌いだ」

　声を尖とがらせ言いつつも、伊織は泥鰌を箸で抓んだ。食べずに椀を置いて席を立つのは子供じみているし、何と言ってもひどく腹が減っている。

　少し力を入れ過ぎると骨まですっと通るくらいに柔らかかった。豆腐を挟むような微妙な力加減で抓つまみあげ、口へ放りこむ。すると、想像していなかった味が口一杯に膨ふくらんだ。鰻うなぎのような脂あぶらっこさはなく、酒と甘あま味み噌その下味と鰹かつお風味の出だ汁しがよく合っている。すこぶる美う味まかったが、正直に言うのが今さら気き恥はずかしく、伊い織おりは顔を上げずに黙々と箸はしを進めた。

「なっ、美味いだろ」

　そう嬉うれしそうに言って、冬とう馬まは構えを解いた。自らの椀わんに泥ど鰌じよう汁をすくい、ガツガツとかきこみはじめる。

　ほどなくして、二人で大きな鉄てつ鍋なべに入っていた泥鰌汁を汁一滴残さずに食べきった。何か別の料理を催さい促そくしてくると立ち上がりかけた冬馬に、話しておくことがあるから座れと、伊織が待ったをかける。

「弥や平へいから聞いていると思うが、河かわ田た九きゆう兵べ衛えの尋じん問もんに加わる為、今朝、城下へ行ってきた」

　先日討ち倒した天てん魔ま党の一味は、生を取りとめた者全て、神かん藤どうにその処遇を託した。これは被害者の多くが彼の一党であったからではなく、藩はん士しを裁く最終権限を、筆頭家老である彼が有していたからである。

　神藤の指示によって、一味は評定所へ送られ、一連の天てん誅ちゆう事件の取り調べを受けていた。後はそちらに任せきりのはずが、首しゆ謀ぼう者である河田がどうにも口を割らぬと、伊織の耳に聞こえてきた。そこで、事件の当事者である立場から尋問を手伝うべく、城下へ赴おもむいたのだが──

「私が到着した頃には、河田が真相を告白していて、事態が一変した後だったんだ」

「真相？　どうせ河田が鳶とび巣す先生殺しの下手人でもなければ、天誅事件の首謀者でもなかったんだろう？」

　立てた片膝ひざを抱くようにして座り直した冬馬が、何の不思議もないという顔つきで言った。そんな彼を伊織が、胡う乱ろん気げに見やる。

「貴様という奴やつは、いつも馬ば鹿かなことばかり言ってるくせに、たまのたまに的の芯を射るな。ずっと寝ていたのに、どうして分かった？」

「簡単なことだぜ。最初に剣を交えた時はまだ奥があるのかとも思ったが、結局、あいつが最後に頼ったのは、腰に差した二刀ではなく魔法や火ひ縄なわだった。あんな腰抜けが鳶巣先生と互角以上に討ち合って、斬きり殺せるはずがない。だとしたら、利用した側ではなく利用された側。そんな奴を首謀者とは呼ばんだろう。で、利用した側が誰か、河田は知っていたのか？」

　冬馬の問いかけに伊織は面持ちを固くし、視線をわずかに落とした。

「ああ、天魔党に指示を出していた男はいつも覆ふく面めんを被かぶっていたらしいんだが、ある時、河田が正体を探ろうと、その男の後を子分に追わせたそうだ。すると、入ったのが馬うま廻まわり組ぐみの奥おく野の謹きん一いち郎ろうの屋敷──」

「噓うそだろ……」

　赤せき眼がんを薄く閉じ、冬馬が顔を強こわ張ばらせる。伊織は、この屋敷に到着した日に桂かつら小こ五ご郎ろうの知己であると語った、異人似の好漢を思いだし、無理からぬ反応だなと思った。

「小お田だ切ぎりどのから聞いたぞ。貴様とは親しかったらしいな」

　河かわ田たの証言を事細かく説明してくれた一いち路ろによると、奥おく野の謹きん一いち郎ろうは、長なが崎さきからやってきたばかりの冬とう馬まと二ヵ月ほどの間、ここで寝食を共にしたそうだ。有能の誉ほまれが高い松まつ江え藩はんの魔法士たちの中でも、特に誉れの高かった謹一郎と、ただの居い候そうろうの冬馬では、身分も異なれば魔法の技量も違ったが、意気投合することが多く、兄弟のような間柄だった。それ故ゆえの配慮をして、冬馬に説明してやってくれと一路からは頼まれている。

「謹一郎は、鳶とび巣す先生はもとより魔法士という魔法士を尊敬してた。どこに殺す理由がある。それに第一、闇やみ討うちはあいつの性しように合わねえぞ」

「貴様と同じことを思いつつ、神かん藤どうどのは昨晩、配下の魔法士四人をやって、問い質ただしに行かせたそうだ。ところが、笑って否定するかと思いきや、嫌疑を掛けられていることを知るなり、逃げだしたらしい」

「冤えん罪ざいならば逃げてもおかしくないぞ」

「逃げるだけなら、そういうことも考えられる。だが冤罪で、しかも奥野謹一郎が貴様の思っている通りの人物なら、十人以上も罪のない人間を殺して逃げんだろう」

　それを聞き、本当なのか、と冬馬が呻うめくように訊きいた。

　太陽がまだ、座敷に面する池の水面を輝かしているにもかかわらず、彼方かなたから遠雷が聞こえてくる。風は強かった。雷雲がここへやってくるのに、それほど時間は要さないだろう。

「屋敷へ踏みこんだ魔法士全員と、巻き添えを食った奉公人が四人、藩境に置かれた関所が破られた際に詰めていた五人が殺されている。負傷者はまだ十人以上いるから、死者の総数はまだ増えるかもしれん」

「そこまで死人を出しておいて、藩外へ逃げられたのかよ」

「そう責めるな。彼は鳶巣先生をして、爆ばく炎えん魔法の名人と言わしめていたそうじゃないか。そんな男に何人立ち向かったところで、劫ごう火かに薪まきをくべるようなものだ」

　言いつつ伊い織おりは、一路に見せてもらった、死体の炭化した断面を思いだした。屋敷にはほとんど被害がなかったにもかかわらず、人肉を炭になるまで焼きこむのは至難の芸当である。高熱もさることながら、範囲を人単位で限定するのは、凡ぼん百ぴやくの魔法士に出来ることではない。

「謹一郎の屋敷から証しよう拠こは出たのか？」

　冬馬は複雑な表情をしていた。半信半疑であるが故に、怒りを爆発させることが出来ないからだろう。

「ああ。鳶巣先生が愛用されていたという煙管キセルをはじめ、殺された魔法士の持ち物や河田が見知っていた覆ふく面めんなどが屋敷の蔵くらから発見された。首謀者かどうかは確定出来ないが、奥野謹一郎を黒幕の一人と考えて、まず間違いない」

　陽が陰ってきた。戸口に幕が下りたかのように室内が暗くなる。

　その薄明かりの中でも、際立つ赤の目は、奥野謹一郎が下手人と断定したような光を放っていなかった。自分の立て膝ひざを抱き締めながら、押し黙り続けている。

「納なつ得とくがいってない様子だな。何が疑問なんだ？　言ってみろ」

　そう水を向けると、餌えさを撒まいた途端に水面に顔を出す池の鯉こいのように、冬とう馬まが勢い良く喰くいついた。

「河かわ田たとの繫つながりは、どうやって説明するんだ？　謹きん一いち郎ろうが河田を扱あつかいやすい犬と思うのは理解出来る。だが反対に、河田が自分の主人が、謹一郎──魔法士と知れば、許すはずがない。あの男は卑ひ怯きよう者だが、攘じよう夷いの気分に噓うそはなかった。押し借りの金を遊興費に使い切ることがあっても、異人や魔法に携たずさわる人間を斬きらずにいることは出来ない。そんな河田が謹一郎に従うわけがねえ」

　と語気を強くして言った冬馬の前に、伊い織おりは袱ふく紗さ包みを差しだした。

「これが二人の関係を説明してくれる。開けてみてくれ」

　冬馬が包みを取り去ると、半ばで二つに折れた短剣が転がり出た。両刃と柄つかが一体化した、異風の形状をしている。地色は銀のようだが、ひと目では分からないほどくすみ、黒ずんでいた。

「河田は黒幕の正体を奥おく野のと知った時、当然殺そうと思った。ところが、剣を向けると、奥野は何もかも、攘夷を果たす為の方便だと言いだしたそうだ」

「方便？」

「自分は修験道の本山金きん峯ぷう山せん寺じから派遣された修験者で、今は敵の手のうちを知る為に、外道使いに身をやつしている。正体を隠したのは、天てん誅ちゆうの実行を依頼してくる人間でも、外道使いと知れば即、斬り殺す覚悟のある、真の攘夷志士を探していたからだ。お前がそうと分かれば、これからは魔法に劣らぬ修験者の呪じゆ法ほうの力で、陰働きをしてやると語ったらしい」

「修験者の呪法？　あれは魔法とは似ても似つかぬ、ただのまやかしじゃねえのか？」

　冬馬に問われ、伊織は悩ましげに眉まゆ根ねを寄せた。

「それは実際のところ、よく分からん。我々が使う魔法と根本的に体系が異なっているのは確かだが、まやかしと言い切るほど研究が進んでいるわけじゃないんだ。魔法革命以前の西洋魔法と同じように、誰もまだ、その解法を見つけていないだけかもしれない。だから、結果は大噓だったが、河田が奥野の言葉を信じたことを、無理からぬと私は思うぞ」

「なるほどな」

　冬馬は言うと、膝を抱くのはやめ、元の胡座あぐらに戻った。

「それで、河田は何と謹一郎に騙かたられたんだ？」

　伊織は、すぐには答えず、むず痒がゆそうに唇の端をひきあげ、窓の外へ瞳を向けた。

　雷を孕はらんだ黒雲が、風に連れられるまま足早に押し寄せ、空の色を半ばまで塗り替えている。雨が強く降り注いでいるらしく、彼方かなたに見える山の稜りよう線せんが白く薄ぼけていた。

　今のやるせない気分ごと、嵐が何もかも洗い流してくれればいいのにと願いつつ、視線を部屋の中に戻す。

「西洋に魔法士がいるように、本ほん邦ぽうには修験者がいる。魔法を遙はるかに凌しのぐ、呪法という凄すごい力がある。呪法で鍛きたえ上げた法具は詠えい唱しようや魔法陣、魔力すらいらない。神しん州しゆうに生を受けた者なら、誰でも使える。と言って、このミスリル銀の短剣を渡したんだ」

「ミスリル銀？」

　全く聞いたことがないというような顔つきの冬とう馬まの眼前に、伊い織おりは折れた短剣をかざした。そこに刻まれた文様を指先でなぞる。

「ミスリル銀は、それ自体が尽きることのない魔力を帯びている。呪文と魔法陣を刻みこんでおけば、魔力を持たない者でも魔法を使うことが出来るんだ。例えば、この短剣は対象となる人間の影を刺せば、その動きを封じる魔法が内封されている。これを使われたから、あの村で襲われた時に私は身動きが取れなかったんだ」

「ちょっと待ってくれ。でも、最後の最後、この短剣を刺されていても動けたじゃないか？　魔力が無尽なら魔法の効果もなくならないはずだろ？」

「それはな。これが錬れん成せい法を間違えた純度の低いミスリル銀で、私を封じこめておく負荷に耐え切れず、自壊したからだ。この黒ずみは、壊れた際に魔力が失われた証あかしさ」

　言って。黒くくすんだ刀身を指し示す。

「ミスリル銀の真の錬成法は、大崩壊を境にこの世界から紛ふん失しつした。ミスリル銀は呪じゆ紋もんと違って、宿すことの出来る魔法の種類を選ばず、汎はん用よう性が高い。どんな加工にも応じ、千せん姿し万ばん態たいの変化を遂げ、魔力がない者を魔法士に、魔法士はより強大な力をもった魔法士に変える。故ゆえに、今でもその錬成法を探し求める者は少なくないが、簡単には見つからない。もちろん運良く、断片や限りなく真書に近い魔導書が見つかった時は、錬成が試みられる。そうして生みだされたのが、この短剣のように魔力が尽きる純度の低いミスリル銀というわけだ」

「つまり失敗作ってわけだな」

「失敗作だが、これだけの効果が出るのは、まだ良品の部類だ。大抵は何の魔力も輝きもない、丁度ここにある残ざん骸がいのような鉱物が生まれるからな。魔法を発動させるミスリル銀は奇き跡せきか、それに近い価値がある。質の良いミスリル銀を錬成することが出来れば巨万の富を築けるが、それには膨ぼう大だいな資金を投じて巨大な錬成炉を建造しなければならない。もし、偽書を摑つかまされて失敗でもしたら、国が傾かたむく。その賭と博ばく要素の高さから、魔法士の間では、大崩壊以前から存在したミスリル銀を賢けん者じやの銀、以降のそれを愚ぐ者しやの銀と呼び分け、錬成に手を染めることは強く戒いましめられている」

　伊織が口をへの字に曲げ、冬馬に問う。

「ところで、私の父のことを聞いたことがあるか？」

「何だよ、いきなり。悪いが、お前の親父さんの名前すら知らねえぞ」

「そうか、知らぬか……実はな、私の父とミスリル銀には深い因いん縁ねんがあるんだ」

「因いん縁ねん？」

「父は戒いましめを破って、愚者の銀に手を出した。順風満まん帆ぱんだった藩はんの財政を逼ひつ迫ぱくさせてまで巨大な炉ろを建造し、生まれたのが何の価値もない鉱物の山。ミスリル銀の錬れん成せいを持ちかけてきた、英国の魔法士に騙だまされたんだ。おかげで執政の座から失脚。挙あげ句くに改かい易えきされ、自らが築きあげたもの全てを失った」

　その告白を受け、冬とう馬まが何かを言おうとしたが、伊い織おりは遮るように言葉をついだ。

「愚者の銀に関わる者は、皆愚おろか者に変わる。ミスリル銀を錬成することには、非常な困難が伴う。故ゆえに、賢者の銀はもちろん、愚者の銀も魔法効果の高いものは非常に数が少なく、高価だ。世界的にも希少で高額なミスリル銀の魔法具が、日本に入ってくることはほとんどない。魔法を学ぶ機会がなかったにしろ、多くの魔法士が傍そばにいながら、貴様が実物を見たことがなかったのは、それが理由だ。ましてや、魔法士を外道使いと呼び、魔法の二文字を寄せつけようとしなかった河かわ田たがミスリルの魔法具のことを知るわけがない。後は当人が、いかにその都合の良い話を信じるかの問題になってくる。河田は魔法に対抗する力を欲しがっていたし、都合の良い話を都合良く信じる愚か者だった。奥おく野のがそれを目につけ、あの男を操り人形に仕立てあげたというのが、今、奥野の捜そう索さくの指揮を執とっている小お田だ切ぎりどのの出した答えだ。私もそうだと思う。この答えが違っているなら、奥野が人を多数殺傷して逃走した説明がつかない」

　そう伊織が結ぶや、冬馬が自分の頰ほおを音高くはたいた。半信半疑の浮かぬ顔が、彼らしいさっぱりとした表情に変わる。

「やっぱり納なつ得とく出来ねえな。一いち路ろが全くの噓うそを並べているとは言わねえが、謹きん一いち郎ろうが犯人と言われて、すぐに首を縦には振れん。あの村で何な故ぜ、神隠しが起こったのかも分からんままだしな。悩んでいても仕方がねえ。俺は俺で、謹一郎が黒幕かどうか調べてみる」

　と宣言した冬馬が、黙もくしたままの伊織をじっと見て、不思議そうに首を捻ひねった。

「いつもみたいに無む駄だだとか、やめておけとか、俺に言わないのか？」

「言って欲しいのか？」

「欲しくないね。でも、どうしてだ？　お前らしくないぞ」

「黒幕が奥野だという答えを否定する気はないが、私も貴様と同じように疑問を持っている。奥野が河田に渡した短剣はミスリル銀の純度が低いとはいえ、決して安いと言えるようなものじゃなかった。馬うま廻まわり組ぐみの俸ほう禄ろくで、買える代しろ物ものじゃない。他に金の出所があるはず。鳶とび巣す先生を殺害した日に起こった神隠しもそうだが、説明出来ないことが沢たく山さんあって、どうにも好かん。意思に反して乗せられた船だが、乗ってしまったことに変わりはない。私も一日でも早く翻ほん訳やくを終わらせて、この事件を調べてみようと思っている──だから、貴様に無駄と言わんのだ」

　雨が降りはじめた。池の水面に点々と小さな波は紋もんが生まれては、別の波紋に消されていく。

「俺たち気が合ってきたじゃねえか」

「本意ではないがな」

　伊い織おりは、ぷいと顔を背け、雨降りを眺ながめた。

「だったらどうだ。仕事を後回しにして、こっちを先に片づける気はないのか？　時が経たつほど、足あし跡あとを追うのは難しくなるぜ」

「神かん藤どうどのにひと月でと約束した手前、後には回せん。足跡を追うのは貴様に任せる。何か分かれば逐ちく一いち、私に話せ。相談には乗ってやる。ただし、どんな時も、深追いだけはするな。奥おく野のの向こうにまだ誰かが潜ひそんでいるなら、かなりたちの悪い奴やつらだ。何を仕掛けてくるか、分からん。下手を打てば、次の機会はない──死ぬぞ」

「上等だ。それくらいの覚悟は、とうの昔に出来てる」

「だから心配なんだ。くれぐれも馬ば鹿かな真ま似ねはするなよ」

　伊織が綺き麗れいに揃そろえた指で畳たたみを打ち、立ち上がる。冬とう馬まを見下ろすと、もう一度、馬鹿な真似はするんじゃないぞと念を押し、きつく睨にらみつけた。




「──謹きん一いち郎ろうは死ぬ前に、口を割ったんだな？」

「はい。公儀の密みつ偵ていで、偽ぎ銀ぎんの件を調べる為に潜入していたと白状致しました。強情剛ごう健けんな男でしたが、最後は頼むから殺してくれと乞こい願いまして、こちらが尋たずねぬことも、あれやこれやとぺらぺら。おかげで、他の鼠ねずみも一いつ掃そう出来ましたので、心置きなく大事の方に取りかかれるかと存じ上げます」

「良くやった」

　神藤は脇きよう息そくに肘ひじを立て、頰ほお杖づえをついた。

「それで謹一郎の首は、もう使っているのか？」

「はい。二号炉ろに使用しています。一号炉の鳶とび巣すに劣らぬ勢いでして、頼もしい限りです。まさか、己が偽銀を作ることになるとは思いもしなかったでしょうな」

　覆ふく面めんの男は目元に笑みを浮かべると、横に置いていた小さな革かわ鞄かばんを開き、傷つかぬよう綿の台座に嵌はめられていた銀の環わを取り外す。

「それにしても、この首輪は凄すごうございます。あれだけの魔力を有していた魔法士を、三日三晩封じ切って小ヒビも入らない」

「値は張ったが、良い買い物だったようだな」

　神藤は満足そうに言うと、読みかけの蘭らん書しよを閉じ、手文庫の中に仕舞いこんだ。空いた机の上に、男が銀の首輪を差しだす。無尽灯の灯あかりによって、隙すき間まなく刻まれた文様が陰影を濃く浮かびあがっている。

「これさえあれば久く世ぜが我々に刃向うようなことがあっても、殿のお手を煩わずらわすことなく、私一人でうまく躾しつけてご覧に入れます」

　首輪に彫りこまれた古代語を、指でなぞりながら、神藤は視線を上げた。異色の瞳が、冷たい光こう芒ぼうを放っている。

「その口ぶりだと、久く世ぜが我々に進んで協力しないことを望んでいるように聞こえるな」

「そんなことは、ございません」

　と平伏したが内心はその通りである。神かん藤どうと自分以外は全員、命令に従うだけの犬であった方が良い。久世が積極的に力を貸すようであれば、有能な人物だけに側近の座が脅おびやかされる。ただ幸いなことに──

「あの小僧、その経歴を見る限り、物になるかと思ったのですが、どうやら見込み違いのようです。河かわ田たをけしかけても、無む駄だな争いはしないと、まず第一手は逃げを打とうとする。謹きん一いち郎ろうの件でしつこく話を訊きいてきた時の口利ききも、どうにも青いのです。僭せん越えつながら、あれは我々の理念に同調出来る器うつわではございませんぞ」

　言って顔を上げた男に、神藤はそうか、と頷うなずき、懐ふところで腕を組んだ。

「仕上げが早くなりそうだな。久世に逐ちく電でんだけはさせるなよ」

「承知しました。籠かごから飛び立たぬよう、人を増やしておきます」

　そう答えた声に、抑えられない歓喜の情がこもった。覆ふく面めんの内で喜色を満面としながら、神藤に問う。

「冬とう馬まにつきましてはいかが致しましょう？　謹一郎や九きゆう兵べ衛えの周辺を嗅かぎまわっておりまして、いささか目め障ざわりになっております」

「九兵衛への面会だけは許さず、後は放っておけ。嗅ぎまわったところで、どうせ我々へは辿たどりつけん。あの赤せき眼がんの首を刈かり取るのは、久世の出方を見てからで十分だ」




　冬馬は汗で濡ぬれた顎あご紐ひもをほどき、編み笠がさを脱いだ。小こ脇わきには丸々とした真ま桑くわ瓜うりを抱えている。

　足を前へ運ぶたび、太ももの裏に当たる竹水筒が軽い。たて続いた嵐の来襲がやんでから、日に日に暑さが増してきた。今日の陽射しに至っては、触れれば湯を浴びせられたのかと感じるほどだ。日ひ除よけの笠は物の役に立たず、流れる汗が止まらない。

　ただ、冬馬の顔が晴れないのには、暑さ以外にも理由がある。小半日かけて藩はん境きようの関所まで足を運んだのだが、得たものは謹一郎に不利な証言だけだった。役目を忘れて逃げたことで、命を拾った門衛たちは、謹一郎の人相書きを見て、こいつが関所を破ったと声を揃そろえた。その声に噓うその響きはなく、話す内容に矛む盾じゆんはなかった。

　彼の無実を晴らそうと、この十日余り、足が棒になるほど訊きまわったが、一歩も前へ進んだ気になれない。同じところを回り続けているか、むしろ後退している感もある。謹一郎も何を考えていたのか、派手に立ち回って逃走する最中に、多くの人間からその顔を目撃されていた。どこに行くにも覆面で通した、事が露ろ見けんする以前の細心さは欠片かけらも見られない。見てくれと言わんばかりに素顔を晒さらし、さしたる必要性もなく爆ばく炎えんの魔法で人を焼き尽くしていた。これを破れかぶれになったの一言で片づけるには、冬馬が知る謹一郎と人にんが違い過ぎている。

　馬うま廻まわり組ぐみの藩士や屋敷の奉公人たちも同様で、普段の彼と逃走時に乱心したとしか思えない彼との相違に、唯ただ々ただ首を傾かしげていた。露見する前の彼の様子を訊ききこんでも、河かわ田たの陰に隠れ、天てん誅ちゆうを繰り返していたなど誰も気づいておらず、神隠しの村に至っては、その所在すら知られていなかった。全員が彼の無実を信じながらも、現実に逆らうことが出来ないもどかしさを異口同音に並べるだけ。

　となれば、河田の線を手た繰ぐるのが常道なのだが、それも頓とん挫ざしている。出入りの料亭や、身辺を探っても、目新しい事実が出てこない。河田本人に直接、尋じん問もんすることも出来なかった。彼の実父である藩はんの重役が、藩主に願い出て身柄を引き取り、どこかに匿かくまってしまったのである。一いち路ろを介して神かん藤どうに、河田と引き合わせてもらえるよう談判したが、藩公の顔は潰つぶせぬとにべもなく断られた。

　残すは、藩外に出たと思おぼしき謹きん一いち郎ろう本人を追うしかないのだが、行く先のあてがない。まず行動することを良しとする冬とう馬まとしても、二の足を踏まざるをえなかった。

「これは失し本もと様、お帰りなさいませ」

　弥や平へいが縄を引き上げ、井戸の水を汲くんでいた。禿はげあがった額から汗が滝のように流れている。

「土産みやげだ」

　弥平の胸に真ま桑くわ瓜うりを預け、代わりに水が満たされた釣つる瓶べを受け取った。喉のどは砂丘を吞のんだように渇かわいている。直接に口をつけ、釣瓶を傾かたむけ流しこんだ。地上の暑さとは無縁の井戸水の冷気が、全身を駆け巡る。冬馬は大きく喉仏を上下させながら、一気に水を飲み干した。

　ぷはーと大きく息を吐いて、袖そで口ぐちで口元をぬぐう。底を大きく鳴らし、石造りの井戸の縁ふちに釣瓶を置いた。

「ひと息で飲み干されるとは、余程喉が渇かれておられたのですね。本当にお暑い中、ご苦労さまです」

　言わずとも表情を読み取ったらしく、弥平は成果があったかとは訊かなかった。

「しかし、見事な真桑瓜ですな」

　弥平が両手で摑つかんだ緑の果実を、判じものをするかのように眺めている。

「この艶つや、この手触り。切らずとも分かります。熟していて甘いですぞ。これならば、久く世ぜ様もお召し上がりになられるでしょうな」

　その一言を聞き、冬馬は額にきつく縦皺じわを刻んだ。

「何だ？　あいつまた飯を食ってないのか？」

　弥平が深いため息をつく。

「はい、昨日の朝から一食も。それにどうやら、ここ二日ほど一睡もお休みになられていないご様子でして。根を詰められ過ぎるのは、体に毒だと何度も申し上げているのですが、全く取り合って下さらないのです」

「あの馬ば鹿か……」

　池越しに見える書斎を見やり、冬とう馬まは呟つぶやいた。

「お体を労いたわられるよう、失し本もと様のお口からもおっしゃられて下さい。屋敷に来られた当初から、仕事熱心な方でしたが、どうにもここ数日の久く世ぜ様のご様子が、鬼気に迫り過ぎております。悪い何かにとり憑つかれたように、机へ向かわれておられるのです」

　冬馬は舌打ちを一つし、編み笠がさを乱暴に軒のき下したへ放り投げると、地面を踏み鳴らし歩きだした。




「伊い織おり、飯だ！」

　書斎の前で、そう叫び、冬馬は力一杯に障しよう子じを引き開けた。戸と柱がぶつかり、カンと音高く鳴り響く。

「今すぐ飯を食え！」

　冬馬の投じた言葉が、相手に届かず室内を彷徨さまよう。書き物机の傍かたわら、蘭らん書しよ、魔導書が重なりあった書物の山々に囲まれ、伊織は眠っていた。膝ひざを抱えるようにして、すうすうと静かな寝息を立てている。

　叩たたき起こして食事を取らせるべきか、そのまま寝かしておくべきか。冬馬はすぐには決めかね、戸口で立ち尽くした。

　隣室の寝所に行こうと思う気力すら尽き果てていたのだろう。寝顔だけに力が抜け、全体の表情は穏やかだが、目元には隠しきれぬ疲ひ労ろうが、色濃く浮かんでいる。心持ち影がつき、頰ほおもこけているように見えた。

　床に散らかり放題の書物を踏みつけぬよう足のくばりを気にしつつ、冬馬は伊織のもとへ進んだ。畳の上がひんやりしていて気持ちが良いのかもしれないが、何も手を出さず直じか寝ねをさせ続けるのには抵抗感がある。ひとまず、隣室に運び、布団の上で寝かせてやった方が良い。

　冬馬は抜き足、差し足で忍びより、伊織の傍そばに辿たどりついた。抱きかかえようと静かに座りこむ。ふと、足元に視線を落とすと、乱雑に巻き取られた白い晒さらしが目に入った。

（どこか怪け我がでもしてやがったのか？）

　そう不審に思い、手に取る。指先にうっすらと汗の湿りを感じた。晒しを解きほぐしたが、血の跡あとは見られない。ならば打ち身かと、膏こう薬やくの匂においを探ってみたが、晒しそれ自体の匂いと、幾いくばくかの移り香しか嗅かぎとれなかった。

（まてよ？）

　考えてみれば、怪我があったとしても自分の魔法で治してしまうはず。患部に巻いた痕こん跡せきなど、はなから見つかるはずがない。

（襷たすき掛がけに使っていたんだな）

　机の上を改めて見直すと、散々と物が散らばっていた。軸先を潰つぶした鵞がペンが数本。冬馬の目には模様にしか見えない文字が記されている洋紙。底が尽きようとしているインク壺つぼ。さながら激げき闘とうが繰り広げられた合戦の跡だ。袖そでにインクが飛び散らないよう、襷掛けをしていたのも頷うなずける。

　泥ど鰌じよう汁を囲んだあの日、伊い織おりが一日でも早く翻ほん訳やくは終わらせるつもりだと語っていたが、ここまでの覚悟だったとは思いもよらなかった。この小さな体でよくやるなと、感心半ば、呆あきれ半ばで抱きかかえる。

　冬とう馬まは脇わきの下を通って伊織の胸へと置かれていた手に、妙みような柔らかさを感じ取った。何だこれは、と心の中で首を捻ひねる。指を動かすと、やけに弾力のある感触が返ってきた。

　啞あ然ぜんとし、自分が鷲わし摑づかみにしている何かを見下ろす。逞たくましい指が伊織の小さな胸にめりこんでいた。

　冬馬はそのままの姿勢で金縛りになった。白刃に囲まれても平静を保っていた心臓が、早鐘を打つ。視線は、気持ち良さそうに寝息を立てている伊織の顔と、穏やかに上下する胸の間を往復した。

　はだけかけた着流しの胸元。そこには控えめながらも、胸の谷間があった。
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　弥や平へいは井戸の縁ふちに腰掛けながら、太く短い腕を組み考えこんでいた。

（真ま桑くわ瓜うりを召し上がって頂くのは良いが、やはり、何か精のつく物を食べて頂かなくては……余り味の濃いものは胃が受けつけんだろうし……冷麦でも召し上がって頂くか。錦きん糸し卵と甘煮の椎しい茸たけ、千切りにした茗みよう荷がを散らして……）

　献こん立だての思案は、慌あわただしく近づいてくる足音で中断させられた。何事かと思い、顔を向ける。

　屋敷の中で熊くまにでも出くわしたかのような血相で冬とう馬まが、こちらへ駆け寄ってきた。

「心変えするよう、きつく言って頂けましたか？」

　その問いを素通りして井戸の縄に取りつき、尋じん常じようではない早さで釣つる瓶べを引き上げはじめる。弥や平へいは慌てて、止めに入った。

「お待ち下さい。今しがた、井戸底につけたばかり。真ま桑くわ瓜うりの皮は分厚うございます。そんなに早はよう冷えるわけがありませんぞ」

　彼の忠告が右耳から入って左耳から出たのか、縄を手た繰ぐる冬馬の手が止まらない。あっと言う間に、井戸の底から釣瓶が引き上げられた。冬馬がその中で冷やされていた真桑瓜をむんずと片手で摑つかみ、無造作に放り投げる。

　緑の果実が地面に激突する寸前、弥平の短い腕が伸びた。指先に引っかけ拾い上げ、赤子を抱くようにそれを抱えた。思わぬ無む体たいに腹が立ち、冬馬を睨にらみつけた。

「何を考え──」

　冬馬が釣瓶を頭上に掲かかげて逆さにし、水を被かぶった。真桑瓜が入っていたせいで、残量が少なく、びしょ濡ぬれとまではいかない。丸い目をより丸くしている弥平を尻しり目めに、彼は井戸底へ釣瓶を落とし、着水した音が聞こえるや否いなや、また縄を手繰って引き上げにかかった。

（暑さで物狂いされたか）

　弥平の不安を余よ所そに、冬馬が再び頭から水をザブリと被る。今度は正真正しよう銘めい、頭から袴はかままでずぶ濡れになった。顎あごから水を滴したたらせながら身を翻ひるがえし、弥平の岩のように盛り上がった双肩を摑つかむ。

「いつだ？」

「はぁ？」

「怒らねえから、いつ気づいていたのか言ってくれ」

　と言いながらも、その声には怒気が多分に含まれていた。弥平としては、問われている意味も、機嫌の悪い理由も想像がつかない。

「気づいていたとは何のことです？」

「惚とぼけるな」

「惚けるも何もありませんぞ。恐れながら、全く何のことやら」

「何かと言えば、その……あれだ」

　冬馬が動揺し、声を上ずらせる。

「伊い織おりの胸がだな……」

　彼の顔の強こわ張ばりを目まの当たりにし、弥平の脳裏に最悪の答えが過よぎった。伊織の鬼気迫る表情も、出会った時から気になっていた線の細さも、それならば納なつ得とくがいく。

「胸と申されますと、ひょっとして、久く世ぜ様は労ろう咳がいを患わずらわれておられるのですか？」

　と、弥や平へいは深刻な声で訊きいた。

　妙みような間を空けてから、冬とう馬まが目め尻じりを反り立つように吊つりあげ、襟えり元もとを締めつけてきた。

「人をからかって楽しいか？」

「いえ、滅めつ相そうも」

　弥平は締められている猪い首くびを窮きゆう屈くつそうに横へ振った。

「伊い織おりが女だと、いつ気がついた？」

「女？」

「そう、女だ。あいつは女なんだ。それで、宍道しんじ湖こでのことも説明がつく。股またを叩たたいても、あれがあるはずがねえし、怒り狂うのも無理はねえ」

　言っている意味が、弥平には皆目分からなかった。

（やはり暑さで物狂いされたのだな）

　そう結論を下し、あやすような口調で冬馬に語りかける。

「失し本もと様、少し中に入って休みましょう。横になり、水みず手て拭ぬぐいで頭を冷やしておれば、気分が少しは落ち着かれるはず。続きはその後でお訊きしますから」

　襟元を握りしめる冬馬の手を、そっと取り去ろうとしたが、反対により強く力をこめられた。

「弥平、俺は正気だ。暑さにうだされたわけじゃねえ」

　正気をなくした人間ほど、そう言うものだと弥平は心中呟つぶやいたが、埒らちが明かぬので、彼の話に最後まで付きあうことに決めた。

「何を証拠に、伊織どのが女性と申されるのです？」

「あいつの胸に膨ふくらみがあったんだ」

「胸の膨らみ？　それは乳ち房ぶさということで？」

「あ、当たり前だ」

　声を詰まらせた冬馬が、何を思いだしたのか、頰ほおを朱に染める。弥平の襟を摑つかんでいた手が放された。

「布団の中で寝かせてやろうと、抱きかかえた時に偶然──偶然、手に触れたんだ。男の胸が、あんなに膨らみがあって、柔らかいわけがねえ」

「しかし、久世様は、こう──」

　弥平は胸に添えた手を垂直にストンと落とした。

「──なられていますよね？」

　冬馬がわけ知り顔で、大きく頷うなずく。

「だから俺も騙だまされた。あいつ、胸に晒さらしを巻いて隠してやがったんだ」

「左様ですか……」

　と受けつつ、伊織の姿を思い起こしたが、その胸元に男としての違和感は全くない。いかに晒しをきつく巻けど、女性の胸があれほどの絶壁になるはずがなかった。それに──

「ないことの説明は、晒さらしを巻くことでつくにしても、あることの説明はどうするのです？」

「あるって何がだよ？」

「男の股またについているあれのことです」

「知らないのは無理もねえが、あれはないんだ。前に一度、色々と成り行きがあって、あいつの股を叩たたいたことがある。その時は、縮んでいて分からなかったと思った。けど、今考えてみれば、なかったから手に当たらなかったんだ。それもそうさ、あいつは女なんだから、あるわけがねえ」

　弥や平へいがどんぐり眼まなこを剝むきだした。

「いいえ、ありますよ。私は久く世ぜ様の股に、あれがぶら下がっているのを見ました。間違いありません」

　両者の表情に確信の色があるのに、話が全く嚙かみ合わない。弥平は首を捻ひねり、冬とう馬まは目を逆立てた。

「何が理由かは知らんが、噓うそをつくな」

「こんなくだらないことで、噓をつくわけがありません。ちゃんとこの目で見ましたよ」

　言って自分の丸々とした目を指し示す。

「あれは一昨日の朝。丁度この井戸端で、久世様が下帯を解いて頭から水を被かぶっておられたのです。眠気を覚ます為か、この井戸が涸かれるかと思うほどの大行水。私は、久世様の背後、少し離れたところで植木の手入れをしていたんですが、その無茶苦茶な水の浴びように、自然と目が向いたんです。私が立っていた位置は、真後ろでしたが、股の間からあれの先の方が揺れているのが見えました。お体の大きさには不釣り合いの、その雄大さたるや驚きよう愕がくの一言。だからよく覚えていますし、見間違えるはずがない」

　どうしてこんな馬ば鹿かげたことに、と思いながらも、弥平は熱弁を振るった。幸い、その熱が少しは伝わったらしく、冬馬が腰に手をあて考えこんだ。

「第一、久世様が女性だとして、何の目的で男装をされているんです？」

「あいつの家は、親父さんの代で改かい易えきを受けている。男に化けることで、自分が家を継ごうとしたんじゃないか？　あれだけの才と適てき塾じゆくの肩書が加われば、帰参はまず許されるぞ」

「久世様ほどの才能のある方が女性ならば、誠に惜しい話。ですが、危険が多過ぎる。胸に晒しを巻いたところで、死ぬまで男と騙だまし通せるはずがない。藩はん公こうを謀たばかっていた事が露ろ見けんしたら、またも改易。お家を本当に再興されたいと思うのなら、才能のことは目を閉じ、婿むこか養子を貰もらわれるのが真っ当です。久世様は、それが分からぬほどの愚おろか者ではございませんぞ」

　弥平に手応えなく言い負かされ、冬馬は黙した。

「そもそも失し本もと様は、久世様の裸体をしっかりと見られたのですか？」

　いいやと、冬馬が首を振る。

「襟えり元もとの隙すき間まから、胸を少しだ」

「でしたら、ここで悩まれていても仕方がない。もう一度、久く世ぜ様のところへ行って、全てを見届けて来なされ」

　言って、彼の背を押し、伊い織おりのもとへ送りだした。何かを言おうと冬とう馬まが振り返ったが、手を払う仕草で追い返す。

　遠ざかっていく冬馬を見守りながら、弥や平へいはふと、ある事を思いだした。

（そう言えば、久世様の背に彫られていた刺青いれずみ。魔法陣に形が似ていたような気がするが……）




　べきり。

　冬馬の鼻に、伊織の膝ひざがめりこんだ。悶もん絶ぜつし、掛け布団の下から転がり出る。冬馬は痺しびれる鼻を両手で押さえ、畳たたみの上に尻しりもちをついた。

「何しやがんだ」

「それは私の科白せりふだぞ」

　横たわったまま、重い瞼まぶたを無理から開いた伊織の表情は、不機嫌の権ごん化げといった感じだ。身を守るように夏用の薄い掛け布団を、鼻先まで引き上げている。薄目の間から漏もれている眼光はいつも以上に鋭い。

「何のつもりで、私の布団に入ってきた？　折角、人が気持ち良く寝ていたというのに。答えようによっては、冥めい土どに出かけてもらうぞ」

　本当にやりかねない声色。

　男かどうか確かめてみようと思って、布団に忍びこんだとは、口が裂けても言えそうにない。冬馬は狼ろう狽ばいを見透かされないよう、あえて怒ったような顔を作った。

「起こそうと思っただけだ。お前こそ最近、飯を食ってないだろ？　寝るのもいいが、何か胃にいれないと体がもたんぞ」

「今は食欲よりも、とにかく眠いんだ。何も用がないなら、寝かせてくれ」

　言って寝返りをうち、冬馬に背を向ける。

「それとだ。今度、人の布団に忍び入ってくるような、気持ちの悪い起こし方をしてみろ。どんな言い訳も聞かんぞ。即そつ刻こく、首から上がなくなると思え。分かったな」

　巨大な竜巻は目前で方向を変え、冬馬は直ちよく撃げき寸前のところを免まぬがれた。安あん堵どする一方で、伊織の性別を確認出来なかったことが悔くやまれる。

（寝入るのを待つか）

　そう思ってすぐ、かぶりを振った。弥平にけしかけられ、軽挙に出てしまったが、もし伊織が女性ならば、下げ種すの所業である。

　それによく考えれば、着流しを捲めくって、ないのを確認したところで、どうにもならない。十七という妙みよう齢れいの女性がわざわざ男装をしているとするならば、相当の覚悟があってのこと。簡単に認めるとは思えなかった。仮に訊きいて答えてくれることなら、何も後ろ暗いことをせず、最初から正々堂々と疑問をぶつけるべきだ。問う時期をよく見計らねばならないが、少なくとも伊い織おりが疲労困こん憊ぱいの末、眠りにつこうとしている今はその時ではない。

「ゆっくり休めよ」

　畳たたみに片手をついて、そっと腰を浮かした。

「冬とう馬ま、何か新しいことが分かったか？」

　布団に包まり、背をこちらへ向けている伊織が尋たずねてきた。驚きの余り、冬馬の姿勢が中腰で固まる。早く出ていけと、どやされるのではなく、そんなことを問われて引きとめられる形になるとは思ってもいなかった。

「一つだけある。昨日、耳に入れた噂うわさだが、城下から遠く離れた山中の寒村で、神隠しがあったらしい。村人全員が、どこに行ったか分からんそうだ」

　ここ数日の聞きこみで摑つかんだ唯ゆい一いつの収穫だが、調べに行ったところで、岩いわ切きりの村と同じように謎なぞが深まるだけのような気がしてならない。故ゆえに、伊織に報告するのが、昨日ではなく今になった。

「事件の解明に直結するように思えんが、やはり捨てておけんな。絶対に一人で行くなよ」

「分かってるさ。行く時は、お前と一緒だ」

　冬馬は膝ひざを伸ばし、立ち上がった。

「まあとにかく、事が終わった後だ。急いだところで仕方ない。今はこっちのことは気にせずに、早く寝ろ」

　じゃあな、と言い足して部屋を出ようとした彼を、また伊織の声が引きとめる。

「明後日あさつてからは、私も一緒に行動する。とりあえず、その村に行ってみるか？」

　冬馬は障しよう子じの引き手にかけていた指を放し、振り返った。

「明後日？　翻ほん訳やくの方はいいのか？」

「さっき終わった。今日は丸一日眠って、明日、神かん藤どうどのに届ける」

「前に聞かされていた予定より、えらく早いじゃねえか？」

「まあな」

　浮かない声だった。眠過ぎて、仕事を終えた安息感や解放感に浸ひたる余裕がないのだろう。

「じゃあ一緒に行動するのは、明日からだな。城下には俺もついて行くぜ。天てん魔ま党の奴やつらのことは心配しなくてもいいが、まだ全ては解決してねえ。別の誰かが道中、襲ってくるとも限らん。用心にこしたことはねえから、俺が護衛につく。もちろん、嫌いやとは言わさねえぞ」

「言わんよ。嫌と言っても、貴様は無理からついて来るからな」

　夏布団に包まったまま、伊織は小さな肩をすくめた。

「ところで、この一件が無事解明したら、貴様はどうするんだ？　ここに残るのか？」

「何だよ、唐とう突とつに」

「いいから答えろ」

「お前次第だから、分かんねえな」

「どうして、私次第になる？　まさか、まだ私に呪じゆ紋もんを解いてもらおうと思っているんじゃないだろうな？」

「ご名答。俺は、お前が呪紋を解いてくれるまで、どこまでもつきまとうぜ。大坂だろうと、長ちよう州しゆうだろうと、どこまでもな」

　伊い織おりが体を反転させ、こちらを向いた。掛け布団を鼻先まで引き上げているのは、先程と変わりはない。しかし、見開かれた瞼まぶたの間に輝く、その黒瞳からは怒りの色が抜け落ちていた。

「無む駄だだ」

「いいや、俺は諦あきらめないぜ。お前だって知っているだろう？　俺の諦めの悪さを」

　伊織が首元まで掛け布団を引き下げた。苦虫を嚙かむように、薄い唇が歪ゆがんでいる。

「私には貴様の呪紋は解けん。だから、ついてきても無駄だと言ってるんだ」

「俺が渡した魔導書も翻ほん訳やくしないうちに、そんな弱音を吐はくなよ」

「渡した？　どさくさに紛まぎれて、置いていっただけだろう」

「同じことだ」

　言って冬とう馬まは枕まくら元に歩を進め、腰を下ろした。伊織が軽く膝ひざを曲げる。

「あれなら、もう読んだ」

「いつだ？　そんな暇なかったろ？」

「神かん藤どうどのの翻訳の合間に、どの暗号法式で変換されているか試していたら、運良くすぐに正解が見つかったんだ。後は、読み下すだけの簡単な作業。息抜きを兼ねて少しずつ訳しておいた。全部の翻訳が終わったのは、今日、陽が昇ってからだ」

　そう言い、伊織が目頭を抓つまむ。

「適てき塾じゆくの塾生だから出来ないとか、色々理屈をこねていたくせに、どういう風の吹きまわしだ」

　冬馬は複雑な表情を作っていた。切望していたことだが、拍子抜けの感は否めない。

「くせに？　何だ訳しちゃいけなかったのか？」

「いや、そんなことはない。ただ、どういう心境の変化があったのか、訊ききたかっただけだ」

「この前の一件で、貴様の馬ば鹿かさ加減を思い知ったからな。一生つきまとわれるくらいなら、どれだけ悪名を背負うことになっても、魔導書を訳して呪紋を解いた方がまだましだ」

　言って、伊織が天井を仰あおぎ見る。

「まあ、結局はその心配は必要なかったんだがな。貴様の胸に刻まれた呪紋は私だけじゃない、この国にいるどの魔法士にも解けない。あのランドル＝エルの呪紋だからな」

「らんどれる？　何だそれ？」

　冬馬が片膝をつき、身を乗りだした。

「アンクワン・ランドル＝エル卿きよう。天才的とも悪魔的とも評される発想で、特異な呪紋を数々設計した、異端の呪紋研究家だ。彼の呪紋は〝鍵かぎ〟がなければ、解呪出来ない仕組みになっている」

「鍵？」

「鍵と言っても、実体化しているわけじゃないぞ。呪じゆ紋もんが貴様の魔封じのように罰ばつとして用いられる場合、被術者に魔導書で調べられ、簡単に解かれては意味がない。そこで、ランドル＝エル卿きようは、特殊な魔法処理を行い、〝鍵〟がなければ解呪不能の呪紋を発明した。〝鍵〟を持っているのは、施せ術じゆつ者だけ。貴様の場合は、シーボルト先生でなければ、胸の呪紋を解くことが出来ない」

「つまり、祖じ父いさんが帰ってこなきゃ、どうにもならねえってことか？」

　伊い織おりは瞼まぶたを一度閉じ、頷うなずくのに代えた。冬とう馬まが、うーんと唸うなってから、収まりの悪い髪を搔かきむしる。

「どう算段つければいいか、悩みもんだがやるしかねえか」

　しかめ面づらを作っているが、絶望している風ではない。それを伊織が見み咎とがめる。

「貴様、まさか国禁を破って、海を渡ろうと考えてるんじゃないだろうな？」

「まさかも何も、それしか方法がないじゃないか？」

「馬ば鹿かなことを考えるのはやめろ」

「いいや、俺はやるぜ。こうなったら岩に齧かじりついてでも、オランダに行くぜ。行って祖父さんを探しだしてやる」

「本気で言っているのか？」

「伊だ達てや酔すい狂きようの目に見えるか？」

　冬馬が覆おおいかぶさるようにして、その赤せき眼がんを近づける。伊織は籐とうの枕まくらの上で顔を背けた。

「黙っておくつもりだったが仕方がない。教えてやる。〝鍵〟とはな。施術者の生命のことだ。貴様の呪紋を解くには、解かい錠じよう作業中にシーボルト先生に死んでもらわねばならぬ。わざわざオランダまで行って、実の祖父に命をくれと言えんだろう？」

「命だと……？」

　と言ったきり、冬馬は押し黙ってしまった。しばらくして、声を絞りだし伊織に問う。

「祖父さんは何で自分の命を引き換えにしなければ解けないような呪紋を、俺にかけたんだ？」

　伊織の瞳に哀しげな光が浮かんだ。

「何の理由があったかなんて、私に分かるわけがない。ただ一つ言えるのは、シーボルト先生が不退転の決意でそれに望まれたということだ。呪紋を解くのに、自らの命を捧げるだけじゃない。ランドル＝エルの呪紋は、その鍵機能の代だい償しようとして、施術者に全魔力の提供を強しいる。今、どちらにシーボルト先生がおられるかは知らないが、もう魔法士としての力がないのは確かだ」

　冬馬は惚ほうけた顔で、噓うそだろと呟つぶやき、うなだれた。

「悪いことは言わん。この松まつ江えでのことが全て片づいたら、もう魔法の世界には近づくな」

　伊い織おりがそう言うと、寝所には重い沈黙が立ちこめた。時の流れが、二人の間にだけ鈍く流れている。

　冬とう馬まの唇が、かすかに動いた。それを視界の隅で捉とらえた伊織が、顔を向ける。また、彼の唇が動いた。今度は小さく、囁ささやきと共に。

「──不完全なんだ。そうだ。完全には封じこめていないんだ」

　冬馬の瞳に、力強さが戻っている。その変わりように気づき、伊織は訝いぶかしげに目を細めた。

「何をぶつくさ言っておる？」

「不完全なんだ！」

　そう叫ぶと、驚き目を見張った伊織の頰ほおを両手で挟はさんだ。自分の顔に向き合うよう、強引に伊織の首を曲げる。

「思いだした。俺の呪じゆ紋もんは完全じゃないんだ」

　冬馬は言って、伊織が不快と不審の視線を放っているのも気にせず、手に挟みこんだ顔を揺り動かした。

「いい加減にせんか、馬ば鹿か者！」

　伊織が自分の頰と手で挟むようにして、思いきり冬馬の手の甲を叩たたいた。聞くからに痛そうな、高く乾いた音が鳴る。しかし、平然を通り越し、冬馬の顔には笑みがこぼれていた。

「気でも狂うたのか？」

「これ以上ないくらいに正気さ。思いだしたんだよ、祖じ父いさんたちの会話を」

　さも嬉うれしそうに答え、伊織の頰から手を外した。

「庭で紫陽花あじさいが咲いているから、場所は鳴なる滝たき塾じゆくだ。祖父さんと鳶とび巣す先生が、俺の呪紋のことを話し合っていた。その時、祖父さんは間違いなく、俺の呪紋は不完全と言ったんだ。よし、いいぞ。きっとまだ望みはある。完全に封じこめられていないのなら、何か破る手段があるんじゃないか？」

　そんな上機嫌の冬馬を、鬱うつ陶とうしげに伊織が見上げる。

「ひょっとして私に、その何かを訊きいてるのか？」

　冬馬が無邪気に頷うなずく。

「他に手掛かりは？　覚えているのは、その断片的な会話と光景だけなのか？」

　またも邪気なく頷いた彼に、伊織は怒声を発した。

「馬鹿！　そんな砂すな塵ちりのような手掛かりでどうにかなるわけないだろう。貴様の言ってることはな。ひと摘つまみの砂だけを足掛かりにして、富ふ士じの山を登れと言ってるのと同じだ」

「心配するな。手掛かり、足掛かりがないのは、今だけだ。これから砂の量を増やせばいい」

「どこから、その砂を持ってくる？　あてはあるのか？　オランダに渡ってシーボルト先生を探しだし、訊きいたところで何も教えてはもらえんぞ。自分の魔法士としての全てをそこに注ぎこんだのだからな。日本にいる先生の弟子たちも、その覚悟を知っているから、きっと何も話さんぞ」

「それは分かってる。あてはここにあるから問題ない」

　と言って冬とう馬まは伊い織おりを指さした。

「これからもっと翻ほん訳やく家としての名を挙げていくお前のもとには、新規の魔導書が集まってくる。その中からこぼれ落ちてくる砂を搔かき集めればいいんだ」

「そんな都合良く、お前の呪じゆ紋もんに関する情報が得られるわけはないぞ」

「でも、可能性は絶無じゃねえ。伊織の傍そばにいる限り、きっとどうにかなるさ」

　まさしく開いた口が塞ふさがらない伊織に、冬馬が陽気に告げる。

「一いち蓮れん托たく生しよう。どこまでもついて行くぜ」




　縁えん側がわに面した障しよう子じが暗色の空を透かしていた。机の上に置かれた無尽灯が、煌こう々こうと光輝いている。

　艶つややかな唐から紙がみが張られた襖ふすまが開き、神かん藤どう治じ部ぶが姿を現した。平伏する伊織に顔を上げるよう申しつけ、裾すそをはらって腰を下ろす。

「遅くなって悪かった。藩はん庁ちようでどうしても、片づけねばならぬ仕事があってな。上から下まで才のない輩やからばかりで困る」

「いえ、元を糺ただせば、事前に何の連絡もなく、こんな夜よ更ふけに目通り願った私が悪いのです。誠に申し訳ございません」

　畏かしこまる伊織に、神藤が鷹おう揚ように手を振る。

「気にするな。ミスリル錬れん成せいの魔導書が訳し終わったと聞いて、次の朝が来るのを待てるほど、私は気長ではない。ただ、夜道を一人で来たのだけは感心出来ないな。藩外に出た形けい跡せきはあるにしても、君を狙ねらった奥おく野のはまだ健在だ。仲間を連れ立ち、どこで襲ってくるかもしれん。一いち路ろを呼びつけるか、失し本もと君を護衛にすべきだったぞ」

「お気づかいありがとうございます。用心をせねばと思ってはいるのですが、人と連れ立つのは、どうにも苦手な性分でして」

　明日、神藤邸ていを訪問すると冬馬に噓うそをつき、伊織は一人、松まつ江えの城下へ来ていた。神藤治部とのこれからの話の進み方によっては、非常の手段に訴える必要がある。進んで関与したわけではない冬馬に、その責を一緒に負わせたくなかった。下へ手たをすれば生しよう涯がい、陽のあたる場所に出られない。そんな目に遭あうのは、自らの意志で渦中へと飛びこんだ自分一人で十分である。

　不退転の決意を胸に秘めつつ、伊織は耳を澄ませ、人の気配を四方にうかがった。どうやら、隣室や廊下に人が伏せられている様子はない。

「その性分は直さないといけないな。君のような有能な人物こそ、もう少し臆おく病びようであってもらわねば困るぞ」

　苦笑した神藤が、脇きよう息そくに片肘ひじをつき、もたれかかる。

「それでは翻ほん訳やく書を見せてもらおうか」

　伊い織おりは再び平伏し、苦戦すると思われるこの対局の最初の一手を打った。

「実を申しますと、神かん藤どうどのには、改めてお詫わびしなければならない儀があるのです」

「ほう、それは何かな」

　と尋たずね、もう一度面おもてを上げるよう、強い調子で命じた。目元をほんの少し陰らせて、伊織が答える。

「まだ、魔導書全ての翻訳は終わっていないのです」

「どういう意味だ？」

「お許し下さい。翻訳は半ばなのですが、終わったも同義なのです。中途にて、もう読む価値がないと判明致しました。それ故ゆえ、ご報告に上がった次第なのです」

「読む価値がないとは、どういうことだ？　まさか、手のこんだ偽ぎ書しよだったのか？」

「それにつきましては、実際に錬れん成せいを試みてみたわけではないので、お答えのしようがありません。ただ、記されている内容が実じつ践せんするに値しない外げ法ほうでした。出来ますれば、内容をお訊ききになることなく、こちらの書はご焼しよう却きやくして頂けませんでしょうか？」

　言って、伊織は託されていた魔導書を机の上に置いた。神藤が不審に満ちた眼まな差ざしをこちらへ向けている。

「訊くなとはどういうことだ？」

「お耳汚しになるだけの外法だからです。わざわざ、ご不快な思いをされる必要はないかと存じ上げます」

　なるほどな、と言い、神藤は不快の情が刻んだ深い皺しわを広げるように、眉み間けんを指先でもんだ。伊織が囲い碁ごの盤を挟んで、次の一手を待つ棋き士しのように口をつぐみ、じっと彼を見つめている。悪手とは気づいているが、といった渋面で、神藤が言う。

「ここで何も訊かず、焼却を一いち諾だくするのが賢人。哀しいかな、私は愚ぐ人じんだ。その魔導書を購入するのに費やした金銀の山を思えば、耳に汚物を塗られると分かっていても、訊かずにはおれん。教えてくれ、その外法とやらを」

　局面は怪しい方向に進んでいる。しかし、ここまでは十分予想されたこと。次に打ちこむ一手を、相手がどう受けるかにより全ては決する。

　伊織は乾いた唇を、そっと嘗なめて切りだした。

「この魔導書に記されたミスリル銀の錬成炉ろを作動させるには、動力源として〝魔人〟の首が必要なんです」

　眉間に指を当てたまま、神藤が静かに訊く。

「魔人？　何だね、それは？」

　伊織は改まり、いずまいを正した。

「魔人を生みだす儀式の枝葉のことは打ち払い、根幹のお話だけをさせて頂きます。ご存知の通り、人の体には必ず魔力が宿っております。ただし、その力には大小があり、全て生来のもの。小の者がいくら修練を積めども大の者になることが出来ない。この神の摂せつ理りに反するのが、魔人の法。人と人とを共に生きて食わし合わせ、体内の魔力を高めるのです。その外法をもって生みだされる、人外の力を宿した者──それが〝魔人〟です」

　言って伊い織おりは、攘じよう夷い志士が魔法士を外道使いと呼ぶのも無理はないなと思った。心の芯から吐はき気がする。

　この悪魔の知恵を語らぬことが許されるなら、どれほど楽か分からない。神かん藤どうに噓うその報告をする、あるいは魔導書を持ったままどこかへ行方をくらます手もあった。しかし、高度な筆写技法を要するものの、魔導書の複製は不可能なことではない。神藤の手元にそれがあり、再度、翻ほん訳やく家を招しよう聘へいする気になれば、意味のない行為になってしまう。根本的にこの問題を解決するには、彼を説き伏せるか、力でねじ伏せるかして、魔導書とその写本を全て破棄させなければならなかった。

「人を食わし合わせるだと……まさか十も二十もか？」

　そう驚き問われ、伊織は首を横に振った。舌の裏に苦いものを感じる。これは数の問題ではない。歓迎されない兆ちよう候こう。不安を胸に、断念を迫るべく、偽いつわりなしに答える。

「桁けたが違います。まずもって百人とお考え下さい。共食いをさせ合う人間の魔力が小さいが為に、魔人の印が出現しなければ、さらに食わし合えと記されてありました。百人という数が指標になるのは、高度な魔法文明を誇ほこったエルフでのこと。人に換算すれば千になるやもしれません」

「千人だと？」

「決して、大おお袈げ裟さな数字ではございません」

「恐るべき話だな。人の血の流れない化生の所業にもほどがある」

　軽けい蔑べつするかのような視線を魔導書の上に落とし、神藤が言った。しかし、その声にかすかな興奮の響きがある。

　伊織は一瞬、頰ほおを引き攣つらせた。最悪のことを思いながら、長考する彼の口元を見守る。

「まさに外げ法ほうだ」

　澱よどむことなく、輪りん郭かくのはっきりとした声で、神藤が言った。顔はまだ晴れきらぬが、瞳に曇くもりはない。

「人を食わせ合うなど、許されることではない。ミスリルがどれほどの価値があろうとも、論外だが……」

　神藤は瞼まぶたを落として、しばし黙った。眉まゆ根ねに苦く悶もんが浮かんでいる。

「……久く世ぜ君。今、イギリスの商人が、上海シヤンハイで貧民窟くつに住む清しん国人を大量に買い入れ、船でどこかへ運びだしている話を知っているか？」

「いえ、初耳です」

　握りしめる伊い織おりの拳こぶしに、汗が湧わき出てきた。神かん藤どうが攻め手を変えてきたということは、諦あきらめていないのかもしれない。

「彼らを買い入れたのは、どこかの植民地で、奴ど隷れいとして働かせる為。今こ宵よいまで、ずっとそう思ってきたのだが、違うのかもしれないな。ひょっとすると、そのどこかでミスリル銀の錬れん成せい炉ろを建造してはいないだろうか？」

　神藤の問いが、伊織の胃の腑ふを締めつけた。自然と顔が歪ゆがむ。

「まさか、そのような──」

　動揺を隠せぬ声で言い、絶句したが、心中では神藤の危き惧ぐに同意していた。

　徳とく川がわ諸しよ藩はんの中でその声望を誇る松まつ江えも、世界から見れば蟻ありほどの存在に過ぎず、その松江ですら手に入れることが出来たミスリルの真書を、魔法大国であるイギリスが、一冊も手中にしていないとは到底考えられない。後は、その人外の所業を実行するかだが、清しん国人を使うのなら、大いにありうる。西洋人の多くは、アジアの人間を自分たちと同じ「人」として認識していない。本ほん邦ぽうの人間が、「異人」を避さけ、恐れ、忌いみ嫌うのと本質的には同じである。上海シヤンハイで起こっていることが事実であれば、イギリスがミスリル銀の錬成炉を建造、もしくは建造に着手したと見てまず間違いないだろう。

「まさかとは、思っておらぬ顔だぞ」

　指摘され、伊織は思わずうつむいた。

「これは、由々しき事態だ。ミリスル銀の魔法具を大量に手にしたイギリスが、次にどう出るかは分かりきったこと。それを使って、植民地を広げるに決まっておる。そして、空恐ろしいことに、他の列強諸国も、それに追つい随ずいするはず。我が松江でも手に入ったのだから、この真書の写本が、世界中に流る布ふしていると考えるべきだ。となれば、列強の侵しん略りやくは勢いを増して燎りよう原げんの火のように広がり、瞬またたく間に、この日の本を吞のみこむ。そう思わないか？」

　その問いで、神藤が何を言いたいか読めた伊織は、敢かん然ぜんと顔を上げた。

「確かに脅きよう威いです。しかし、だからと言って、我々も人外の所業に手を染めて、許されることにはなりませんよ」

　望む答えを得られず、神藤の表情に明らかに落胆の色が浮かんだ。

「では君は、手をこまねいて異国の侵略をさせるに任すのか？」

「いいえ、備えをおこたるつもりはありません。多くの魔導書を翻ほん訳やくし、列国に負けない魔法国家の礎いしずえを築きます」

「久く世ぜ君、それは聖人君子の理想論だよ。今そこにある危機を放置し、自身の清せい廉れんさを守ろうとする無責任極まりない考え方だ」

　神藤の異色の瞳が、煌きらめきを増す。

「私は違う。泥を飲み、汚れる覚悟がある。残念だが、君の意見には与くみせないな」

「では、何としてもミスリルの錬成炉を建造されるおつもりなんですね？」

「ミスリルの魔法具には、ミスリルの魔法具で対抗するより他はないからな。あれの力を、君も思い知っているはずだ。私に力を貸してくれ」

　そう乞こわれるも、伊い織おりは冷ややかに見返した。

「お断りします。泥をお飲みになる覚悟は立派ですが、貴方あなたは大事なことを見失われている。貴方が泥を飲むからと言って、誰かに毒を飲ましていいわけではない」

「そんな聖人君子の考えで、大事はなせんぞ。思考を硬直させず、柔軟に物事をとらえたまえ。人と名が付いているだけで、その価値がない者もいる。価値のない者を消費して、価値ある者に変えるのは、外げ法ほうにあらずと君は思わないか？」

　思わないと、答えてやるのも、伊織は自分が汚れるように感じた。言葉を発する代わりに、強く奥歯を嚙かんだ。

　そんな伊織の表情を気にかける様子もなく、神かん藤どうが熱弁を続ける。

「断じて、外法ではない。君が認めたくない気持ちも分かる。それが人の情というものだが、流されることなく、もっと冷静になって考えた方がいい。素す晴ばらしい才能を持つ、君のような人間は特にな。考えてみてくれ、例えば攘じよう夷い狂いたち。現実に目を背け、魔法をはじめ洋の物を用いず、自分とは逆の聡明な人間は容よう赦しやなく排はい斥せきしようとする。外見が人だからこそ、人と呼んでいるだけで実際は狂きよう虎こだ。生きていては人に害を与える。誰かが犠ぎ牲せいになる前に、殺してしまう方がいい。そうすれば皮と肝きもが手に入る。攘夷狂いたちは、殺してこそ価値がある」

「いいえ、違います」

　陶酔した神藤の弁を聞くに耐えきれず、伊織は、そう遮った。

「確かに彼らは狂虎でしょう。人を喰い殺そうとした時には、力でもって排除することも、私は否定するつもりはありません。しかし、生きていれば害になるという理由だけで、殺してはいけない。虎とらが虎の生き方しか出来ないことを悪と言って、殺してしまうようなもの。土台、人の生き方と虎の生き方は違う。善悪で論じられるものではない。開明と攘夷の思想も同じこと。生き方の違い、思想の違いだけで人を殺してはなりません。まして、食い合わせるなど、もっての他──」

「甘い考えだ！」

　神藤が拳こぶしを机に叩たたきつけた。その衝しよう撃げきで無尽灯がぐらつき、二人の背後に伸びる影を揺れ映す。

「そんなことだから、攘夷狂いどもに先んじられ、妹を殺されるのだ」

「何な故ぜ、そのことを……」

　思わぬ過去を持ちだされ、戸惑う伊織に、神藤がたたみかける。

「君に大役を任せるのだから、身の回りや経歴くらい調べあげるさ。蘭らん学がくの神童として、名を馳はせたのが災いしたらしいな。妹は君の一つ年下で、まだ十二歳だったそうじゃないか。そんな蕾つぼみを、攘夷狂いどもの手で無残に散らして、悔くやみはしてないのか？」

「せぬわけがないでしょう」

　底光りする瞳で見返し、伊い織おりは口元をきつく食いしばった。今も目を閉じ、あの時のことを思いだせば、瞼まぶたの裏が灼やけそうになる。

　蟄ちつ居きよ中の父が藩はん庁ちようの意をくみ、病死で届け出たが、神かん藤どうの語る通り、事実は斬ざん死しだった。もう一つの隠された真実については、流石さすがに摑つかんでいないようだが、掘り起こされたくない過去の話を持ちだされ、怒りの火ほ口ぐちに青い炎が灯ともる。

「それだけではない。君の父、久く世ぜ遠えん水すいが、攘じよう夷いの勢力に蹴け落おとされたことも忘れたのか？　己が権力を握っているうちに、彼らを放ほう逐ちくしなかったが為、逆ぎやく襲しゆうを受けたのだ。築きあげた功績を考えれば、その損害が大きかったと言えど、ミスリル錬成の失敗如ごときで、失脚することはなかったはず。執政の座にい続ければ、いくらでもその損失は取り戻せたにもかかわらず、攘夷の勢力に横車を押されて改易、挙あげ句くに憤ふん死し。しかし、私は同情しないぞ。藩の命運を左右する地位にありながら、己の情という小事を優先したおかげで、大事を損なったのだからな。今の長ちよう州しゆうを見てみろ。攘夷の火で国が燃え尽きようとしている。隣国や、何の罪もない人間まで巻きこんでだ。父の犯した愚ぐを倣ならうな。私に力を貸せ。それが天下国家の為だ」

　伊織の遠い記き憶おくの中に、天下国家の為と語っていた父の姿がある。こんな下げ種すも、同じ言葉を用いるのかと思うと、ますます腸はらわたが煮えてきた。

「話になりませんね。私と貴方あなたとでは、考え方が違い過ぎます」

「何があっても、これ以上は翻ほん訳やくをせぬと言うのだな？」

「はい」

「本当にいいのかね？　私の依頼を蹴ければ、長州に帰参を果たすという宿願が果たせぬことになるぞ。親しん藩ぱんと外と様ざまの違いはあるが、萩はぎの藩庁には知己も多くいて、私の声はよく長州に通る。君の仕官話を潰つぶすことなど、卵の殻を割るのとさして変わらん容易たやすさだぞ」

「相手を説き伏せぬと分かれば、次は脅おどしですか？」

　余りの見下げた発言に、伊織の口から自然とため息が漏もれた。怒りを通り越し、頰ほおにはからずも笑みがこぼれる。

「悪くとらんで欲しい。それだけ、君を買っているのだよ」

「迷惑な話です」

「そう、邪険にするな。一体、何が気に食わないんだ？」

　伊織は付きあい切れないとばかりに、首を左右に振った。

「何もかもです。そもそも、どうやって人間同士を生きて食い合わせるおつもりか？　同じ牢ろう獄ごくに詰めこみ、食を断ったとしても、都合良くいくとは限りませんよ」

「心配ない。私にはその都合をつける算段がある。百だろうと、千だろうと嬉き々きとしてそうさせるな」

　伊織の顔から嘲ちよう笑しようが消え、双そう眸ぼうが鞘さやを払ったように鋭く光った。

「鳶とび巣す先生が斬きられた神隠しの村でも、さては何かおやりになられましたね？」

「久く世ぜ君、察しがいいな。ますます気に入ったよ」

「先程、価値がない人間を使うとおっしゃられていたのは、噓うそだったわけですか？」

「噓などついとらんよ。土を耕すしか能がないものに、価値などない。そう思わんかね？」

「思いませんね。貴方あなたは本当に呆あきれた人だ」

　どんな絵図を描き、そこにどんな思惑があるかは分からないが、松まつ江えで起こる狂事はことごとく、神かん藤どうに集約されるに違いない。一番恐れていた結果が出たが、これで逆に迷うことは一つもなくなった。最も早はや説得する必要などなく、時期を見て、目の前の盤を蹴けり上げるだけだ。

「彼らをもう殺してしまったのですか？」

「いいや、まだ殺していない。まだ、使う段階ではないからな」

「殺してないのなら、今、どこにいるんです？」

「仲間になれば教えてやる。もう一度だけ言おう、私に力を貸せ」

「貴方もしつこい方だな。何度、言われようが答えは同じですよ」

　神藤が肩をすくめ、深くため息をついた。

「残念だ。どうせ手を貸してもらうなら、手荒な真ま似ねはしたくなかった」

　伊い織おりがふんと鼻を鳴らす。

「月並みの脅おどし文句ですね。もう少し気の利きいたことを言って頂きたかった」

「脅し文句じゃない。私の素直な気持ちだよ。操り人形の腕を直接摑つかんで動かすなんて、みっともないじゃないか」

　さも落らく胆たんしたかのように言い、神藤は脇きよう息そくに寄りかかり頰ほお杖づえをついた。

　彼の余裕の源みなもとを量りかね、伊織は瞬間、耳を澄ませた。隣室や廊下の物音を探ったが、やはり人が伏せている気配はない。

「生あい憎にくですが、私は人形などには死んでもなりませんよ。貴方にはミスリル銀の錬れん成せい炉ろはきっぱり断念してもらいます。どういう自信があって、そんな傲ごう慢まんな口を利いておられるか知りませんが、私を過小に判じない方が身の為ですよ」

「君の方こそ、自分のことを過大に判じない方がいい。君は有能だが一介の浪ろう人にん。私は親しん藩ぱんの中では、水み戸と藩をも優まさると囃はやされている松江藩の執政だ。どこへも訴えて出ることは出来んぞ。藩公も含めて、私に逆らえる者は一人としていない。何かのつてを辿たどって、幕府の力を借りたとしても、どのようにも言い繕つくろうことが出来る」

「誰がそんな温ぬるい解決を取ると言いました？」

「というと何かね？　得意の魔法で私をからめ捕るつもりかね？　なめてもらっちゃ困る。私を止めるには殺すしか方法がないぞ」

「ならば死んで頂きましょう」

　神藤が顎あごを上げ哄こう笑しようする。

「死んでもらう？　くだらない冗じよう談だんはよしたまえ。君のような綺き麗れい好きの人間が出来るわけがない。私の方からは君に一切、手を出さないぞ。無抵抗だ。そんな人間に、卑ひ怯きようにも魔法を撃ちこめるのか？」

「出来ますよ」

「じゃあ、やってみたまえ。早く」

　神かん藤どうが薄笑いを浮かべ、両腕を広げて促うながす。

「分かりました。では、これより無礼講とさせて頂く」

　言って伊い織おりは手を払い、机の無尽灯を横倒しにした。囲い硝子ガラスが飛び散り、剝むきだしになった炎が魔導書を舐なめる。紙の焼ける仄ほのかに甘い匂においが、鼻先をくすぐった。

「悪いな。手が滑すべった」

　宣言通り、言葉から仮かり初そめの敬意もなくなった伊織の挑発に対し、神藤は唸うなる子犬を相手にするかのように気にとめる様子もなく、微ほほ笑えみを返した。

「こんなこともあろうかと、写しは取ってある。気にしなくていい」

「写しはどこにある？」

「それは言えないな。でも、安心したまえ。保管場所を知っているのは私だけだ。私を殺せば、全て片がつく」

「いいだろう。今すぐ、片をつけてやる！」

　伊織は叫ぶと、後方へ飛び下がった。溜たまりに溜まった怒りを、魔力に乗せる。

「我われ汝なんじに命ず、アレグロの刃を掲かかげよ──」

　高速の指遣いで瞬またたく間に青い魔法陣が浮かびあがった。胸の前に突きだした右手から、漏もれ吹く風が、伊織の髪をなびかせる。

　机の上で燃える魔導書。立ち昇る炎が神藤を赤々と照らしている。小こ癪しやくにも、彼の顔から微び笑しようが消えていない。

「──斬きり裂け、俱ぐ風ふうの将。烈風刃ラデイニアン！」

　詠えい唱しようが終わると同時に、狼おおかみの吠ほえ声に似た唸うなりをあげ回転する風の円盤が、魔法陣から解き放たれた。瞬速の飛ひ翔しよう。わずかな高低の狂いなく、風の刃が標的の首を横薙なぎに両りよう斬ざんした──と伊織が確信した刹せつ那な、神藤の姿が忽こつ然ぜんと消え去る。

　素早く飛び退のいたというような生なま易やさしいものではない。伊織の視界からの完全な消失。それも瞬まばたきよりも早い、知覚不能な一瞬の時の中で。

「馬ば鹿かな……」

　困惑と驚きよう愕がくを双そう眸ぼうに映し、伊織は立ち尽くした。その視線の先を、獲物を見失った風の環わが、次々と部屋を間ま仕じ切きる襖ふすまを斬り裂いていく。ついには奥の間の壁をも貫通し、闇やみが広がる屋外へと消えていった。

　変を告げる、この騒然とした物音を聞きつけ、家人が今にも廊下を駆けてきておかしくないのだが、どこからも足音が迫ってこない。屋敷の中は異常なほど、静せい寂じやくが保たれていた。

「やはり君は甘いな。それじゃあ、私は殺せない」

　背後からの突然の声。伊い織おりが飛ぶようにして振り返ると、はたしてそこに彼はいた。廊下の端に腰を掛け、神かん藤どうが悠ゆう然ぜんと月下の庭園を眺ながめている。

　伊織は身構え、動揺したままの瞳で彼を睨にらみつけた。

「ミスリルの魔法具を使ったな？」

　心中、自分の読みの甘さを呪のろった。神藤がミスリル銀の魔法具を持っていると、予測していなかったわけではない。最悪、刺し違える覚悟があれば、どうにかなると高をくくっていたのだが、ここまで正体不明で強力な魔法効果を持つものとは思わなかった。

　刺し違えようにも、相手が摑つかめなければ話にならない。伊織はどんな効果を発動する魔法具か早く見極めようと、自分の目の前から何の予備動作もなく消え去った、あの一瞬の光景を、何度も頭の中で再現させた。

「やはり察しだけはいいな」

　伊織の焦あせりを感じ取り、神藤が口元を綻ほころばせた。袖そでをまくり、鉄筋をよりあげたような、無む駄だのない筋肉で覆おおわれた二の腕を見せる。そこには、眩まばゆいばかりの光を放つ銀環が嵌はめられていた。

「神速の腕輪だ。私に追いつけるのは、私の影だけ。どんな魔法も、この腕輪の前では無力だ」

（気に食わない）

　伊織は歯を嚙かみ鳴らした。この男は自ら手の内を明かすほど、お人好よしではない。

「そんな容易たやすく、手て札ふだを見せていいのか？」

「能力ぐらいは教えておかないと不公平過ぎるからな。まあ、分かっていても、どうすることも出来ないがね」

　神藤は答えると、袖を下ろし、銀環を隠した。

「場所を移して話がしたいから、君には眠ってもらう。逃げるにしろ、戦うにしろ、せいぜい、あがいてみればいい。この腕輪の能力を知ったところで、どうにもならないことがよく分かるはずだ」

　天上の月を仰ぎ見ながら、神藤が呪じゆ文もんを唱えはじめる。宙に魔法陣を描く指の動きが、挑発するかのように遅い。伊織は得意の五指の描写で彼に先んじ、魔法を繰りだした。

「──雷らい獣じゆう、あぎとを開け。雷撃ル＝ボウ！」

　烈光に照らされ、四し囲いの闇やみが打ち消される。意識を集中させ、タメを作り、魔法陣に魔力を注ぎこんだ。たった二歩の間合いにいる神藤の鼻先に、弓をつがえたように狙ねらいを定め、雷の矢を撃つ。

　床板が砕けて飛び散り、落雷のような轟ごう音おんが鳴る。伊織が撃ち放った雷の一撃は、廊下を突き破り、地面を穿うがった。しかし、黒く焼け焦こげた木の破片と、熱を帯びた砂さ礫れきが降り注ぐ、その場に彼の姿はない。

「風よりは幾いく分ぶんましだが、まだまだ遅いな」

　再び背後から声が飛んできた。首だけを捻ひねり、肩越しに目を向ける。白い煙が立ち昇っている魔導書の燃え残りの隣となりで、神かん藤どうが腰を下ろしていた。魔法陣は七割方、完成している。

　逃げようと思うより早く、本能が伊い織おりを突き動かした。中庭に向かって駆けだす。その二歩目が床板を踏んだ瞬間、足音一つたてずに真横へ出現した神藤によって、伊織は脛すねを蹴けり払われた。見事に天地が逆になり、肩から廊下に落ちる。

　骨まで痺しびれる痛みにも怯ひるむことなく、両手をついてすぐさま立ち上がろうとした伊織の腹を、神藤がつま先で、体が浮くほどに蹴りあげた。廊下を転がり落ち、仰あお向むけになって倒れこむ。地面にしたたか打ちつけた頭と、胃がせりあがってくるような腹部の痛みに耐えかね、伊織は食い縛しばった歯の間から呻うめき声を漏もらした。

　銀貨を磨きこんだような月が、中天に浮いている。

　起きあがろうと、首を上げかけた伊織の顔面を、神藤が踏みつけた。足首を摑つかみ、払いのけようとしたが、びくともしない。首をよじっても逃げ切れず、堅く打ち固められた地面に、ぐりぐりと押しつけられる。耳の皮が擦すれて破れ、頰ほおに小石がめりこんだ。

「──オルクスは汝なんじの墓所を知れり。我に冥くらき者の力を与えよ。深淵の眠りレジエツト」

　唱え終わり、足が取り払われた。銀色に輝く魔法陣が、満天の星のように夜空に重なる。伊織は背を地面から浮かそうとしたが、全身が鉛なまりに転じたが如ごとく、重くて動けない。

「束の間の眠りだが、せめていい夢を見たまえ」

　自分を見下ろす神藤の顔が、ぐにゃりと曲がる。視界は薄ぼけ、完全なる黒に変わった。意識が底を感じさせない、深い闇やみへと落ちていく。




　冬とう馬まは腕を組み、口をへの字に曲げて、土間に隣接する板間に座っていた。戸が開く音に反応し、横目でそちらを見る。誰の人影かを確かめる前に、我が慢まんしきれず問いかけた。

「見つかったか？」

　黒の陣じん笠がさを被かぶった一いち路ろが立っていた。手には灯あかりの消えた提ちよう灯ちん。出しぬけに問われた意味が分からず、口を半開きにしたまま後ろ手に戸を閉める。

「一路じゃねえか、丁度良い」

　弥や平へいと早合点して訊きいたことを謝りも説明もせず、冬馬が慌あわただしく問う。

「伊織はそっちに行っているのか？」

「そっち？　殿の屋敷なら、お見えになられてないぞ」

　一路は答えて、笠を脱いだ。提灯を戸口に置き、土間と続きになっている板間に上がってくる。

「あいつ、どこに行きやがったんだ」

　冬とう馬まは焦じれた口調で言うと、隣で胡坐あぐらをかいた一いち路ろと入れ替わるように、腰をあげて水屋に湯ゆ吞のみを取りに行った。戻りがてらに、水を張った杉すぎ桶おけの中で冷やされていた鉄てつ瓶びんを拾い上げる。

　座るなり、彼に湯吞を手渡し、冷えた麦茶を注いだ。冬馬は、伊い織おりが翻ほん訳やくを終わらしたことや、いなくなった際に、自分が仕事の労をねぎらおうと食材を買いに出かけていたことなどを、かいつまんで話した。

「──で、やっとあれを手に入れて、戻ってきたら、書斎はもぬけの殻だったわけさ」

　冬馬がちらりと目をやった流し台の上に、丸々と太った軍鶏しやもが力なく首を垂らして横たわっている。

「お一人で出かけられたのか……」

　顔を曇くもらせ、独り言のように言った一路に、冬馬が答える。

「多分な。今、弥や平へいが屋敷の周りを見て回ってる。それで見つからなかったら、まず城下だ。わざわざ、こんな夜遅くに翻訳書を届けに行くとは思わなかったんだがな」

　不ま味ずいな、と呟つぶやいて、一路が下唇を指で挟はさみ、考えこむ仕草を見せた。

「何だよ、不味いって？」

　冬馬はそう尋たずねると、無作法にも鉄瓶の注ぎ口をくわえ、麦茶を直接、口に流しこんだ。そんな彼を咎とがめる目で見ることなく、一路が答える。

「いや、私が来たのも、一人歩きはやめて欲しいと、伊織どのに伝える為だったんだ。城下の与よ力りきたちの何人かが、昨日、今日と立て続けに奥おく野のらしき男を見たと言っている。手を出さずに、後を追って居場所を確認するよう命じていたのだが、まかれてしまった。本人という確証はないが、手配を承知で戻ってきているのだから、何か目的があってのこと。ここにちゃんとした護衛を置き、出かけるのは日中で、せめてお前一人は付けてくれとお願いするつもりだった。城下へ向かわれたのなら、どこかで私と出くわしても良いものなのに、運が悪いな」

　一路は苦そうに茶をすすった。

「謹きん一いち郎ろうが下手人とは思っちゃいねえが──」

　鉄瓶を床板に叩たたきつけるようにして置き、冬馬が立ち上がる。

「用心にこしたことはねえ。今から俺も神かん藤どうどのの屋敷に行ってくる」

　着流し姿で無腰だった冬馬が、身支度をすべく、自室へ駆けだそうとした、その時、戸が勢い良く引き開けられた。

　黒い布で顔を覆おおった五人の侍さむらいが、中へと入ってくる。既すでに抜刀していた。土間に置かれた行あん燈どんの灯りに、凶刃が照り返っている。

「一路、こいつらがお前の言ってた護衛か？」

「冗じよう談だんを言っている場合じゃないぞ」

　軽口をたしなめ、一路が立ち上がった。冬馬がその彼の腰から、太た刀ちを引き抜く。

「借りておくぜ」

　重心を落とし、剣を中段に構えた。

　覆ふく面めんの侍さむらいたちが切っ先を二人に向けたまま、囲むように散開する。顔色はうかがい知れないが、目の配せ方や足の運び、剣の構えように怯おびえもなければ隙すきもない。まとわりつくような殺気を全身から漂ただよわせている。天てん魔ま党の面々とは比べようもない、暗殺の達たつ者しやたちのようだ。

「奴やつら全員を生け捕りにして話が訊ききたい。ここは私がやる。魔法が起動するまでの時間稼ぎは、お前に任せた」

　肩を並べていた一いち路ろが、そう一方的に告げ、魔法陣を描きはじめる。

　冬とう馬まは背中越しに詠えい唱しようを聞きつつ、相手の出方を探った。いつでも襲いかかれる配置につきながら、何かを待っているかのように踏みだしてこようとしない。

　一路の魔法陣から漏もれた冷気がうなじを撫なでた。魔法士を相手にした時は迷うことなく、接近戦に持ちこみ、魔法を撃ちこめないようにするのが常道である。そんなことを知らぬような男たちではないはずなのに……

「何かあるぞ。油断するな」

　そう注意を促うながした冬馬の声を打ち消すように、一路が叫ぶ。

「──薄明の野を越え、ネイレスに至る者。不断に凍こおる獄ごく、十と重えに閉ざせ。氷柱獄ネーヴエ！」

　一瞬で大気が凍りつき、白い靄もやが視野を覆おおう。うっすらと輪りん郭かくが見える、襲撃者の黒い影が五つ共に動かない。

　彼らの不可思議な挙動に、目を細めた冬馬は、自分の足元で氷が弾はじける音を聞いた。その同瞬、膝ひざ下が灼やけると感じるほど凍いてついていることに気がつく。視線を落とすと、床板からびっしりと生えだした樹氷が、蛇が這はうような速度で足にまとわりつき上ってきていた。

「おい、どうなってんだ？」

　冬馬は白い息を吐はきながら、自由の利きく上半身を捻ひねった。

　眼前に拳こぶし。棍こん棒ぼうで思いきり叩たたかれたような衝撃が脳を揺らす。昏こん倒とうしそうになったが、太ももまで這い上がってきた樹氷が、それをさせない。

　反射的に体を起こした冬馬へ、追撃の一打が放たれる。全体重を乗せたと思われる肘ひじ先が、背骨にめりこんだ。

　げふっ、と口から唾つばを吐いて呻うめき、上半身を仰のけ反らせた彼を、成長を続ける樹氷が、無む慈じ悲ひに包みこんでいく。

「畜ちく生しよう」

　冬馬は誰が敵であるのか理解出来ないまま、青ざめた唇の間から罵ののしりの言葉を漏もらした。朦もう朧ろうとした意識の中、あるだけの力を奮ふるい、柄つか頭がしらで氷を叩く。が、表面が削れるだけで、ひびの一筋も入らない。その必死の抵抗の間も、蛇がとぐろを巻くようにして、氷が這い上がってくる。

　冬馬が太た刀ちを三度目に振り下ろしたのを最後に、首下までの全身が凍りついた。視線の高さにある剣先までもが、澄みきった氷柱の中に閉じこめられている。

　霜しもを踏む足音が、後ろから前方へと回ってきた。

「愚おろかとは思っていたが、まさかここまで重じゆう症しようとはな」

　靄もやに溶けこみ消えていく魔法陣を眺めながら、一いち路ろが言った。

　悪意と敵意に満ちた声色。冬とう馬まは我が耳を疑い、霜が降り、先が白くなった睫まつ毛げを数度瞬しばたたかせた。

「何の真ま似ねだ？」

　薄笑いを浮かべる一路に凄すごむように訊きいたが、まだ、魔法で自分を襲った彼の豹ひよう変へんが信じられず、心の方向が定まらない。肉をも凍こおりつかせる極寒に首から下が晒さらされている為、怯おびえているわけではないのに、上下の歯がカチカチと鳴った。体の芯まで、急速に凍いてつきはじめている。

　氷像と化した冬馬の肩に、一路が手を置いた。二人の口の端からたなびいている息が真白い。

「お前に死んでもらう為だ。恨みはないが、その首が必要なのでね」

　平然とした声音で一路が答えた。

　これで、そう頭を働かせずとも、彼が黒幕の一人であることは分かった。分からないのは、その目的と、今さらになって命を奪いに来た理由だ。松まつ江えに来てから、もう随ずい分ぶんと経たつ。寝首を搔かく機会なら、いくらでもあった。

　その故ゆえを探ろうと、冬馬が誘うように訊く。

「必要？　俺の首に、そんな価値があるのか？　祖じ父いさんならいざ知らず、川辺に晒しても、誰も喝かつ采さいしてくれないぞ」

「川辺になど晒さんよ。そんなことは全く意味がない。斬きり落としてから、氷漬づけにして大事に持ち帰るのさ。知らないようだが、お前には膨ぼう大だいな魔力が眠っているんだ。頭ず蓋がいの中に入っている脳のう漿しようが、ミスリル銀の錬れん成せい炉ろの動力源になる」

「ミスリル？　何言ってんだ？」

「お前は今すぐ死ぬんだ。そんなことは分からずとも良い」

　一路は唇の角度を吊つりあげ、酷こく薄はくな顔を作った。それを見た冬馬の瞳に一筋の理解の煌きらめきが走る。

「鳶とび巣す先生を殺やったのもお前なのか？」

　一路がにやりと笑う。

「惜しいな。残念ながら私じゃない。殺ったのは殿だ」

　神かん藤どうの秀麗な顔が脳裏を過よぎった直後、冬馬は松江の城下に向かったであろう伊い織おりのことを思い起こした。自分と違い、易々と罠わなにはまるような人間ではないのは分かっている。だが、抑おさえようのない不安が、鋭い爪をたて胸を搔きむしった。

「鳶巣は我々の味方のように謀たばかり、殿をいきなり襲って返り討ちにあったのさ。ついでに教えてやると奥おく野のは鳶とび巣すの死に何の関係もない」

「謹きん一いち郎ろうが下手人じゃないなら、今、どこにいる？」

「この世にはいない。あの男はミスリルとは別件で我々のことを嗅かぎまわっていた公こう儀ぎの犬だった。それが露ろ見けんした時に都合が良かったから、殺して天てん魔ま党の黒幕という目くらましの役を与えたのだ」

「座付き作家がへぼだったから、別に目はくらまなかったけどな」

　と、冬とう馬まはからかったが、謹一郎の死と彼が幕府の密みつ偵ていだったことを知らされ、混乱の深みにまた足をとられる。

「お喋しやべりはこれまでにしよう。こう見えても私は忙しい身でね」

　一いち路ろが冬馬の顔に向けて白い息を吹きつけた。

「特別に自分の死に方を選ばせてやる。恐怖が長引かないよう生きているうちに首を刎はねられたいか、痛みを感じないよう凍とう死ししてから首を刎ねられたいか。さあ、どっちにする？」

　冬馬は返事の代わりに、彼の顔へ唾つばを吐はきつけた。

　唾は頰ほおに当たって広がり、垂れ下がる間もなく凍結して白く変色した。一路が手の甲でそっと撫なでると、氷の塵ちりとなり大気に舞った。

「冬馬、どちらも嫌いやとは、自じ儘ままが過ぎるぞ」

　一路は薄く笑って、顎あごをしゃくった。覆ふく面めんの男たちが刀をひっさげ、板の間へと上がってくる。

「草鞋わらじは脱げよ。弥や平へいに見つかったら、どやされるぞ」

　冬馬は、ついに青紫色へと変わっている唇に笑みを含ませた。一路が小首を傾かしげる。

「どこまでが冗じよう談だんなんだ？」

「どこまでって、何がだ？」

「まさか、弥平もお前を裏切っていないと思っているのか？」

「当然だ。あんな美う味まい飯を作る奴やつが、お前らのような碌ろくでなしの仲間なわけがない」

　一路が屋敷に響かせ、高笑った。

「救いようのないお人好よしだな。弥平の他に誰が、お前たちの動向を我々に知らせる？　もう少し考えてから、ものを言った方がいいぞ」

　眉まゆをひそめた冬馬の頰を、いきり立つ馬を宥なだめるような手つきで叩たたく。

「でも、安心しろ。あの男はすぐにお前の後を追うことになる。地じ獄ごくで会ったら、煮るなり焼くなり、好きにすればいい。それとも飯でも炊たかすかね？」

　くだらぬ問いを無視し、冬馬が訊きく。

「仲間なら、どうして殺す？」

「一度人を裏切った人間は、何度でも人を裏切る。そんな男を、我々の仲間にしておくわけにはいかない」

「筋が通らねえぞ。裏切り者が信頼出来ないって言うのなら、お前はどうなる？」

「私は神かん藤どう様と一心同体。言わば将しよう棋ぎの指し手。弥や平へいは駒こまさ。一緒にしてもらっては困る」

　顔をしかめて首を振り、一いち路ろは冬とう馬まから離れた。覆ふく面めん男の一人が前へ進み出る。向かって正面に立つと、居合を用いて剣速を高める為か、刀身を鞘さやに収めた。

「こん畜ちく生しよう」

　冬馬の心は氷を破ろうともがいたが、肝かん心じんの体が冷気で麻ま痺ひして動かない。

「じゃあな、冬馬。お前の死は無む駄だにはせん」

　男が腰を沈め、柄つかを握りこむ。一路は頭上に右手を掲かかげた。それが振り下ろされれば、冬馬の首が落ちるという寸法らしい。

「小お田だ切ぎり様！　小田切様！」

　出し抜けに屋敷の奥から、弥平の声が聞こえてきた。

　一路が掲げていた手をだらりと落とし、大きくため息をつく。忌いま々いましげに、声がした方向を睨にらんだ。

「興きようざめなことをする奴やつだ。誰か行って、先にあの世へ送ってやれ」

　御ぎよ意いと答えた男が一人、弥平の姿を探し、この場を去った。襖ふすまを叩たたきつけるように開く音が、段々と遠のいていく。

「逃げろ、弥平！　殺されるぞ！」

　冬馬は残された力を絞りだして叫んだが、屋敷の奥からは何の反応も返ってこない。

「虫むし唾ずが走る偽善者ぶりだな」

　そう吐はき捨てた一路の声に、弥平の悲鳴が重なった。続いて、襖に誰かが倒れこみ、ひしゃげて破れる音が聞こえてきた。

「糞くそったれが……」

　冬馬は呻うめくように言い、目を閉じた。殺害の現場から駆け戻ってくる足音が、徐々に近づいてくる。




　夢は見なかった。暗くら闇やみから薄明に、そして朦もう朧ろうとした現実世界。

　伊い織おりは亀かめの如ごとく、ゆっくり瞼まぶたを開けた。定まらない焦しよう点てんを少しずつ合わせ、しがみつくように何かを見ようと懸命になった。どろりとした粘性の高い睡すい魔まが頭ず蓋がい骨こつの裏側にこびりついて離れない。

　しばらくして立ちこめていた霧きりが晴れはじめ、目の前にいる誰かの姿が浮かびあがってきた。曖あい昧まいになっていた上下左右の感覚が、それを基き軸じくに回復していく。

　伊織は自分が背もたれのある椅い子すに座らされていることに気がついた。両手足には何の圧迫感もないが、首には冷たい金属の感触がする。擦すり傷や、打ち身。体のあちらこちらが痛い。

「目が覚めたようだな。いい夢は見れたかね？」

　腰に差している太た刀ち一振りを除き、靴くつの先まで洋装で身を固めた神かん藤どうが、対面した席に座っている。暖色の光に瞳がなじむに従い、朧おぼろだった背景が鮮明になり、ここが室内であることが分かった。天井や壁や扉、調度品の何から何まで、洋の物が用いられている。床には一面、精せい緻ちな模様が編みこまれた赤い絨じゆう毯たんが敷かれていた。

　どれだけ眠っていたのか判然としない。硝子ガラス窓の外に目を向けると、闇やみで満ちていた。空が幾いく層そうもの雲に覆おおわれているのだろうか。分け隔へだてなく降り注ぐ月や星の光が感じられず、闇の色が濃い。

　耳を澄ませども、人のざわめきどころか、虫の鳴き声一つ聞こえてこない。分厚い綿に包まれたかのように静かだ。

「どこなんだ、ここは？」

「出雲いずも銀山の廃はい坑こう跡あとだ。昔は鼠ねずみも住まないような場所だったが、私が手を入れて、中でも一番大きな空くう洞どうにこの洋館を建てさせた。地下奥深くにあるせいで、年中肌寒いが、慣れてしまえば大したことはない。二階の書庫には、一人では生しよう涯がいをかけても読み切れない、膨ぼう大だいな量の魔導書が収められている。きっと君にも満足してもらえるはずだ。今がそうであるように、椅子に縛しばりつけて翻ほん訳やくの仕事をさせるつもりは私にはない。好きな時に好きなだけ利用したまえ」

　神藤の言葉通り、椅子には拘束されていなかったが、彼が傍そばにいられては逃げられないことは承知している。屈くつするようで癪しやくに障さわるが、手も足も出なかったのは事実である。だが、神藤もいつかは地上に戻るし、手にすれば無敵の力を発揮するミスリル銀製の神速の腕輪を、ただの見張り役に貸し与えるはずがない。脱出の好機は必ずやってくる。その時の為に、体力も気力も温存しておかなければならない。無む駄だな行動は、控えることに決めた。

　そう冷静な判断をする一方で、鳶とび巣すの屋敷に置いてきた冬とう馬まの身が案じられ、焦あせる気持ちもある。松まつ江えを離れて別の土地に移るよう、書き置きをしてくれば良かったと思うが、あとの祭りだ。彼への心懸かりも邪じや念ねんだと抑おさえこみ、自分がどのような状態で軟なん禁きんされているかを知る為、探りの問いを掛ける。

「私は土竜もぐらじゃない。こんな穴あな蔵ぐら、不快なこと、この上ないね。どんなに厳重に見張られていたとしても、隙すきを見つけて必ず逃げだしてやるからな」

「威勢が良いのは結構なことだが、君は首輪のついた犬だ。どこへも逃げられんよ」

　神藤が自身の首筋を指で搔かき、触って確認してみるよう促うながした。

　冷たい金属の環わによって軽く絞められたような感覚があるので、伊い織おりは喉のどに手を添えてみようとは思わなかった。代わりに硝子窓をのぞきこむ。銀の首輪に図形化された呪文と分かる文様が、華麗な装飾かのように彫りこまれていた。

「ミスリル製の魔ま封ふうじの首輪だ。鍵穴はない。私でなければ、取り外せないようになっている」

　首を傾かたむけ、窓に映りこむ角度を変える。繫つなぎ目も鍵穴も見つからなかった。首輪の太さは親指ほどもあり、非力な伊織ではどうにも出来そうにない。魔法が封じられているかを確かめる為、指先に意識を集中させたが、青い燐りん光こうが灯ることはなかった。

（だからと言って、まだこれがミスリルの純製とは限らん。奴やつの目が離れてから、魔法を撃ち続ければ、いつかは──）

「無駄な努力をせぬよう言っておくが、それは、あの短剣のような模造品じゃないぞ。真のミスリルで作られているのは、実証済みだ。まあ、あがくのは君の勝手だがね」

　無情にも、その声に偽いつわりの響きは全く聞き取れなかった。

　心中を読み取られたのと、告げられた首輪の重みに困惑を隠せない伊い織おりを、神かん藤どうはせせら笑うように眺めつつ、長い足を組み替える。

「実を言うと飼い犬に、首輪をつけるのは私の趣味じゃない。本当は君に付き添って翻訳をさせたいのだが、執政の座がそれを許してくれんのだ。私の留守中は、一いち路ろが監視役になる。逃げだすのは自由だが、あいつの躾しつけは私よりも厳しいぞ。十分、気をつけたまえ」

　一路が敵だと知らされても、今となっては何の驚きもない。心は別のことに囚とらわれている。

「天てん魔ま党の短剣も、貴様が渡したんだな？」

「当然だ。茶店に押し借りを働くような輩やからに、ミスリルの魔法具を買う大金などあるはずがなかろう。しかし、一路からあれを破ったと聞き、随ずい分ぶん驚かされたぞ。純製でないのは知っていたが、値から考えれば、そう易やす々やす壊れるものではなかったはずだからな」

　ミスリルの魔法具一つで千せん石ごく船ぶねが買えるという話は、人ひと伝づてに聞いたことがある。模造品故ゆえ、それほど値が張らなかったにしても、高価であることに変わりはない。そんなものを──

「よくあんな奴らにくれてやる気になったな」

「芝しば居いを打つのに、金は惜しまん性分でね」

「何の為の芝居だったんだ？」

「全ては君を手て懐なずける為だ。攘じよう夷いの阿呆あほうどもに君を襲わせ、体と心にぬぐい難がたい痛みと恐怖をすりこんだ後に、我々が救いだす。復ふく讐しゆうに燃える人間ほど扱あつかい易いものはない。何事にも躊躇ためらわず、どこまでも愚おろかだ。決して相あい容いれることがない攘夷狂いと魔法士の対立を利用して、鳶とび巣すには随分、踊おどってもらったよ。弟子が一人斬きられる度たび、気が触れたように働いてくれた。最後に本当に狂ってしまったのは、痛恨の極みだったがな」

　言って、その痛みを思いだしたかのように、神藤は眉み間けんを摩さすった。

「彼に代わる人材として、君が見つかった時は、どれほど嬉うれしかったことか。なのに、君は仕掛けた復讐の操り糸を、あっさり切って逃げてしまった」

　神藤が額をパチリと手で叩たたいた。

「ここまでは、私の手落ちだから仕方がない。だが、もう少し賢明な人間であって欲しかった。話せば、分かってくれると思ったんだ。本当に今こ宵よいはがっかりしたよ。何の価値もない倫理に囚われ、前へと進もうとしないとはな」

「人としての道を外れて前進しても、滅びが待っているだけだ。亜あ人じんたちがどうしてこの世から消え去ったのか、よく考えてみろ」

「亜人が滅んだのは大崩壊を起こしたことに怯おびえる余り、綿々と築きあげてきた偉大な力を手放してしまったからだ。前進を諦あきらめた時に、種は絶える。力を失ったから、亜人は死に絶えたんだ」

　言って立ち上がると、革かわ靴ぐつの踵かかとを鳴らし、伊い織おりのもとへ歩を進めた。洋椅い子すの背もたれに手をかけ、見下ろし訊きいてくる。

「教えてくれ。倫理が力を前にした時、何の役に立つ？　そんなものは、さっさと捨ててしまえ。ミスリルには魂たましいを売るだけの価値があるぞ。君も先刻、抵抗らしい抵抗も出来ず、嫌いやと言うほど味わったはずだ。何者をも、足そつ下かにひれ伏せさせる強大な力を手に入れたいとは思わんかね？」

　伊織は即座に首を横へ振った。

「人を強制的に従わせる力など、欲しくはない。そんなものに魅ひかれ、自らの手中に収めたがるのは、貴様のような下げ種すだけだ」

　神かん藤どうが眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。

「言葉を返すが、君の父親も下げ種すということになるぞ」

　伊織も席を立ち、神藤に対たい峙じした。身長には大きな差はあるが、彼を見上げる瞳は凜りんと光っている。

「いいや、違う。父上は、ミスリルの力を自分の物にしたかったわけじゃない。魔法が切り開く新しい時代に、魔法を使える人間と使えぬ人間が共存出来るよう、錬れん成せい炉ろの建造を試みたんだ」

「そんな馬ば鹿かげた思いで、ミスリルを求めたのか？　信じられん」

　神藤は背もたれを押し、椅子を床へと倒した。天を仰ぐように背を反らせて呟つぶやく。

「天はそれをお知りになられていたから、君の父のような愚ぐ物ぶつではなく、私を選ばれたわけだな」

「思いあがるな。天が貴様を選ぶわけがない」

「思いあがりかどうか、自分の目で確かめたらどうだ。見せたいものがある。ついてきたまえ」

　神藤が洋服の裾すそをひらめかせ背そびらを返す。そのまま歩を進め、外へと続く扉を開け放った。










　何いず処こからか吹いてきた風が、伊織の髪を揺らす。腐ったような水の匂いが鼻についた。

　館やかたの外は、神藤の言葉通り寒かった。汗で濡ぬれていた木綿の襦じゆ袢はんが肌に吸いつき、鳥肌がくっきりと浮かびあがる。

「さあ、こっちだ」

　神藤は玄関の壁にぶら下がっていた無尽灯を取り外すと、手に持ち、闇やみに向かって歩きだした。その後を、しぶしぶ伊織が追う。

（しかし、広いな……）

　ここがどれほどの規模の廃はい坑こうか見定めようと、目をこらしたが、漆うるしのように濃い闇やみが際限なく広がっているだけで壁らしきものは見えない。見上げてもそれは同じで、どこに天井部があるか全く判別出来なかった。ならばと、伊い織おりは歩きながら振り返り、神かん藤どうと共に出てきた洋館の背後を探った。しかし、窓からこぼれる灯りも頼りにならず、結果は変わらなかった。

（分かるのは、足元だけか）

　思いつつ伊織は、無尽灯に照らされている地面を見つめた。銀山の廃坑跡だと神藤は語っていたが、岩がん盤ばんを鶴はしで穿うがった痕あとがない。表面は鉋かんなで削り取ったように、綺き麗れいな水平が出されていた。手を入れた時に、魔法の力を存分に使用したようだ。

　しばらくして、神藤がぴたりと歩みを止めた。何かがあるのかと見渡したが、辺りは闇一色だった。

「どうした、道に迷ったのか？」

「いいや、ここでいいんだ」

　神藤は言って、無尽灯を地面に置くと、音高く指を鳴らした。途と端たん、目を細めるほどの光が頭上から降り注ぎ、周囲を照らしだす。見上げると、空中に光の球たまが浮かんでいるのが見えた。魔法に違いないが、魔法陣もなしにどうやって起動させたかは分からない。これもミスリルの力なのだろうか。

　呆ぼう然ぜんと光球を見つめる伊織に、神藤の嘲ちよう笑しようが飛ぶ。

「見せたいものは、それじゃないぞ。こっちだ」

「だろうな」

　動揺を見透かされないよう、平静を装よそおいつつゆっくり視線を下げると、伊織は神藤の指さす方向を見た。

　二人の立つ十数歩先に、総煉れん瓦がの長大な建造物が、二基並び立っていた。およそだが、共に高さは四間。なだらかな曲線を描きながら、先端にいくほど細くなっている。

（どこかで……いつ……？）

　伊織は不ふ明めい瞭りような自問をしつつ、うなじを摩さすった。初めて見るはずなのに、妙みような既き視し感かんがある。蘭らん書しよの挿さし絵えなどではなく、実際にこの目で見たような……

「これが我が藩はんの富の源泉──偽ぎ銀ぎんの炉だ」

　神藤は言って、建物の下部に取り付けられた三尺四方の鉄扉を、妊にん婦ぷの腹かのように優しく、愛おしげに撫なでた。

「偽銀だと？」

　自問自答を打ち切り、そう訊きき返した伊織の声に好意の響きはない。その悪名は蘭書で読み、よく知っている。

　偽銀とは、その字じ面づらの通り、人の手によって偽造された銀のことである。元々はミスリル銀の錬成失敗により生みだされた魔力をもたない鉱物だが、輝きと質量が貨か幣へいとして流通している銀と寸すん分ぶん違たがわぬ為、悪用された。偽ぎ銀ぎんは三年程度で、その輝きが失われ、全く無価値の鉱物と化す。逆に言うと、三年経過しなければ、素人しろうと目には真しん贋がんの判断が出来ない。西洋では大きな取引が銀の決済で行われる際、偽銀を見破ることが出来る高位の魔法士が同座するのが決まりになっている。偽銀は悪貨の代表であり、錬成に対する取り締まりは厳げん罰ばつをもって行われていた。

「もちろん、偽銀は異人相手には使わない。使うのは国内の取引にだけ。名を聞いたことがある者はいても、見分けられる者は皆無だからな。偽銀が絹に化け、絹が魔導書やミスリル銀の魔法具という仕組みだ」

「松まつ江え藩はんの繁はん栄えいは何もかも、まやかしの上に乗っていたわけだな」

　双子の炉を見上げ、伊い織おりは苦々しく言った。

「何もかもとは言い過ぎだ。偽銀とは関係なく、上う手まくいっている諸策もあるぞ」

　神かん藤どうが炉の鉄扉に何重にも掛けられている錠じようを下ろしはじめた。

「どれだけの量の偽銀を藩外に流したんだ？」

「ここ五年でざっと三万貫かん。金に換算すれば、五十万両といったところだな」

　神藤が事もなげに語った流出量に、伊織は眩暈めまいを覚えた。五十万両と言えば、大藩の年貢収入に匹ひつ敵てきする。それだけの銀が三年後に偽銀と発覚すれば、国内が混乱するに止とどまらず、国外でも日本の信用が大きく失しつ墜ついする。今すぐに回収出来るものは回収し、松江からの偽銀の流出も絶たなければ国がもたない。

「貴様、自分が何をやっているのか理解しているのか？　このままでは国が滅ぶぞ」

「望むところだ。徳とく川がわの世など、早く滅べばいい。朽くちて苗なえ床どこになったそこへ、私が新たに国を建てる」

　神藤は親藩の執政にあるまじきことを放言すると、最後の錠を下ろした。

「狂ってるな」

「私に言わせれば、これと同じ炉を造りながら利用しなかった君の父の方が狂っている」

　そう告げられた意味がすぐに理解出来ず、伊織は言葉を忘れたかのような顔つきで立ち尽くした。

「この偽銀の錬成炉は、君の父──久く世ぜ遠えん水すいが萩はぎで建造し、一度稼働させただけで取り潰つぶした炉の兄弟だ。見み憶おぼえはないかね？」

　走そう馬ま灯とうのように故郷──萩、あの時の光景が蘇よみがえる。抜けるような青空の下で、父が錬成炉を誇る姿。それを憧あこがれの目で見ている兄。手をひいてくれている母の微笑が眩まぶしい。封印していた記憶が解き放たれ、牙きばをむき伊織を襲った。

「少しは憶えているようだな」

　と、伊織の表情を解し、得意げに続ける。

「偽ぎ銀ぎんが錬成されたと漏もれ伝わってきたから、鳶とび巣すをやって魔導書を買い取らせた。萩はぎの藩はん庁ちようの奴やつらは阿呆あほうばかりでな。捨値で売りおったわ」

　神かん藤どうが体を傾かたむけ、自重を乗せて鉄扉を開けた。金属が擦こすれ合う甲高い音が、地下空くう洞どうに響き渡る。錬成炉がぽかりと、闇やみ色いろの口を広げた。

「長ちよう州しゆうの人間は、皆見る目がない。こんな孝行息子を人に譲るのだからな」

　唇が白に染まるほど強く、歯を嚙かみしめている伊い織おりを眺めながら、神藤が指を鳴らした。炉の内部に鮮明な光が灯る。

「耐久性も生産性も高い。本当にこれは良い錬成炉だよ。まあ、燃費が悪いのはいただけないがね」
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　鉄扉が勝手に閉じないよう手で押さえている神藤を、伊織は一ひと睨にらみし、中をのぞきこんだ。あの魔導書の翻ほん訳やくが半ばまで終わっているので、見る前から何があるかは知っている。それでも、伊織は息を飲んだ。

　錬成炉の奥の奥。氷漬づけにされた奥おく野の謹きん一いち郎ろうが、焦しよう点てんの合わない瞳をこちらに向けていた。

　腐った卵の白身のような青白い肌。下唇が突きだされ、口元に締しまりがない。剃そりあげられた髪の代わりに、頭頂部に穴が開けられ、数本の管くだが通されている。あの時せがんでも、父が炉の内部を見せてくれなかったのは、このような無残な生首を見せたくなかったからだろう。死者への冒ぼう瀆とく。命が絶えているからと、簡単に割り切れる様さまではない。

「どうして殺した？」

　二重の衝撃に心よろめかせ、伊い織おりは訊きいた。

「それはおいおい説明してやる」

　と、かわし、神かん藤どうが鉄扉に肘ひじを掛ける。注がれる険悪な視線を楽しむようにして、ここからが本題だ、と切りだした。

「君の翻ほん訳やくが終わり次第、この炉と新しい炉の設計図を照らし合わせる。改造で対応出来るくらいの相違なら、すぐに手を加えて、ミスリルの錬れん成せいをはじめるつもりだ。一基分は動力源の確保も出来ていることだしな」

　神藤は瞳を冷たく煌きらめかせた。全身の血が引ききって、倉そう皇こうと青ざめた伊織に、容よう赦しやなくたたみかける。

「〝魔人、それ赤せき眼がんの人〟。魔導書に記されているそうだな。私には言わなかったが、君も読んだのだろう？」

　伊織の凍いてついた表情が既すでに答えになっていた。

「何な故ぜ、知っている？」

「鳶とび巣すも魔人についての章までは、翻訳を終わらせていたんだ。君と同じように、外げ法ほうだからやめるよう進言してきた。私が退けると、経緯いきさつは頑かたくなに教えようとはしなかったが、失し本もと冬とう馬まは魔人だと明かし、彼を使おう、魔人作りを諦あきらめるなら、残りの翻訳も喜んでやると言いだした」

　伊織は混乱した。理由が何であれ、大恩ある師匠の実孫を、神藤に差しだした鳶巣の意中が読めない。

「狂ったように反対する鳶巣には、望むままの条件を伝えて仕事をさせておき、私は同時進行で補ほ充じゆう用の魔人作りに取りかかった。偽ぎ銀ぎんの炉で首の消費が激しいのは承知していたし、必要な人間の数が千となれば、集めるだけでも時間がかかるからな。そこで我々は一度に村人全員をさらえることが出来る小さな集落を選び、材料集めをはじめた。順調に事が運び、迎えた五番目の村。どこで話を聞きつけたのか、鳶巣がいきなり現れ、村全体に魔封じの大結界を張って、斬きりかかってきた。狂人なりに計算しておったようだが、計り損ねたことが一つ。剣の腕は私の方が上回っていたのさ。まあ、鳶巣を生かして捕らえることが出来なかったのは、私も誤算だったがね」

　一いつ旦たん、長ちよう広こう舌ぜつを止やめ、神藤が息をついだ。鉄扉から離れ、近づいてくる。

「偽銀の炉、魔人の首、ミスリルの真書、三つを纏まとめあげる有能な翻訳家。多くの人間の手をすり抜け、私のもとに集まってきた。これを天の御み心こころと言わず、何と言う？」

「悪魔の仕し業わざだ」

　迷うことなく伊織が答えると、神藤は鼻先で笑った。

「君は実に、口の減らん男だな」

　指を再び弾はじいて、錬成炉の灯りを消す。

「残るどの章に記載があるかは知らんが、ミスリル銀の純度を高める肝かん心じん要かなめの炉ろ芯しんの魔法式が、まだ解き明かされていない。その口並みに手と頭を動かして、早く翻ほん訳やくを済ませてくれ。斬きり取った魔人の首も、もうすぐ届くことだしな」

　雷に撃たれたように全身を硬直させたのも一いつ瞬しゆん、猛たけり狂ったように伊い織おりが叫んだ。神かん藤どうの胸元を摑つかみあげる。

「貴様！　殺やったのか、冬とう馬まを！」

「ああ、彼は殺したよ。君が行方を眩くらましたとなれば、騒ぎたて、大坂まで探しに行きかねなかったから、刈かり入れの時期を早めたんだ。彼の価値を知る者は、そういないと思うが、打てる手なら、先に打っておくに越したことはないからな」

　神藤は、伊織をさせるがままにし、その狂態を観賞して愉ゆ悦えつの表情を浮かべた。止とどめを刺すかのように、再度事実を告げる。

「さっき、鳶とび巣すの屋敷で斬ざん首しゆしたと報告が入った。冷凍封印が終わり次第、出発したと考えれば、もう到着してもいい頃だ」

　火が噴くほどの怒りに駆られ、首輪のことを忘れて反射的に指を走らせた。が、無念にも、魔法陣を描けない。

　ならばと、眼前にあった柄つかにしがみついた。しかし、神藤に楽々と親指一本で鍔つばを押さえられ、太た刀ちを引き抜けない。非力さを嘆かず、すぐさま彼の手に嚙かみついた。

　歯が肉に食いこみ、皮を破ろうとした瞬間、側頭部に衝撃を受けた。意識が頭の外へ弾きだされそうになる。踏みとどまったつもりだったが、気がつけば、地面に叩たたきつけられていた。

「まさか嚙み癖ぐせがあったとはな。毛並みがいいから躾しつけはされていると思っていたが、扱あつかい方を改める必要があるようだ。うまく尻しつ尾ぽを振れるようになるまで、調教してやる」

　歯形のついた手を摩さすっていた神藤が、足を大きく振りあげ、伊織を蹴けり飛ばした。体が浮き、毬まりのように弾はずんで地面を転がる。

　みぞおちにつま先がめりこんだ。丸太を突き立てられたような重い衝撃が胴を貫き、自然と、体がくの字に折れ曲がる。息を吸おうとしたが、圧迫された横おう隔かく膜まくが下がってくれず、吸えない。伊織は水の中で、もがいているかのように、空気を求めて喘あえいだ。カツカツと、地を踏む靴くつ音おとが迫ってきた。

　起きあがろうと、うつ伏せになった伊織の背を、神藤が踏みつける。

　やっとの思いで取りこんだ空気が、強制的に肺から押しだされ、喉のどがひゅう、と鳴った。呼吸がままならぬおかげで、悲鳴もあげることが出来ない。必死に地面を手で搔かいて逃れようとしたが、杭くいで縫ぬいつけられたが如ごとく、体は前へと進まなかった。刀の切っ先が鞘さやから放たれた音が聞こえる。

「今から全身に剣を刺していくが、安心しろ。大役を担になっている君を殺しはせん。致ち死しの寸前で、治ち癒ゆの魔法をかけてやる。痛みを心に刻んで、二度と私に逆らうな」

　伊い織おりは、何度刺されようとも、泣き叫ばぬと自らに誓い、歯を食いしばった。

　剣先が落ちてくる──その予感は外れ、肉が斬きり裂かれることがないまま、数すう瞬しゆんの時が過ぎた。身をよじって仰ぎ見ると、神かん藤どうが太た刀ちを逆手に持ったまま、闇やみの向こうを凝視していた。

　何者かがこちらへ駆けてくる。その足音を、伊織の耳が捉とらえた。岩の壁に反響し、分かりづらいが、おそらく一人。片方の手に重い物を持っているらしく、交互に地を踏む音が平へい衡こうを欠いていた。

　光球の灯りが届く洋館の前を過ぎた辺りで、段々とその人と装よそおいが判別出来るようになってきた。顔に黒い布を巻きつけた侍さむらい。羽は織おりと袴はかまが、夥おびただしい量の赤黒い血で汚れている。右手には大きな包みが下げられていた。

「待っていたぞ」

　神藤が呼びかけると、覆ふく面めんの男は頭こうべを垂れた。少し離れていたにもかかわらず、顔を伏したまま、包みを両手で掲げて進んでくる。

　神へ供く物もつを捧げるように、男は神藤の足そつ下か、踏みつけられている伊織の傍そばに片膝ひざをついた。主に目を向けるのは畏おそれ多いとばかりに、深く首を折っている。

　神藤がほくそ笑み、包みに手を伸ばす。それに指が触れるか、触れないかという刹せつ那な、右手に握っていた抜き身の太刀を、横へ一いつ閃せんした。肉と骨を切断する鈍くて重い音が、広大な空洞に響く。

　男は屈かがみこみ、必殺の白刃をくぐっていた。彼の首があった位置に、真っ二つに斬り裂かれた包みが浮いている。烈風を起こし横薙なぎにされた刀身に、一滴の血もついていない。

　両断された軍鶏しやもが、頭と尾の部分に別れて落下しはじめたより早く、男は長刀を鞘さやから抜き放っていた。雷光の如き初太刀が、神藤の脛すねを襲う。しかし、斬ったのは空くう。伊織の背中を蹴けって、神藤は後方へ跳び退のいていた。

「簡単にはいかねえか」

　男が残念そうに首を振る。待たせて悪かったなと詫わび、伊織を片手一本で助け起こした。覆面の奥に見える両りよう眼がんが赤い。

「冬とう馬ま……」

　消え入りそうな声で、名を呼んだのに応え、目元が優しげに緩ゆるむ。伊織は、体を支えてくれている彼の首に抱きつきたい衝動を抑え、ぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

「頭隠して何とやら。やっぱり、この赤眼を出してちゃバレるわな」

　張りつめた場の雰ふん囲い気きにそぐわない、軽妙な口調で言うと、冬馬は顔に巻きつけていた長布を、刀を握った手で器用に取り去った。

「包みで見えないようにして近づいたつもりだったが、神藤、いつ分かった？」

「姿が見えた時からだ。もっとも、瞳の色に気づいたわけじゃないがな」

　剣先で冬とう馬まの体を指す。

「形を見れば、返り血じゃないのは分かる。その服を着ていた男が、流した血の痕あとだ──一いち路ろはどうした？」

　訊きいた神かん藤どうの声に、鞭むちの響きがある。

「手傷は深いが、心配するな。死んじゃいねえよ」

「どこにいる？」

「あんたみたいな男でも、部下のことは気になるのか？」

「気になるな。裏切り者は特に」

「あいつ、口を割るまいと、結構頑がん張ばったんだぜ。大目に見てやれよ」

　無尽灯の灯りが届いていなかった闇やみの中から、能面顔の侍さむらいが数人、ぬっと姿を現す。実体のない亡霊のように、鞘さや走りの音をさせずに刀を引き抜き、神藤を守り囲んだ。

　冬馬は伊い織おりを庇かばって、剣を構えた方の半身を前へ出した。二人の背後から、聞き慣れた声が掛かる。

「失し本もと様、奇き襲しゆうが失敗したからには、私と代わって頂きますぞ。お約束した通り、久く世ぜ様をお守りになられ、後へ控えて下さい」

　振り返ると、弥や平へいが立っていた。伊織と視線が合うなり、頭を下げる。

「申し訳ない。私、身を偽っておりました。事情の方は後で、ゆっくりお話し致しますので、今は平に御ご容よう赦しやを」

　弥平が、腰を屈かがめ進み出た。状況把は握あくが出来ぬまま、伊織が咄とつ嗟さに告げる。

「あの男は、ミスリル銀の腕輪の力を使って、尋じん常じようならざる速さで動ける。まるで消えて見えるほどだ。気をつけてくれ」

「消えて見える？　分かりました、用心しましょう」

　と半信半疑の口調で答えた弥平は、神藤に対たい峙じし、忽こつ然ぜんと胸を張った。

「神藤治じ部ぶ少しよう輔ゆう、よく聞け。私はな、御公儀の隠かく目しめ付つけ、八や巻まき礼れい蔵ぞうというものだ。お主の悪行は、全て我に知れた。かくなる上は、神妙にお縄を頂ちよう戴だいしろ」

　神藤が不快げに眉まゆを逆立てる。

「公儀の犬が、まだいたのか」

　言ったのを切っ掛けに、周りを囲んでいた能面顔の侍たちが音もなく、氷上を滑すべるような足どりで突進してきた。

「世間を知らぬ青二才は、これだから困る」

　そう愚ぐ痴ちり終えた時には、弥平──礼蔵の手の中に魔法陣が完成していた。先せん陣じんを切った四人が、りゅうと剣先を繰くりだしてくる。それを、亀かめのような風ふう体ていにそぐわぬ敏びん捷しようさでかわし、地に魔法陣を押しつけ叫ぶ。

「土狼牙ジヨージオ！」

　高度な魔法技である詠えい唱しよう圧縮。腕の太さほどある岩の杭くいが、地面から次々と生え、襲いかかってきた侍さむらいたちを、下から串くし刺ざしにしていった。

　しかし、股またから頭の先まで貫かれながら、男たちの体から血も悲鳴も噴きでない。我が目を疑った伊い織おりがひと瞬まばたきするうちに、全身が土色に染めあげられ、肉はおろか骨まで残さず砂と化し、崩れ去った。

「傀儡くぐつを使えるのか」

　そう舌を巻いた礼れい蔵ぞうの手に、また別の魔法陣が握られている。両膝ひざをつき、地を叩たたく。

「土飛槍ジヨルト！」

　槍やり状の岩が神かん藤どうに向け、次々と地面から撃ち放たれた。唸うなりを上げて飛ひ翔しようした岩槍が、彼の残像を突き通し、空中でぶつかり合って落下する。

　殺とったという手応えが、霞かすみのように消え去り、礼蔵の瞳に動揺の光が走った。伊織共々、神藤の姿を完全に見失っている。視界の外から、彼の声が聞こえる。

「老人、達者だな。楽しませてもらった礼に、私も芸を見せてやる」

　鮮紅色に輝く魔法陣が、暗くら闇やみの奥に浮かびあがる。

「炎精乱舞ダンテリアス！」

　無数に出現した火球が群れをなし、礼蔵に襲来する。

「石帝障壁ケイモアートウ！」

　厚い岩盤の壁が、術者を守護すべく、そそり立った。火球が間断なく、その壁を乱打し、表面を穿うがっていく。このままでは防戦することしか出来ぬ礼蔵に分が悪い。爆はぜた炎と飛散した石せき片へんが、彼の城壁を囲んで舞い躍っている。

　戦況を打開すべく、神藤に向かって駆けだそうとした冬とう馬まの帯を、伊織は摑つかんだ。

「やめろ。剣が届く前に、火球で焼かれるのがオチだぞ」

　冬馬の支え手を外して向き合い、首に嵌はめられた銀環を指さした。

「このミスリルで魔力を封じられている。斬きってくれ」

　強引な手法を用いなければ、首輪が外れないことを早口で付け加える。

「無理だ。首ごと落ちるぞ」

「貴様なら出来る」

「何の根拠がある？」

　困惑した顔つきの冬馬に、伊織が当たり前のように答え、反問する。

「私は貴様の力を信じている。根拠など、それで十分だ。違うか？」

「違わんよな」

　冬馬は苦笑いを浮かべ、皺しわの寄った眉み間けんを搔かいた。笑ってる場合じゃないぞ、と彼の胸を小こ突づく。

「早くやれ。八や巻まきどのを見殺しにする気か」

　そう急せかすと、冬とう馬まが一転して唇をきりりと結び、剣を平正眼に構えた。

「目を閉じな」

　応じて瞼まぶたを下ろした。不思議なほど恐怖感が湧わいてこない。

「皮一枚くらいは、斬きられても勘弁してやる」

「有あり難がたい言葉だな。涙が出るぜ」

　言って間もなく、首筋を疾しつ風ぷうが撫なでた。甲高い金属音が、二度たて続けに鳴る。伊い織おりが目を開くと、冬馬は既すでに刀を引いていた。

「首は繫つながってるか？」

「上々だ」

　答えて首をぐるりと回した。銀環は二つに分かれ、一つは足の甲、もう一つは地面に落ちて、跳ね転がっていく。

　その残響を聞きながら、伊織は金の燐りん光こうを放つ指先を無尽に走らせた。闇やみの中、炎の魔法陣に煽あおられている神かん藤どうの横顔が見える。死角をつく為、彼の後背へ大きく回りこんだ。

「──汝なんじ、亜法に従え。轟雷ベリル！」

　四囲の闇を、解き放たれた光が射い貫ぬく。ほとばしる雷に吞のみこまれた神藤が、総毛立たせ、弓なりに身を反らした。

（捕らえた！）

　が、彼の反撃を防ぐ為、手は緩ゆるめない。苛か烈れつ極まる光を眩まぶしげに眺めながら、魔力を魔法陣に注ぎ続ける。雷がのたうつ竜の如ごとく荒れ狂い、大気を震わした。

「逃げろ、伊織！」

　そう叫んだ冬馬に背中を突き飛ばされた。研ぎ澄ましていた精神の集中が途切れ、魔法陣が歪ゆがんで消える。転がりそうになったところを踏みとどまり、身を返した伊織の眼前で、赤い飛沫しぶきが舞った。

　冬馬の脇わき腹ばらを血ち脂あぶらで濡ぬれた剣先が突きぬけている。その凶刃を繰りだしていたのは、電流に身を焼かれているはずの神藤だった。

「おかしいな」

　と呟つぶやき、太た刀ちを残して消える。半瞬まで彼がいた場所に、礼れい蔵ぞうが放った数本の岩の杭くいが突き立った。

　神藤の強襲がタチの悪い夢にしか思えない。けれども、伊織には惚ほうけている暇ひまはなかった。

　刀を杖つえにして身を支えようとした冬馬が、膝ひざから崩れ落ちる。

「馬ば鹿か野郎、どこ見てんだ……」

　語尾を呻うめきに変え、両眼を閉じた。

「しっかりしろ、冬馬」

　呼びかけたが反応がない。伊織はひざまずき、剣が貫通している位置をのぞきこんだ。左の側腹部。悪ければ脾ひ臓ぞうが傷ついている。刃を伝わる血の速さを見る限り、腹動脈が損傷している可能性もあった。すぐにでも刀を引き抜き、傷口を塞ふさがなければ死に至る。

　しかし、伊い織おりは躊躇ためらった。剣を抜けば、大量出血が伴う。この状況下では、それに対応する十分な治ち療りようが行えない。
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「私が脱出路を開きますから、失し本もと様を連れて逃げて下さい」

　礼れい蔵ぞうが駆けつけてくるなり、伊織の耳元で囁ささやいた。神かん藤どうの襲撃に備え、どんぐり眼なまこを油断なく周囲に走らせている。

　逃走するのは、冬とう馬まを助ける最善の選択だが、

「お主は、どうするつもりだ？」

「無益なことを論じ合うのは止やめましょう。今の失本様にとって、時は黄金以上の価値があります。早く、長飛びをされる用意をして下さい」

　伊織が頷うなずくのも待たず、しゃがみこむ。

「我々の直上だけが安全圏けんです。くれぐれもお気をつけて」

　礼蔵は傍そばに転がっていた冬馬の刀で、指先を斬きり、地面に大きく血混じりの魔法陣を刻みこんだ。伊織も彼に遅れじと、呪じゆを唱え、青い光を乗せた指を走らせる。

「血陣を結ぶとは、また古風な芸だな」

　後方から神藤の声が聞こえたが、魔法の起動準備を完了させた二人は振り向かない。

「大地崩壊ストラウド!!」

　魔法陣から発生した緑光の波が地表を這はい、壁から天井へと空洞全域に広がっていく。

　足の裏に小刻みな揺れを感じてすぐ、天が割れるような轟ごう音おんと共に、頭上を覆おおっていた岩がん盤ばんが砕け散った。牛ほどの大きさの巨石が、礼れい蔵ぞうの描いた魔法陣を除く廃はい坑こう跡あとの至るところに、雨あめ霰あられと降り注ぐ。洋館が音をたて押し潰つぶされていくのが見えたのも束の間、宙に浮かんでいた光球に黒い塊かたまりが直撃し、視界は闇に吞のみこまれてしまった。

　落下する石の風圧で伊い織おりの髪が、嵐に巻きこまれたかのようにかき乱れる。巨石が地面に激突する振動は激しく、しっかり足を踏みしめなければ膝ひざをつきかねない。

「──飛翔ロツド！」

　冬とう馬まを背負い、伊織は体をふわりと浮かした。加速する一瞬に、言い残す。

「必ず戻ってくるからな」

　急上昇する伊織に向かって、礼蔵が何か叫んだが、巨石が盛大に砕け散る音でかき消されてしまった。

　濁だく流りゆうを遡さかのぼる勇魚いさおのように、背後を返り見ることなく、伊織は飛んだ。

　崩落により大量の粉ふん塵じんが発生している為、仰げども天は見えない。己の技の精度を信じ、両眼を固く閉じた。息を止め、砂さ礫れきの雲を突き抜ける。




　重ね合わせていた唇を離し、伊織は深く息を吸った。一筋の月光が、眠る冬とう馬まの顔を照らしている。

　人里の灯りを探して飛んだが見つからず、今は、どことも分からない山の中にいた。傍そばに、小山のように枝を張り巡らせた楠くすのきの巨木が生えている。風が絶えず吹いているせいで、梢こずえが鳴りやまない。

　その楠の太い根を枕まくらにして、冬馬を寝かせていた。迅じん速そくな治ち療りようの甲か斐いあって、出血は止まっている。刀が避さけて通ったかのように、脾ひ臓ぞうや他の臓器類が傷ついておらず、運が良かった。

　伊織は、ざわざわと揺れる巨木の笠かさを見上げた。礼蔵を助けに行かねばならない。

（間に合ってくれれば良いが……）

　立ち上がろうとした伊織の手首が、握りしめられる。

「待てよ」

　冬馬の閉じていた瞳が、かすかに開かれていた。

「もう目を覚ましたのか？」

　伊織が驚きで長い睫まつ毛げを震わせる。考えられないような速さで精気を回復させるのは知っていたが、まさか今晩のうちに覚かく醒せいするとは思わなかった。

「少し前から、意識はあったけどな。体が動いてくれなかったんだ」

　言葉通りなら、口移しに精気を注ぎこんだ時も起きていたことになる。バツが悪くなり、伊織は乱暴に手を振りほどいた。

「貴様、出鱈目でたらめ過ぎるぞ」

「ひどい言われようだな。死にかけてたんだから、いたわりの言葉をかけてくれよ」

　苦笑いを浮かべ、冬馬が起きあがろうとする。体を支える手が、ふるふると揺れていた。

「馬ば鹿か、動くな」

　伊い織おりが慌あわてて寝かせつけようとするのを拒み、冬とう馬まが体を起こしきる。腰に力が入らないらしく、すぐに楠くすのきの幹へ背をもたれかけた。

「礼れい蔵ぞうを助けに戻るつもりなんだろ？　俺も連れていけ」

　伊織は眉まゆを逆立てた。

「寝ぼけたことを言うな。ここで待っていろ。起きあがるのがやっとの男など、足手まといになるだけだ」

「その男に助けられたのは、どこのどいつだ？」

　痛いところを突かれたが、引き下がっている場合ではないので、即そく座ざに言い返す。

「助けてもらったのは感謝している。だが、今の貴様が戦力にならんのは事実だ。私も死にに行くわけじゃない。神かん藤どうに勝てないまでも、八や巻まきどのと協力すれば逃げることぐらいは出来るはずだ」

　熱にうだされたように、ぼんやりと夜空を見上げながら、冬馬が首を振る。

「危なっかしくて、お前を一人で行かせられるかよ。魔法をあさっての方向に撃ったり、神藤が近づいても気づかなかったり。どうかしてるぞ」

「あれだけ速く移動されたら、当てるのも、気づくのも儘ままならんわ」

　むっとして言うと、冬馬が解せないといった顔つきで、見つめてきた。

「速く移動？　何言ってんだ？　お前は最初から神藤を狙ねらわずに、見当違いの方向へ撃ってたじゃないか」

「ちょっと待て。私が最初から狙ってなかったように見えたのか？」

　伊織は両膝ひざをついたまま、冬馬ににじり寄った。神藤に轟雷ベリルを放った時の光景が、頭の中で蘇よみがえり、一つの仮説がはじきだされる。確実に電撃は彼を捕らえていたのだから……

「だから、そう言っただろ。お前の方こそ、寝ぼけているんじゃないか？」

「確かに寝ぼけていたかもしれんな」

　遠くを見るように目を細め、考えこむ。仮説が正しいかどうか、神藤がおらずとも、ここで証明する手だてはあった。

　父が死んで以来、秘してきたことを初めて他人に明かすことに、大きな躊躇ためらいを覚える。が、惜しんでいる時ではないと、伊織は意を決した。

「冗じよう談だんのように聞こえるかもしれないが笑うなよ。冬馬、私が女に見えるか？」

「そんな訊きき方をするってことは、やっぱり女だったのか？」

　目を少し大きくしただけで、彼の表情に驚きが乏しい。どうやら既すでにバレていたようだ。

　肩をすかされた伊い織おりは、強こわばっていた眉根をゆるめ、ふっと息を吐はきだした。

「何な故ぜ、私が女と分かったんだ？」

「そりゃあ……」

　言いよどんだ冬とう馬まの視線が、伊織の胸元を彷徨さまよう。

「胸がその……今は、晒さらしを巻いているから分からないけど……」

「今は？　私が晒しを外しているのを見たことがあるのか？」

　反射的に尋たずねると、冬馬は分かり易やすく狼ろう狽ばいした。悪戯いたずらを隠している子供のように、瞳が右へ左へと躍おどっている。

「寝ているお前を運ぼうとした時に、偶然ちらりと見えたんだ。のぞき見をしたわけじゃないぞ」

　と弁解し、話を強引に元へと戻す。

「そんなことより、お前が女に見えることの何が大事なのかを教えてくれ」

　伊い織おりが、それもそうだと頷うなずき、表情を引き締める。

「私は幻げん影えいを見せられていたんだ」

「幻影？」

「その説明は後でしてやる」

　伊織が颯さつ爽そうと立ち上がり、冬馬に手を差しのばす。

「頼む、冬馬。私についてきてくれ」

「頼まれなくても、ついて行くさ。さっきから、そう言ってるだろ」

　冬馬は口を尖とがらせると、目の前にある少女の手を握りしめた。




　地平の彼方かなたまで風に押し流されたのか、夜空には一点の雲もない。

　何にも遮られることなく、雨のように月光が降り注ぐ中、少女が青年の胸に顔を埋めるようにして抱きつき飛んでいた。魔法陣の光が尾を引き、一筋の流星に見える。

「神速の腕輪など、真っ赤な噓うそ。あの男、幻影魔法を使っていたのさ。それで私や八や巻まきどのの攻撃をかわしたことも、神隠しをやったことも説明がつく」

　幻影の魔法が発動すると、術者は思うがまま、人に見せたい物を見せられる。いくつかの段階を経へれば、結果的に幻まぼろしで相手を操作することも出来た。詠えい唱しようも魔法陣もなく、幻に囚とらわれていたことから、神かん藤どうが幻影の魔法効果のあるミスリルを持っていると考えて間違いない。

「でも、何で俺には効きかない？　この目に何か、関係があるのか？」

　冬馬が自身の赤せき眼がんを指す。今こうしている間も、精気が回復しているらしく、双そう眸ぼうや声に力強さが戻ってきていた。剣を持って戦うことは出来ないだろうが、神藤の動きを見破る役目は十分に果たせそうである。

「そんなことは知らん。私の方が理由を訊ききたいくらいだ」

　伊い織おりはことさら素っ気なく答えたが、おおよその推測はついている。

　封印しきれなかった魔人の力が、表層に出ているからに違いない。シーボルトが、魔封じは完全ではなかったと語っていたという、冬とう馬まの記憶が正しかったのだ。

　ただ、幸いなことに彼が、人間同士が共に喰い合うという地じ獄ごくを憶おぼえているふしはなかった。ならば知らぬままの方が幸せ。彼の人生に関わる重大事だとは思うが、隠せるだけ隠そうと、伊織は心に決めていた。

「まあ、お前に訊けば何でも分かるってわけじゃねえもんな……」

「当たり前だ。どうせ訊くなら、答えられることを訊いてくれ」

　冬馬が考えこむように顎あごを撫なでる。言いたくなければ言わなくてもいいと前置きし、問うてきた。

「どうして男に見える幻げん影えい魔法をかけてるんだ？」

「かけてるんじゃない。父に幻影の呪じゆ紋もんを刻まれたんだ」

　伊織としては、自らが明かしたことにしても、触れて欲しくない話題だったが、冬馬の目先が魔人に関係する話から離れるのならばと、逃げずに答えた。

「久く世ぜ家再興の為にか？」

「そうだ。元服もすまさずに死んだ一つ違いの兄になりすまし、長ちよう州しゆうに帰参を果たすよう託されたのさ。晒さらしを巻くだけなら、すぐ正体が露ろ見けんするが、呪じゆ紋もんは偽装が高度だから、その心配がない。それに女を男に見せるだけの定形式幻影魔法であれば、消しよう耗もうする魔力は少なくてすむ。魔法士として生きていくのに、ほとんど支障はないと父は考えたんだ」

「支障はないって、まさかこのまま、ずっと男として生きるつもりなのか？」

　伊織は驚く冬馬に、小さく肩をすくめてみせた。

「つもりも何も、それしかない。私の背中に刻まれているのは、貴様と同じランドル＝エルの紋だ。鍵かぎとなる父が呪紋を刻んだ翌日に死んでしまったから、永遠に錠じようが下りることはない」

「何でわざわざ、そんな呪紋を刻むんだよ」

　冬馬が語気強く言った。

「きっと私が家の再興を諦あきらめ、女に戻るのを恐れたんだ」

　他ひ人と事ごとのように、そう冷静に解説した伊織を、冬馬はじっと見つめた。

「親父さんのこと、恨んでないのか？」

「父のことを恨んでないと言えば噓うそにはなる。でも、それ以上に感謝している。男になったおかげで、身一つで適てき塾じゆくに通い、魔法を好きなだけ学べた。色々なところを旅して、貴様のような面おも白しろい人間にも沢たく山さん出会えた。これからも、そうやって生きていきたいと思ってる」

　心に溜たまっていた想いを、伊織は淡々と打ち明けた。

　夜風になびく少女の髪を、冬馬がぐしゃぐしゃと搔かきむしる。

「お前は、強いな」

「やめろ、うっとうしい」

　伊い織おりが蚊かを払うように、彼の手を払いのけたが、冬とう馬まは意に介さず、感じ入った表情を崩さない。

「しかし、俺の誤解もいいとこだな。お前と初めて会った時、口だけ達者な、どうしようもない腰抜けと思ったぞ。本当にすまん」

　言って、冬馬が潔いさぎよく頭を下げる。

　そんな彼を上目で見ながら、伊織は茶店前での決けつ闘とうを思いだした。が、あれから多くのことがあり過ぎて、まるで大昔の出来事のようだ。

「気にするな。誤解していたのは、私も同じだ。最初は貴様のことを、どうしようもない阿呆あほうだと思っていたからな」

「じゃあ、今はどうなんだ？」

「阿呆ではなく、大阿呆だと思ってる」

　期待を裏切られ、不満気な冬馬の顔を見て、伊織はくすくすと笑ってから、明け透けに喋しやべり過ぎてしまったことに気がついた。彼が人の秘密を吹ふい聴ちようしてまわる人間には思えないが、釘を刺す。

「いいか、冬馬。事の成り行き上仕方なく、秘事を打ち明けたが、絶対に他言無用だからな」

「分かってるって」

「絶対に絶対だぞ」

「安心しろ、誰にも話さねえよ」

　そう答え、胸の中にいる伊織に照れくさそうに微ほほ笑えんだ。

「第一、周りの人間が、お前のことを男に見えていた方が、俺には都合がいいしな」

「何の都合だ？」

「敵が減るから、都合がいいんだ」

「敵とは誰のことだ？　何な故ぜ、私が男に見えたら都合が良くなる？」

「お前、本気で言ってるのか？」

「本気だ。何が言いたいのか、さっぱり分からんぞ」

　口を尖とがらせ子供のように拗すねる少女を見つめ、冬馬が小首を捻ひるる。

「お前は、こういうことになると途と端たんに察しが悪くなるな」

「察しが悪いも何も、貴様がはっきり言わんのが原因だ。私のせいじゃない。もっと分かるように話せ」

　と、伊織が食ってかかった直後、前方に見える山の中腹の穴から、灰色の土砂が高々と舞い上がった。

　どちらの魔法によるものかは判断出来ないが、礼れい蔵ぞうがまだ戦っている証しよう拠こだ。

「この話の続きは、一仕事終えた後だ」

「その時は、ちゃんと説明しろよ」

「ああ、いいぜ」

　たなびく土煙を凝視して、冬とう馬まが問う。

「俺たち、間に合ったかな？」

「そう祈ろう」

　伊い織おりは手て筈はずを、冬馬にもう一度確認した。

「──絶対に一発で決めるぞ。外せば、あの男のことだ。まだ、何かを隠し持っていて、仕掛けてくる可能性があるからな」

　冬馬が強く頷うなずく。

「よし、じゃあ一気に突っこむぞ」

　伊織は言って、彼の腰をぎゅっと抱き締めると、夜を斜めに切り、降下していった。




　天井に穿うがたれた大穴から、満月がのぞいている。地底は外と変わらず、薄明るかった。

　巨石の破片が、無数に地面に突き立ち、まるで墓ぼ標ひようのようだ。無尽灯の油が流れだしたのか、岩に押し潰つぶされた洋館の残ざん骸がいから、煤すす混じりの黒い炎が立ち昇っている。

　周囲の惨さん状じようが噓うそかのように、二基の錬成炉に被害は見受けられない。魔法で守られていたらしく、煉れん瓦が一つも砕けていなかった。

　洞穴の中心に佇ちよ立りつする巨大な岩の上に、人影が二つ。力なく横たわる礼れい蔵ぞうを、神かん藤どうが片足で踏みつけている。

「老人、手間を掛けさせてくれたな」

　憎々しげに言い、踵かかとを太たい鼓こ腹ばらにめりこませると、礼蔵がかすかに呻うめき声をあげた。

「その汚い足をどけろ」

　伊織の澄んだ声が、坑内に木霊こだまする。

　顔を上げ、神藤が瞳を彷徨さまよわせた。

「まさか本当に戻ってくるとはな。君が度どし難がたい愚おろか者で助かったよ。これで人をやって探しに行かなくてすむ」

　そう高らかに言った神藤は、伊織と隣となりで肩を借りて立つ冬馬の姿を発見し、目をぱちくりとさせた。

「失礼、君たちだったか」

　笑みが口辺にじわじわと滲にじんでいく。

「隠れ家が岩いわ屑くずだらけにされ、大事な君たち二人に逃げられる。厄やく日びだなと嘆いていたが、どうやら、そうでもないらしい」

　伊織は、露ろ台だいを思わせる巨岩の上に立つ、神藤を睨にらみながら前へと進んだ。一つの魔法で、確実に仕留めることが出来る間合いに入らなければならない。冬馬の耳打ちにより、まだ幻影に囚とらわれていないことが分かっていた。

　礼れい蔵ぞうの太鼓腹をつま先で蹴けりつつ、神かん藤どうが訊きいてくる。

「君たちはこの老人を助ける為に、わざわざ戻ってきたのか？」

　伊い織おりは標的から視線を切らぬよう、小さく頷うなずいた。神藤が首を傾かしげる。

「話が見えないな。だとしたら、半病人は置いてくるべきだ。逃げる邪魔になるだけだぞ」

　身の危険を察知したかのような、彼の発言に伊織は肝きもを冷やした。が、動揺を見透かされまいと、強気の口調で返す。

「誰が逃げると言った。貴様を倒して、八や巻まきどのを助ける」

「私を倒す？　君はまだ、そんな夢を見ているのかね」

「夢を見てるかどうか、確かめてみたらどうだ？」

　必殺の間合いまで、あと数歩。伊織は指を宙に躍おどらせた。

「我われ汝なんじに命ず、アレグロの刃を掲かかげよ──」

「また無駄なことを」

　幻影魔法が作動した。伊織の瞳には、身じろぎ一つしていないように見える神藤が、岩の際へ移動したと冬馬が知らせる。

　伊織は手を前へかざし、見えるがままに狙ねらいを定めた。魔法陣から漏もれ出た風に吹かれ、髪がなびく。

　神藤の詳細な立ち位置を、倒れている礼蔵を基準にして、冬とう馬まが囁ささやき伝えてきた。二人の感覚が同調していることを信じ、呪じゆ文もんを朗ろう々ろうと唱える。

「──斬きり裂け、俱ぐ風ふうの将。烈風刃ラデイニアン！」

　伊織は、高速で旋せん回かいする風の環わを撃ち放った。その強烈な余風で周囲の砂さ礫れきが、一いつ斉せいに吹き飛ぶ。

　竜巻く刃が唸うなりを上げて飛ひ翔しようし、神藤に届こうとした瞬しゆん間かん。伊織は指を走らせ、魔法陣に新たな図形を描き加えた。

　転瞬、風の環が直角に曲がる。

「なに!?」

　焦あせりと驚きが入り交じった声。その語尾が消え入る寸前、誰もいない宙空で神藤の首が、ぶつっという耳みみ障ざわりな音と共に刈かり飛ばされ、高く舞った。姿を現した胴体が、血ち飛沫しぶきを激しく吹き上げ、腰から落ちて後方へと倒れこむ。

「やったぞ！」

　冬馬が叫び、力強く伊織を抱き締めた。巨岩の上を転がり跳ねて、神藤が降ってくる。重く鈍い音を響かせ、二人から少し離れた地面に落下した。

「何とかなったな」

　安あん堵どの長息を吐はくと、緊張の糸が切れ、伊い織おりの膝ひざが落ちた。冬とう馬まに抱きつかれたまま、その場に座りこむ。

「しかし、手の内さえ分かってしまえば、呆あつ気けないもんだな」

「そうでないと困る。これ以上手こずらされてたまるか」

「まあ確かに、勝ち方に注文をつけるのは贅ぜい沢たくか」

　耳に触れる冬馬の息。伊織は嫌いやそうに顔を遠ざけた。

「ところで、いつまで私を抱いているつもりだ？」

「もう少しだけ駄だ目めか？」

「駄目だ」

　伊織は渋る冬馬の手を叩たたき、抱くのをやめさせると、彼に肩を貸し立ち上がった。

「勝ちに浸ひたっている場合じゃない。八や巻まきどのが心配だ。行くぞ」

　巨岩の上で動かない礼れい蔵ぞうを見上げ、歩きだす。途中、はからずも神かん藤どうの首の傍そばを通りかかった。どちらともなく足が止まり、その死に顔を見下ろす。他に方法がなかったと分かっているものの、人を殺あやめた後味の悪さが、胃の腑ふからせり上がってきた。

「俺たちは呆気なかったが、こっちはえらく呆気にとられてるな」

「露つゆとも、幻影魔法が破られると思わんかったんだろう。驕きよう慢まんな性格が、災いしたな」

　瞬断されたせいか、神藤の首に驚きよう愕がくの表情が生々しく残っていた。が、死者は死者らしく、瞳は出来損ないの人形のように焦しよう点てんが定まっておらず、生気もない。

「まさに驕おごれる者は、久しからずだ」

　彼の死を確認し、再び胸を撫なで下ろした伊織が見守る中、少女の言葉をあざ笑うかのように、死者の唇が斜めに引き上がる。

「その言葉をそっくり君に返そう。私に敵かなうと思うなど、春の夜の夢より儚はかないぞ」

　笑みを含んだまま、神藤の口が絡繰からくり人形のように動いた。

「──！」

　伊織は我が目と耳を疑い、全身を硬直させた。息が詰まって言葉が出てこない。助けを求め、冬馬を見上げると、彼の横顔も驚愕で満ちており、幻げん覚かくではないことを如によ実じつに物語っていた。

「ひどい間抜け面だな」

　呆ぼう然ぜんとする二人に狂いなく瞳の焦点を合わせ、神藤が調子外れの高音で笑いはじめた。

「黙れ」

　伊織が一いつ喝かつし、生首を蹴けり飛ばす。

　笑う神藤は、切り立った巨岩にぶち当たり、砂となって飛散した。中から眼球が一個、転がり出てくる。

「傀儡くぐつか……」

　伊織は闇に溶けこむ砂さ塵じんを見送り、絶句した。

「私はこう見えて、用心深い性格でね」

　二人の前方。巨岩の陰から、神かん藤どうが悠ゆう然ぜんと姿を現した。

　見るからに顔立ちがおかしい。右目があった場所が、ぽっかりと空洞になっている。

「しかし、失し本もと君が化け物なのは知っていたが、まさか幻影を破るとはな」

　眼球を拾い上げ、月光に透かす。

「周りの硝子ガラスが割れているじゃないか。やっと馴な染じんできたのに、また作り直しか……」

　そうぼやいて、隻せき眼がんの神藤が目玉を握りこんだ。硝子が砕ける音に続いて、拳こぶしから血がこぼれ落ちる。

　伊い織おりが腹立たしげに、片眉まゆを跳ね上げた。

「そこにミスリルの魔法具を仕込んであったんだな？」

　神藤が答える代わりに、笑いながら手のひらを開く。丁度瞳の大きさをした銀色の球たまが、砕けた義眼の真ん中で月の光を吸い輝いていた。

「健闘の褒ほう美びとして、遊んでやる。力の限り泣き叫んで、私を楽しませてくれ」

「その高こう慢まんさ、死なんと直らんようだな」

　身構え、指を走らせる伊織の直下で、前触れもなく激しい地じ響ひびきが湧わき起こった。地面が蜘く蛛もの巣状に割れ、沸わき立つ湯気のように大量の土煙が噴ふき上がる。

　咳せきこみつつ、思わず目を閉じた二人が、激しい揺れに耐えかね膝ひざをつく。その背後に、地面を突き破って巨大な影が現れた。

　殺気を感じ、冬とう馬まは半身を捻ひねったが間に合わず、伊織共々肩から膝まで、すっぽりと岩の拳こぶしに包みこまれる。

「伊織！」

「冬馬！」

　それぞれ左右の手に握り別けられ、引き離された。呼び合うことは出来るが、縛いましめがきつく、どれだけ暴れようとも小揺るぎもしない。

「無む駄だなことは、よしたまえ」

　神藤の高笑いと共に、岩音がさらに轟とどろき、地中から石の巨人が出現した。

　全長が人の身の丈の四、五倍はある。長頭で首や手足が太く、不均整な体たい軀くをしていた。顔に目や口が彫られているが、見せかけだけで動かない。巨人を操あやつるべく、額に刻まれた神聖文字が、深緑の光を放っている。

「君たちが出来るのは、泣きわめき、脅おびえることだけだ」

　神藤は胸のポケットにミスリルの宝玉を仕舞いこんだ。

「放しやがれ！」

　僕しもべの手中で暴れる冬馬に、神藤が勝ち誇る。

「失本君、何か言い残しておきたいことはあるかね？　気の利きいた文句なら、炉ろに銘めいを刻んでやってもいいぞ」

「糞くそったれが！」

　間かん髪はつ容いれず返ってきた答えに、神かん藤どうが眉まゆをひそめた。

「人生を閉じる言葉なんだぞ。もう少し真ま面じ目めに考えたら、どうだ？」

　嫌みたっぷりに訊きかれた冬とう馬まは、あらん限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんで応じた。

「その気がないなら仕方ないな」

　神藤が残念とばかりに首を振り、指を弾はじく。

　巨像兵士ゴーレムが頷うなずき、冬馬をゆっくり握りしめだした。

「やめろ！」

　伊い織おりは叫んだが、巨人のささやかな動きは止まらない。骨が次々と折れていく音が、少女の耳奥に反響する。

　悲鳴──いや、咆ほう哮こうが冬馬の唇から漏もれた。人の発する声には聞こえない。絶命する野獣の雄お叫たけびだ。

　巨大な拳こぶしの下に突き出ている両足が、空中を必死に搔かいている。目鼻や口から、鮮やかな赤い血があふれ出てきた。

「やめろ……やめてくれ」
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　正視に耐たえず、伊織は目を閉じた。骨が砕け、肉が潰つぶれる音が、鼓こ膜まくを搔かきむしる。

　獣の咆哮が止やんだ。

　悲しみと怒りと恐怖が、伊織の胃を締めつけた。嘔え吐ずき出た胃液が、唇を濡ぬらす。

「冬馬──────────!!」

　目を閉じたまま、伊織は喉のどを潰さんばかりに叫んだ。

　冬馬の顔が胸の中で蘇よみがえり、涙があふれだしそうになる。神藤に見られてたまるかと、瞼まぶたに強く力をこめた瞬間、頰ほおにとてつもない熱を感じとった。石いし窯がまに顔を入れたような、炎に触れずして火のつく熱さだ。

　驚き、涙で覆おおわれた瞳を冬馬に向けると、彼を握りこんだ巨像兵士ゴーレムの拳の甲に、小さな赤あか痣あざのようなものが見えた。それも束の間、痣は燃え盛る石炭を思わせる鮮やかな赤色に変わり、波は紋もん状に広がっていく。やがて、甲の中心は高温を示す黄色い光を発し、流れる汗のように岩の表面が溶けはじめた。

「どういうことだ……？」

　神藤が顎あご先さきを抓つまみ、小首を捻ひねる。

（こいつの魔法でないなら、いったい誰が……）

　そう自問し、伊織は、巨石の上に横たわる礼れい蔵ぞうを見上げたが、腕も足も変わりなく投げだされたままで、少しも動いている様子はない。まさか──

「冬……」

　彼の異様に気がつき、名を呼ぶ途中で舌が凍こおりつく。

　冬とう馬まの瞳が白目を侵しん食しよくし、紅ぐ蓮れんに染め抜いていた。顔を濡ぬらしていた血が、煙をあげて蒸発している。表情は禍まが々まがしい憎悪で歪ゆがみきり、面おも影かげはどこにもない。別人というよりも、人間の範はん疇ちゆうを超えた他の何かだ。

　冬馬を包む岩の拳こぶし全体が、色鮮やかに燃え立ち、まるで水みず飴あめのように溶けていく。ついに自重に耐えきれなくなった小指が、根元で折れ、地面に落下した。余程の高熱が伝でん播ぱしていたらしく、離れ落ちた後、すぐに形がなくなり、溶岩の溜たまりが出来た。

　気づけば、周囲の闇やみが打ち払われていた。溶けた岩が赤い光を発し、噴ふん火か口にいるように思える。

「久く世ぜ君。もちろん、君の魔法ではないね？」

　神かん藤どうの念押しの問いに答える余裕もなく、伊い織おりは、ただ目の前で起こっている超常の現象を食い入るように見つめていた。

　巨像兵士ゴーレムの拳が、どろどろに溶け、手首ごと崩れ落ちる。その液化した残ざん骸がいの中に、裸ら身しんの冬馬が静かに降り立った。

　肉や骨が潰つぶれる音が幻げん聴ちようだったかと思えるくらいに、傷一つない完かん璧ぺきな肢し体たい。溶岩に浸つかった足は、焦こげもしなければ、燃えあがりもしていない。灼しやく熱ねつの場に超然と佇たたずんでいる。

　体を絞めつけられていた力が緩ゆるむのを感じる間もなく、伊織は巨人に放りだされた。足から降りることが出来ず、腰を地面に強打する。しかし、尾骨から頭頂部へと走り抜けた激痛も、地面から槍やりのように伸び出た石片が首筋を掠かすめたことも、伊い織おりの意識を揺れ動かさない。

　冬とう馬まに何が起こっているのか。それだけが、唯ゆい一いつの関心事だった。

「薙なぎ払え！」

　神かん藤どうの号令に従い、巨像兵士ゴーレムが腕を振りかぶる。冬馬は、瞳のなくなった赤せき眼がんで、それをじっと見ながらも逃げようとしなかった。

　地を這はうように繰りだされた岩の手刀が、立ち並ぶ石柱を次から次へと払い飛ばしていく。

　直撃。だったが、伊織の予感とは真逆に、巨人の手のひらが刃を叩たたいたかのように両斬され、宙に飛んだ。断面は岩が熱で溶かされ、肉かと見み紛まごうほど赤い。

　巨像兵士ゴーレムはひるまず、手首から先を失った腕を振りかざし、冬馬に叩き落とした。が、軽く掲げた彼の右手に受け止められる。ならばと、再度振り上げようとした瞬間、爆ばく音おんが鳴り、岩の肩が根元で、数条の炎ほば柱しらをあげ吹き飛んだ。

　人外の力に言葉もなく、伊織の唇が折れ曲がる。灼しやく熱ねつの炎に坑こう内ないは炙あぶられ、気温は上昇する一方だった。

「まだだ」

　神藤は低いが通りの良い声で言い、緑の燐りん光こうを放つ魔法陣を素早く地に描いた。

「鉄機転生ランパード！」

　洋靴の踵かかとを打ち下ろすや、岩盤が盛り上がって筍たけのこのように生え伸び、巨人の欠落した両腕を補う。それは前よりも明らかに太く、表面は鍛きたえ上げた鋼鉄の輝きを発していた。

　そして、色の移りはとどまらず、たちまち腕から肩に、肩から胸へと、巨像兵士ゴーレムの全身が石色から鉄くろがね色へと塗り変わっていく。

「外殻を強化したのか……」

　語尾に吐と息いきが混じった。こうまで高度な魔法を見せつけられれば、神藤を過小に判じていたと認めざるをえない。

　巨像兵士ゴーレムの額に、新たな神聖文字が輝きを強くし、浮かびあがった。

「肉も骨も、微み塵じんに挽ひいてやれ」

　神藤が襟えり首くびの釦ぼたんを外して冷れい徹てつに令を下すと、鉄くろがねの巨人が頷うなずきもせず、沈黙を固持したまま歩きだす。体の芯まで鋼はがねと化したのか、一歩進むごとに、その重量で大地が砕けた。

　頰ほおに冷たい汗が流れるのを感じつつ、視線を冬馬に振る。

　火の粉が雪のようにはらはらと舞い落ちる中ですら、際立つ赤い眼光。悠ゆう然ぜんとした足取りで近づいてくる彼を挟み潰つぶさんと、巨像兵士ゴーレムは懐ふところに呼びこみ、両腕を一杯に広げた。

　左右から襲いかかろうとする破壊の槌つちに一いち瞥べつもくれず、冬馬が、壁のように立ち塞ふさぐ鋼鉄の腹に手をかざす。

　刹せつ那な、網もう膜まくが焼かれたと思うほどの閃せん光こうが瞬またたき、無限と思われた廃坑全域を真昼のように隅すみ々ずみまで照らしだした。しかし、伊い織おりがそれを見たのも一いつ瞬しゆん、瞳に突き刺さった光の影えい響きようで視界が白一色に染まる。

　冬とう馬まの手のひらから、何かが撃ち放たれたのだろうか。雷光に続く雷鳴と同じく、少し遅れて岩壁が爆ばく発はつする音が、遠く鳴り響いた。絶する衝しよう撃げきだったようで、続けて耳に聞こえてきた地崩れがいつまでも止まらない。

「──!!」

　伊織は言葉と共に奪われた視力が徐々に回復するや、晴れきらぬ白はく露ろをすかし、黒の巨人を見た。

　鋼はがねの胴体に穿うがたれた大穴。巨像兵士ゴーレムは生身と化したかのように、そこから鮮血に見える溶けた鉄を噴きだたせ、二つ折れに崩れ落ちていく。残ざん骸がいはたちまち形を失い、先に流れていた溶岩と混じり合い見分けがつかなくなると、地面にじわじわと広がっていった。

「これが魔人の力というわけか……面おも白しろい。ねじ伏せてやる」

　不敵に言い放った神かん藤どうが、早くも紅くれないの魔法陣を描きだす。冬馬の絶大な力を見せつけられて尚、顔色に陰りが見えない。

「炎精乱舞ダンテリアス！」

　膨ぼう大だいな数の火球が、冬馬を次々に襲った。が、豪速の火炎に幾いく度どとなく撃たれても、小雨に降られているかのように表情一つ揺るがない。ただ、その連撃は凄すさまじく、舞い散る火の断片によって、廃坑の闇やみが赤々と燃える。

　冬馬に跳ね当たった一個の火球が尾を曳ひき、呆ぼう然ぜんと彼を眺めていた伊織目がけて飛来した。咄とつ嗟さに我に返るや、五指を巡らせ魔法陣を結ぶ。

「飛翔ロツド！」

　詠えい唱しようを圧縮し、結語を叫んで飛び去った直後、火球が伊織の立っていた場所に激突し、岩盤を大きく抉えぐり取った。肝きもを冷やしつつ、血ち達磨だるまになって横たわる礼れい蔵ぞうの傍そば、大岩の上に降り立ち片膝ひざをつく。

　これで対たい峙じする二人とは、かなり離れることになったが、自分と礼蔵の身を守り切る自信がない。冬馬を手助けするにも、戦力にならないのは承知しているが、彼を置き去り、逃げだす気にはなれなかった。

　伊織は大岩から二人を見下ろしながら、礼蔵の首筋を探り、脈を確かめた。指先が微弱ながらも、血の律動を感じ取る。これだけの手傷を負いつつ、生を取り留めているとは、隠かく目しめ付つけの名は伊だ達てではないらしい。もっとも、重じゆう篤とくであることに変わりはなく、今すぐ治ち癒ゆ魔法を施ほどこしたいところだが、いつ戦闘の巻き添えになってもおかしくない切迫した状況がそれを許してくれなかった。

　火球に打たれても一歩も引き下がることがない冬馬を見て、無む駄だを悟さとった神藤が、手のひらの魔法陣を握り消す。いかにも感心した顔つきで顎あごを撫なでた。

「中々、打たれ強いじゃないか。ならば、これはどうだ？」

　言うや否や、神かん藤どうを取り囲むようにして、宙空に次々と金の燐りん光こうを放つ魔法陣が浮かびあがった。

「どうして……」

　膝ひざを支えながら立ち上がり、伊い織おりは呻うめいた。その図形を読むに、黒エルフが生みだした高位魔法。だが、驚くべきことは、それだけではなかった。

　ミスリルの魔法具を使っているのであれば、魔法陣は浮かびあがることはない。つまりその全てを、神藤が自身の力で出現させている証あかしだ。

　魔法陣の複数同時展開。しかも、指一本たりとも動かさずに。絶対遵じゆん守しゆと信じていた法則を無視され、伊織の困惑は底なしに深まった。

「門にして道なる者、開けよ。神の雷いかずちを捕らえ、王土を灼やけ──」

　充じゆう塡てんされる魔力が、その強大さ故ゆえ、溢あふれ出て金色の茨いばらとなり、魔法陣を覆おおい尽くしていく。

「逃げろ、冬とう馬ま！」

　少女の叫びを、神藤の詠えい唱しようが吞のみこむ。

「──敵を裂き、殲せん滅めつせよ。劫雷デユラス！」

　龍りゆうを想起させる数条の閃せん光こうがうねり飛来し、冬馬を襲った。超高圧の雷らい霆ていは四し肢しに食らいつくや、さらに力を強め、その胴を太くする。今にも負荷に耐えきれず、砕け散ると思われた冬馬だったが、逆に牙きばをむいた光龍たちを、ぐんぐん体内に吞みこみ、数すう瞬しゆんも経たたず飲み干してしまった。

「と、冬馬……」

　彼の無事を目まの当たりにしても、伊織の声に歓喜の響きはない。胸の中を、戦せん慄りつだけが黒々と渦うず巻まいていた。

　冬馬が両腕をだらりと垂らしながら、神藤に向かって歩きだす。いつの間に巨像兵士ゴーレムだけではなく、地の岩盤まで大量に溶けだしていた。赤く波立つ溶岩の大海を、狂顔をひっさげ進んでいく。

「流石さすがは魔人だ。手こずらせてくれるな」

　神藤の声に、未いまだ動揺は感じ取れなかった。身構え、空中に新たな魔法陣を描く。

　その指が、何の前触れもなく火を噴いた。魔法の燐りん光こうではなく、肉を焦こがす本物の炎だ。

「──？」

　神藤が手を止め、不思議そうにその小さな炎を見つめてすぐ、一気に火勢が増し、上腕まで燃え上がった。

「鋼羅刹閃ター＝ストロム！」

　吠ほえるように唱えるや、鉄の刃を指先から伸ばし、炎に包まれた腕を肩口から切り離す。月を仰ぐ狼おおかみのように背をのけぞらせ、神藤が絶叫した。骨がのぞき見える鮮やかな切断面から、血が瀑ばく布ふのように流れ出る。

「魔人、やってくれたな」

　冬とう馬まを睨にらみつける神かん藤どうの顔が、憤ふん怒ぬと激痛で醜みにくく歪ゆがんでいた。肩の傷口に指先を埋めこみ、十分に濡ぬらしてから引き抜く。

「いいだろう。遊びのつもりか知らんが、切り離せぬ場所を狙ねらわなかったこと、永と久わに後こう悔かいさせてやる！」

　凄すごむや、血染めの指を複雑な軌き跡せきで走らせていった。傷の影響で、唇の端に血ち泡あわを湧わかせながら、呪じゆ文もんを吐はきだす。

「アズファレス・ウグ・ラウド・エリュオナ。ザバド・フォウ・ザバド・フォウ。ダウマレイ・カナド──」

　耳穴から毒蛇がくねり入ってきたような感覚が、つむじから足先まで駆け抜ける。

「……これは」

　伊い織おりは顔を割れるほどに歪ゆがめながら、神藤の口元をまじまじと見つめ呟つぶやいた。

「真しん呪じゆだ……」

　魔法を御しやすいよう、詠えい唱しようは結語を除き、術者の母語が用いられる。その常道に反して真呪──原語のまま呪文を唱えるのは、駻かん馬ばを制するのに手た綱づなを使わず、素す手でで挑むようなもの。代だい償しようとして、魔法を発動させることが出来れば、精度と威力は増すが、あくまで机上の話で、易やす々やすとやれることではない。

　しかも驚くことに、神藤の真呪は、古代語に達者な伊織をして何語とも判別出来なかった。

　ただ、本能が伊織に囁ささやく。これは真に呪のろわれた詞ことばの配はい列れつだと。

　呪が進むにつれ、禍まが々まがしい暗紫色で巨大な魔法陣が地に図形を成していき、現れたのは、さながら地獄へと通じる異形の城門だった。

　見るだけで息がつまり、乾ききった唇がわななく。心の臓のざわめきが、伊織の耳奥で激しく高まっていった。

「──アサード・アン・ヴァード・アンカム！」

　神藤の唱結が鍵かぎとなり、錠じようを落とす。門の形をした魔法陣が音もなく、その扉を左右に開きはじめた。辺りの大気は一転し、妖あやしく邪よこしまな気が漏もれてくる。地の底から魔によって導かれ、極北の冬が訪おとずれた。

　身を切るような寒さに、伊織は両肘ひじを抱えこんだ。額を伝う汗が、氷水のように冷たい。骨まで染みてきた冷気に全身を震わせ、首をすくめた。が、どういうわけか、吐く息は白くない。

　幻想の冬に戸惑う伊織に、更なる驚きよう愕がくが襲う。瞬まばたきを忘れたかのように大きく、少女は目を見開いた。

「何なんだ、これは？」

　門の中にのぞき見えたのは、新月の夜すら明るく思える漆しつ黒こくの闇やみだった。何な故ぜか魅み入いられ、強烈に引きこまれそうになる。事実、無意識のうちに足が一歩進み出ていた。

　伊い織おりの視線が、魔法陣の生みだした闇に釘付けになる中、その中心からひどく緩かん慢まんな速度で、三本爪の獣の手が生えてきた。

　蛸たこのように骨がないらしく、指は時おり、不自然な方向に折れ曲がる。腕自体は樫かしの大樹ほどの太さがあり、肌が腸はらわたのようにぬらぬらと桃色に光っていた。獲物を捕らえて離さぬようにする為か、薄汚れた爪は鋭い上に大きく湾わん曲きよくしている。

　そうこう観察するうちに、もう一方の手も生え出て、六つの鉤かぎ爪づめが大地を摑つかみ、獣の上半身が浮上してきた。

　まず、見えてきたのは頭部。強しいて言えば、牛うし蛙がえるに似ているが、あくまで輪りん郭かくだけのこと。顔に付属する何もかも、既き知ちの生物とは大きく異なる。左右の頰ほおに、鋭い牙きばの並ぶ鮫さめのような口が一つずつ。目や鼻があるべきところには、磯いそ巾ぎん着ちやくに似た触手が何十本も蠢うごめいている。

　次に現れた肩には、巨体を浮かせるとは思えない小さな蝙蝠こうもりの羽根。続く胸には、左右四枚の鰓えらがあり、空気を求めて開閉しては、黴かび色の鰓さい弁べんを震ふるわせている。

　疣いぼに覆おおわれ、でっぷりと突き出た腹が現れたところで、もう巨像兵士ゴーレムの身の丈を頭三つ超えるほど高い。

「何を呼んだんだ……」

　神かん藤どうの真しん呪じゆが召しよう喚かん魔法だと、分かったが、何を現うつ世しよに誘いざなったのかが分からない。この世のモノではない召喚獣にしても、形が奇き矯きよう過ぎる。

「外なる神よ。彼をたっぷり犯してやれ」

　神藤が邪悪に染め上がった顔で命じると、獣は魔法陣の闇に下半身を埋めたまま、冬とう馬まへ向かって体を引き伸ばしはじめた。いつまでも脚は出てこず、同じ太さの胴が蛇のように続く。

　桃色の皮ひ膚ふを覆う疣が二、三個独りでに潰つぶれ、滲にじみ出てきた緑の液体が、煮え立つ溶岩へ垂れ落ちた。途と端たん、波紋の広がりに合わせて赤い輝きが失われ、闇色へと変わる。最初は冷え固まったのかと思ったが、液状であるのは確かで、水面はゆっくり波打っていた。

　伊織は目の錯さつ覚かくを疑い、瞼まぶたを手の腹でこすったが、異常な光景は変わらない。その間も、腹を覆う疣が続々と潰れ、液が滴したたり、黒こく影えいが溶岩の海を蝕むしばんでいく。

　少女は、震える手で胸元を握りしめた。獣がどれほどの力を有するかは知らない。けれども、体の芯から湧わき起こる嫌悪や恐怖は、巨像兵士ゴーレムの比ではなかった。

「冬馬、逃げてくれ……」

　叫んだつもりも、自分の耳にすら届かないような囁ささやき声になった。膝ひざの力が抜けて腰が落ち、岩の上でへたりこむ。しっかり握り止めないと、今にも意識が途切れてしまいそうだ。

　体中に無数の穴が空いたが如ごとく、急速に精気が抜けていた。原因は神藤が召喚した、この世のモノならぬ獣にあるとしか思えない。

　伊織の声も願いも届かず、冬馬が沸わきたつ溶岩の中で足を止める。彼に応じるように、獣も半身を伸ばすのをやめたが、完全に触手の間合いに入っていた。

（冬とう馬ま、逃げろ！　逃げるんだ！）

　音にならぬ少女の叫びは届かず、冬馬は一歩も動かなかった。そんな彼に向け、獣が汚い触手を伸ばす。

　先端が星形に開き、内側の肉に生おい茂しげった無数の牙がわらわらと揺れ動いた。粘性の強い涎よだれが滴したたり落ち、糸を引く。

　いよいよ、冬馬の髪に触れかけた寸前、灼やけた鉄を触ったかのように、触手が口を閉じ、びくっと引っこめた。

　獣が月を仰いだ。千の牛うし蛙がえるが捻ひねり潰つぶされたかのような鳴き声が、空洞一帯に響き渡る。もがき苦しむかのように牙きばの間で紫むらさき色の舌が、のたうっていた。

（冬馬に脅おびえている？）

「何をしている！　早くそいつを陵りよう辱じよくしろ！」

　心中の焦あせりを打ち消すように、神かん藤どうが怒声をあげると、獣は巨体をよじり、ゆっくり反転した。召しよう喚かん主に対して牙を剝むき、威い嚇かくの音を発する。

「貴様、誰に向かって──」

　神藤が絶句した次の一いつ瞬しゆん、大蛇のように上半身を伸ばしていた獣が、忽こつ然ぜんと姿を消す。

（──!?）

　伊い織おりが瞬まばたき一つする間に、すっかり腹を縮めた姿で現れると、召喚主を上から見下ろしていた。

　獣の顔に生えた全ての触手が、一いつ斉せいに口を開くや、目にも留まらぬ速さで神藤に襲いかかる。

「光壁スト＝ヴオール！」

　超人的な反応で、神藤は、高位の防ぼう御ぎよ魔法を起動させた。絶対不可侵を誇ほこる光の壁。

　しかし、獣の触手はあっさり魔法壁を透過し、彼の全身に巻きついて牙を立てる。

「な、なに!?　馬鹿な、ありえん──」

　狼ろう狽ばいも露あらわな神藤に無数の牙が突き立ち、肉が破れる。熟うれ頃の蜜柑みかんに指をめりこませたが如く、瑞みず々みずしい鮮血が辺りに舞い散った。耳を覆おおいたくなるような悲鳴が、廃はい坑こう跡あとを木霊こだまする。

　激痛に顔を歪ゆがめ、神藤は必死になって身をよじっていたが、肌に食らいついた触手は離れない。脈打ちながら、どくどくと何かを彼の体の中に送りこんでいる。

　伊織の鼓膜に爪を立てていた苦く悶もんの叫びは、いつしか囁ささやくほどになった。神藤の体ははち切れんばかりに膨ぼう張ちようし、秀麗な容よう貌ぼうは醜みにくく変じて、かろうじて目鼻の位置しか分からない。喉のどが鈍にぶく鳴るのに合わせて、無理に引き伸ばされた唇の間から、失血死するには十分な量の血が流れ出ている。

　だが、まだ生きているらしく、

「暗い……暗い……暗い……」

　と、か細い声が断続的に聞こえていた。

　その呻うめきが急に聞こえなくなった途端、丸々とした神かん藤どうの全身が網目模様に裂け、獣に注ぎこまれたと思おぼしき緑色の液体が一気に噴き上がった。伊い織おりが朦もう朧ろうとする意識を何とか繫つなぎ止め、霞かすむ瞳を懸命にこらすと、彼の額に蝸牛かたつむりのような角が三本生え、目玉と鼻がその先端に移動しているのが見えた。手足も無数の吸盤に覆われていて、最も早はや、人の体ていを成しておらず──

（化け物に作り替えられているのか……）

　吐はき気のする光景と予想に、伊織の胸が激しく搔かき乱れる。

　獣は一吠ほえすると、神藤を捕らえたまま、永と久わの闇の中へと沈みはじめた。おぞましいことに、冬とう馬まへ別れを告げるかの如く紫の舌を仕舞いこみ、目鼻のない頭こうべを垂れている。肩に生えた翼も折り畳たたまれ、臣下が王に対し畏い敬けいの念を表しているかのようだ。

（そんなわけがない。馬鹿なことを考えるな）

　伊織が、そう力ずく胸に押しこめたところで、獣とそれの同族になりつつある神藤の姿が、闇の中へ全て没した。暗紫色の光で描かれた異形の城門が、開いた時と同じく、緩ゆるりと扉を閉じていく。

　糸ほどの隙すき間まもなく閉じきったと同時に、辺りに漂ただよっていた妖気が、余よ韻いんをわずかも残さずに消滅した。骨まで凍こごえさせた幻想の冬が終わり、煮え立つ溶岩が汗を滲にじませる元の廃はい坑こう跡あとに戻った。

　それを感じ取り、気が緩ゆるんだせいか、伊織の視界にかかる靄もやの色が濃くなった。とうに精気が尽きていたのを気力で支えていたが、限界を超えたらしく、もうどうにもならない。

　五感が薄れていく中、少女は冬馬を探した。

　白い世界に浮かぶ、二つの赤せき眼がん。

　異界の獣すら畏い怖ふする力が、何を意味するのか？

　一連の戦いを目まの当たりにした後では、〝魔人〟がミスリル銀の錬れん成せい炉ろの為だけに造りだされたとは到底思えない。

　知りたいこと、問いたいことは沢たく山さんある。が、願いは一つ。

（なあ、冬馬。頼む、戻ってきてくれ。私のところに……）

　そう心で呼びかけたのを最後に、伊織の意識は途切れ、闇が来た。







[image: 終章　夢うつつ]







　伊い織おりはあんぐりと口を開き、小こ鉢ばちに残っていた最後の白玉を放りこんだ。閑かん散さんとした店内を眺めながら、冷えた麦茶をすする。

　昼八つ（午後二時）をとうに超えているせいか、伊織の他には客が一人しかいない。白髪の老人が長細い腰掛けに寝転がり、高いびきを立てている。

　視界の端で、暖の簾れんをくぐる人影が見えた。

「いらっしゃいませ」

　浮かぬ顔で頰ほお杖づえをついていた、お糸いとがすぐさま立ち上がり、とびきりの笑みを作って迎え入れる。

「どうぞ、お好きなお席へ」

　少女の言葉に頷うなずいた客は、迷うことなく伊織の隣となりに座った。

「探しましたよ」

　どんぐり眼まなこの中年男が穏やかに笑う。見慣れた下男の格好ではなく、町人髷まげを結い、風呂敷包みを背負った旅商人の姿に扮ふんしていた。

「これは、八や巻まきどの──」

　立礼をしようと、腰を浮かした伊織を、男が押しとどめる。

「茶店の中ですし、改まったことは止よしましょう。それと、八巻どのと呼ぶのはやめて下さい。今の私は名字を持たぬ、ただの弥や平へいですから」

　言って、風呂敷包みを床に置いた。

「そう言われましても……」

　歴れつきとした幕府の役人と一介の浪ろう人にん者では、身分が違い過ぎる。本来ならば平伏して畏かしこまるべきであり、同じ腰掛けで肩を並べられる間柄ではない。にもかかわらず、礼れい蔵ぞうの方は事件の詮せん議ぎの場でも、一貫して久く世ぜ様と呼び、伊織を困らせた。

「お互いの身分のことなど、いらぬ気遣いですよ。正直に申しまして、八巻礼蔵は幻まぼろしのようなもの。私にとって現実うつつは弥平の方です」

　気持ちの良い語り口で言った礼蔵に、茶が運ばれてきた。お糸が彼に注文を訊きく。

「では、白玉を十皿。持ち帰りはなしで、全てここで私が頂きます」

　少女は目を丸くし、それから八重歯をのぞかせ、ころころと笑った。

「流石さすが、伊織様のお知り合いですね」

　お糸は、伊織が積み上げた皿の山と、いかにも大量の餅もちが入りそうな礼蔵の太鼓腹を嬉き々きとして見交わしてから、注文を伝えに店の奥へと消えていった。

　その調理場の方を眺めながら、礼蔵がおもむろに口を開く。

「さらわれていた村人全員は、別の廃はい坑こう跡あとで無事発見されましたよ」

「安心しました。あそこでは見つからなかったので、どうなったことかと思っていましたから」

　顔を綻ほころばせた伊織に、礼蔵が美う味まそうに麦茶をすすって訊く。

「それはそれとして、しつこいようで申し訳ありませんが、どんな些さ細さいなことでも結構です。何か思いだされたことはありませんか？」

　伊い織おりはひと呼吸、間を置いてから、

「申し訳ありませんが何も」

　と返した。その答えの半分は真実、半分は噓うそだ。

　神かん藤どうが獣と共に魔法陣の中に消えたところまでは、記き憶おくに残っているが、その後のことは何一つ憶おぼえていない。目覚めた時には夜が終わり、廃はい坑こう跡あとの大穴をのぞきこむように、空高く太陽が昇っていたのである。

　坑内を霞かすむ目で見渡すと、前夜の激闘の跡は、冷え固まった溶岩の下にすっぽり埋もれていた。そして、どういうわけか、傍そばには冬とう馬まと礼れい蔵ぞうが並んで眠っていたのである。重じゆう症しようだった礼蔵は、治ち癒ゆ魔法を必要としたが、冬馬は無傷。神藤と戦った姿が全て夢だったかのように、赤眼を元通り、瞳の中だけに仕舞いこんでいた。

　礼蔵は神藤との戦いに敗れた時、冬馬は巨像兵士ゴーレムに握り潰つぶされかけた時から記憶がない。

　松まつ江えの城下に戻ってから、何が起こったのか、特に礼蔵からしつこく問いただされた。が、真実を全て話す気にはなれず、幻げん影えい魔法を見破られた神藤が苦し紛まぎれに炎の真しん呪じゆを放ち、暴走。その衝撃波に吹き飛ばされ、気がついた時には神藤の姿はなかったと答えた。それで、彼の生死は不明とされたまま、人相書きが全国に配られることとなったのは心苦しいが、やむなき事である。

「そうですか……」

　礼蔵は残念そうに言い、湯ゆ吞のみを手の中で回した。

「では、またの機会ということで」

　思わぬ返答に伊織が片眉まゆを跳ね上げる。それを見て礼蔵は微ほほ笑えむと、風呂敷包みを指さした。

「この通り、私は旅商人です。ふらりと久く世ぜ様のもとへ、現れることもあるでしょう。思いだしたことがあれば、その時に教えて下さい。お願いします」

　伊織は、ははと空笑いで答え、長居は無用と懐かい中ちゆうの財布を探った。その手を、礼蔵が押さえる。

「ここの払いは、私が持ちます」

「勘かん弁べんして下さい。治ち療りよう費なら、もう十分頂きましたよ」

　伊織が強い調子で断ると、礼蔵は猪い首くびを横に振った。

「いえ、そうではなく。過小ですが、私が身を偽いつわっていたことのお詫わびです。御親藩での前代未聞の不ふ祥しよう事じ。神藤の尻しつ尾ぽを摑つかみきる為、正体を明かすのが遅れ、お二人を危険に晒さらしてしまった」

「でも、最後には助けて下さったじゃないですか」

　言って伊織は、恐きよう縮しゆくする礼蔵の手を押し返した。財布から代金を取りだし、空き皿の横に置く。

「何をおっしゃるんです？　最後の最後に助けて頂いたのは私の方じゃないですか？」

「いいえ、あれは助けたことになりませんよ。私はまるっきり無力でした。神かん藤どうが自じ滅めつしただけです」

　伊い織おりは半ば真実を交えつつ答えながら、礼れい蔵ぞうのしつこさを心中で苦にが笑わらった。これ以上の詮せん索さくを避さける為、白の外がい套とうを手に取り、立ち上がる。

「それでは、またお会い出来る日を楽しみにしております」

「そう急がれなくとも、宜よろしいじゃないですか？」

　腰をあげかけた礼蔵に、お糸いとが白玉を運んできたのを流し見て、伊織はひさご屋の暖の簾れんを払った。




　外套の留め具を結び、陽炎かげろうが昇る街道を歩きはじめる。

　行きかう人の数が、松まつ江えを訪れた時に比べ、目に見えて減少していた。

　と言うのも、偽ぎ銀ぎん回収の目くらましに、ある噂うわさが流されたからだ。神藤が出雲いずも銀山から銀を採掘していたのは真っ赤な噓うそで、全国各地の商人から巨額の借財をし、それを還流させて、偽りの繁はん栄えいを演出していたと。事が藩はん公こうに露ろ見けんし、神藤は逐ちく電でん。借り受けた金の返済の為、松江藩の蔵くらという蔵から、金銀が運びだされているのを目まの当たりにし、藩外の者たちが尻しりに帆をかけ、逃げだしてしまったのである。

「夢の後というのは、寂しいものだな」

　珍しくも感かん慨がい深く呟つぶやいた伊織に、一人の青年が並び歩いてきた。

（そうでもないか……）

　思いつつ、横目で見る。冬とう馬まがぷっくり頰ほおを膨ふくらませていた。

「屋敷を黙って出ていくなよ。どれだけ探したと思ってる？」

　ため息をつき、伊織はこめかみを摩さすった。

「まさか、大坂までついてくる気じゃないだろうな？」

「まさかも何も、その気がなければ、こんな格好してないぞ」

　言う通り、冬馬は上から下まで旅装しよう束ぞくで身を固めていた。暗い顔でうつむく伊織の背中を叩たたく。

「嫌いやそうにするなよ。もし、神藤が生きているとしたら、幻げん影えいを見破れる俺と魔法を使えるお前──お互い、傍そばにいた方が何かと得だぞ」

「まあ、そうだが……」

　伊織は声を詰まらせ、しばし考えこんだ。

　事の真相を、彼に話すわけにはいかない。それに、あの人外の力が二度と覚かく醒せいせぬよう見張り、叶かなうならば封ふう印いんすることは、自分の責に思える。一度は突き放してみたものの、やはり、連れて行くより他に選択肢しはなさそうだ。

「だろ？　持ちつ持たれつ、仲良くやっていこうぜ」

　再び、ため息をついた伊い織おりとは対照的に、冬とう馬まは声を弾はずませた。満面の笑みを浮かべ、手を差しだしてくる。

「宜よろしくな。俺は失し本もと冬馬だ」

「今更、何だ？　気持ち悪い」

　冷たい言葉と視線にめげず、冬馬は手を下げない。

「気持ち悪いとか言うな。お互いにちゃんとした名乗りは、一度もやってないぞ」

「そんなこと、別にせずとも──」

「伊織は兄貴の名前なんだろ？　本当の名前で呼ばせてくれよ」
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　冬馬が澄んだ紅くれないの瞳を向けてきた。何な故ぜかその言葉に、逆らう気分になれない。

「教えてやってもいいが、人前では呼ぶなよ」

　伊織は口元に笑みをこぼし、天を仰いだ。

　青い空に、猛たけ々だけしい雲の峰みねがそびえている。

「私は今日みたいな夏晴れの日に生まれたんだ。だから──」

　最初の勢いは良かったが、途中で気き恥はずかしくなり、肝かん心じんの名前を明かした時には消え入るような声になった。

「ん？　何て言ったんだ？　聞こえなかったぞ」

「知るか、そんなこと。ちゃんと聞かなかった貴様が悪い」

「もう一回言ってくれ」

「嫌いやだ」

「なあ、頼む」

　肩を抱き寄せようとしてきた冬とう馬まの手を、伊い織おりが邪険に打ち払う。

「気安く触れるな」

「冷たいこと言うなよ」

　冬馬が、唇を尖とがらせた。

「生あい憎にく、私は冷たい女でな。触れたら凍こごえ死ぬぞ。やめとけ」

「ホントか？」

　問うや否や、冬馬は目にも留まらぬ速さで伊織の背後に回り、少女を抱き締めた。外がい套とうの裾すそが、街道を吹き抜ける風に揺らめく。

「いいや、結構温かいぞ」

「──死ぬから、やめておけと言ったのが、聞こえなかったのか？」

　腕の中で、伊織が肩をわなわなと震わせる。それを、からかうように見下ろしていた冬馬の顔が急速に凍りつく。少女の手のひらに、見覚えのある魔法陣が浮かんでいた。

「伊織、ちょっと待て。俺は病やみ上がりだぞ。殺す気か？」

　押しとどめるように両手を前に出しながら、冬馬が後ずさる。

「それもいいかもしれん。馬ば鹿かは死なんと直らんからな」

　伊織は冷めた瞳で言うと、魔法陣を胸元に掲かかげた。背を向け、逃げだした冬馬を狙ねらい撃つ。

「雷撃ル＝ボウ！」


（了）









あとがき




　はじめまして、田た名な部べ宗そう司じです。

　この度は本書をお読み頂き、ありがとうございます。あとがきから目を通されている方も、数あるライトノベルの中からお手に取って下さったこと、大変光栄に思います。

　しかし、自分の人生で、あとがきを書くことがあろうとは……

　日々の仕事に追われる中、一次選考でも通ってくれれば、原げん稿こうの良い供く養ようになるなあ、と思っていた応募時の僕。ましてや、ハローワーク帰りの公園で、ブック・オフで購入した百円の文庫本を片手にベンチに座り、青さが目に染みる夏空を眺ながめていた頃の僕には、とても想像出来ないことでした。

　情けない話ですが、このあとがきを書いている僕も、今回の望外な結果を未いまだ心の片かた隅すみでは信じていなかったりします。

　というのも、小学生から大学生に至るまで、記憶する限り誰からも文章を褒ほめられたことがなく、創作を本格的に始めたのも、住宅営業を辞やめた二十六歳の夏のこと。歳としが歳なので、小説を書いていると中々人に打ち明けられず、自分の作品が面おも白しろいのか面白くないのか全く分からないまま、新人賞に出しては落ちる日々。応募作の結果が発表されている雑誌を立ち読みしながら、自分の名前を発見出来ず、手をわなわなと震わせたことも一度や二度ではありません。

　そもそも、この『幕ばく末まつ魔ま法ほう士し』の着想も、

（明治維新を成し遂げたのが、魔法士メイジなら……）

　という酒しや落れ。

　ただ、ジョギング中にこの洒しや落れが思い浮かんだ時はとても嬉うれしく、すぐに主役は誰をモデルにしようかと考え、辿たどり着いたのは長ちよう州しゆうの大おお村むら益ます次じ郎ろう。

　彼が主人公である司し馬ば遼りよう太た郎ろう先生の名作『花神』が大好きで、特にシーボルトの娘失し本もとイネとの淡い恋には、魅みせられて魅せられて仕方ありませんでした。余りに好き過ぎて自分なりの解釈で、いつかこの二人のことをライトノベルで書きたいなと思っていたのですが、何度プロットを組み上げても、『花神』の引力が強烈で、どうしても『花神』の足跡を追ってしまう。結局、自分の筆力と創造力のなさを嘆なげきつつ、お蔵くら入いりに。

　しかし、永遠に陽の目を浴びることはなかろうと諦あきらめ、心の奥底に沈めていた思いが、洒落から始まった着想によって火をつけられ、燃え上がり、本作『幕末魔法士』が誕生するに至ったのです。

　もちろん、時代モノに西洋ファンタジーを組み込む蛮ばん勇ゆうに、僕自身も大変躊ちゆう躇ちよしました。案あんの定じよう、書き進めるごとに暗あん礁しように乗り上げ、乗り上げてはふて寝し、起きてはキーボードを叩たたき、また暗礁に乗り上げるというループ＆ループ。そういうわけなので、どうして受賞出来たのか問われても、理路整然とは答えようがありません。

　そこを無理にでも答えてみろ、と言われれば、思い当たることはたった一つだけ。

　ライトノベルが好きだったということ。

　乏しい才能に絶望しても、書き続けることが出来たのは、心の奥底にそれがあったから。

　今更のことですが、ライトノベルを好きで良かったと思います。

　創作仲間に言わせると、僕の文体は少し重めとのことですが、本作はちゃんとライトノベルとして、皆様に楽しんで頂けたでしょうか？

　もし、頷うなずいて下さったのなら、これ以上の幸せはありません。




　最後になりますが、一次選考から出版に至るまで、ご助力頂いた全ての方々に改めて深く御礼申し上げます。

　過分なご評価を下さった第十六回電撃大賞の審査員の先生方。

　改かい稿こうに喜びを覚えるほど、次から次に的確な意見を下さった担当編集の佐さ藤とう様。

　キャラを立たせる為の素す晴ばらしい提案と、誰もが魅み了りようされてしまう最高のイラストを授けて下さった椋くら本もと夏か夜や先生。

　恐ろしい数のミスを発見して下さった校こう閲えつ様。

　別のレーベルに意固地になって挑戦し続けていた僕に、作風が向いているから電撃大賞に応募するよう何度も何度も勧すすめて下さった平ひら田た美み奈な子こ様。

　受賞の報告をすると、我が事のように喜んでくれた上司、同どう僚りよう。

　何の根こん拠きよもなく僕のことを信頼し、いつも励はげましてくれた家族のみんな。

　そして、本作を読み、素晴らしい想像力で物語を補完して下さった読者の皆様。

　本当にありがとうございました。書き続けることが、皆々様のご厚情に報むくいることになるよう、今後も力を尽くします。

　それでは、また、お目にかかれる日を心待ちにして。


田名部宗司
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田た名な部べ宗そう司じ

奈良県大和群山市在住。大学では西洋史学専攻だったにも関わらず、幕末を題材にしてデビューしたことを沢山の方から突っ込まれ、答えに窮している。ちなみにＰＮの宗司は、沖田総司にあやかったわけではなく本名。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンの露天風呂をこよなく愛する関西人。最近お仕事用パソ子さん（約２歳）のご機嫌が悪めでちょっとびくびくです。反抗期…？　お願いだから締め切り前は勘弁……！
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